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　プロローグ







　硬かたいなにかを水すい滴てきが穿うがつような、コツ、コツ、という単調な音。

　それは実際には、机を突つくペン先の立てる、さらに硬い音だったとはいえ、大差はなかった。そこにいる者たちが、水と石であったとしてもどうということはない。特に意味はなく、言ってしまえば自然石の囁ささやきのごとく彼らもまた囁いていたに過ぎない。

「──つまりあなたは、ずっとこの世界を見つめていたい？」

「そう。ぼくは、生来の傍ぼう観かん者しやなんでしょう」

　囁きの部屋は、適度な暗くら闇やみと、机、椅い子す、それに座すわるふたりの何者か。それがあれば事足りる。望めば、ペンが与あたえられ、音を立てても良い。多くの大マグスが集つどう次元の狭はざ間まには、さらに意味のない部屋がいくらでもある。囁きの部屋は、それに比べれば、まだしも有意義な施し設せつとさえいえた──場合によっては。

「自分でなにかをしようとは思わない？」

「なにかができるのなら、ぼくにはもっと意味のある生が与えられたと思います。ええ、ガンザンワロウン──あなたになら分かるのではないですか？」

「わたしは、ガンザンワロウンではありませんよ。大だい賢けん者じやは問いを発したりはしません。すべてご存じなのですから」

「それは噓うそだ、師しよ。逆です。この図書館で問いを発する者はすべてあなたです。あなたのマギは、知識を得る機会を逃のがしたりはしないのですから」

「…………」

「ぼくは観かん察さつ者しやです。あなたのことも観察しました。そして──言ってしまえば、そう。あなたにも飽あきてしまった」

　彼はそう告つげると、相手の反応を待った。怒いかりはないだろう。叱しつ責せきも、あり得ないことに思えた。世のすべてを網もう羅らする大賢者ガンザンワロウンは、ある意味では長らくその言葉を待っていたのであろうから。

　とはいえ、賞賛もないだろう。彼は苦く笑しようした。ずば抜ぬけて狭きよう量りような者だけが、他た者しやを圧あつ倒とうするような智ち者しやになれる。

　彼は続けた。

「世界から隔かく絶ぜつされたこの図書館から、ぼくは、様々なものを観察しました。中庭の窓は、まだ世界へとの連結を失ってはいませんから……」

「好こう奇き心しんは満たされましたか？」

　不ぶ躾しつけな決めつけを放置したまま話題が変わったことを気にすることもなく、質問者は聞いてきた。質問者は、答えを吸収する記録者でもある。それはすべて、ガンザンワロウンへと伝えられる。たとえ仮かりに、この質問者自体が、ガンザンワロウンの不ふ可か思し議ぎな五感の延長ではないとしても。

　暗くら闇やみの中で、彼は、かぶりを振ふった。

「満たされることはありません」

「そうでしょうね」

「むしろ、飢うえたように思います」

「それが、生来の観察者である、と？」

「ほかに必要なものを思いつきません」

　告げる。

　続いた沈ちん黙もくは長かった。それは吞のみ込むための時間だったのか、考えるための時間だったのか、あるいは出しかけた言葉を打ち消すための時間だったのか。どれか分からないということはない──考えればすぐに分かるだろうと、彼はこっそりと胸中で判断した。が、考えるよりも、相手の返事のほうが先だった。

「反対する理由はありません」

「師よ」

　彼は背筋を伸のばすと、改めて正面へと視線をやった。暗闇は、途と方ほうもなく厚いものというわけではなく、おぼろげに見えるものもある。質問者の顔は見えることはない。が、それから受け取れる体温、声、息いき遣づかい……それらは見えないことはない。ごく普ふ通つうの注意力を発揮していれば、この世には分からないことなど存在しない。

　観察者の真理を嚙かみしめながら、彼は告げた。

「ぼくは気づいてしまった。いつの間にかこの世界には、大きな力が生まれていました。それは、我らの大たい敵てきとなるでしょう。不ふ俱ぐ戴たい天てんの、最悪の敵に」

「真に最悪の敵であれば、それは防げないでしょう」

「言ったでしょう、師よ。ぼくはそんなことには興味はありません。なにかの意志で世界が消えるのであれば、それは構わない」

　緩ゆるやかに微笑ほほえんで、彼は続けた。

「ただ、彼らを見たいだけです。それがなんであるのか知りたい。それだけです」

「…………」

　質問者は、なにかを言ったのかもしれなかった。だがそれは、彼の耳にはとどかなかった。独り言か。それとも？　彼は聞こえなかったはずの言葉を補完して、相手の呼吸を見定めた。

　しばしして、質問者が発したのは普通の言葉だった。

「確かに、我らの武器は知識です。未知のものがあってはならない。この図書館には、既すでにあらゆる知識が収められています」

　聞こえない雄ゆう弁べんではない。言葉の形けい骸がい。

　彼は机に肘ひじをついて、声を返した。

「師よ。古い塔とうで、灯あかりを欲ほつして柱を燃やしてしまった愚おろか者ものの話を持ち出すまでもありませんが？」

「だがその愚か者は、無知の恐きよう怖ふからは逃のがれましたね。闇やみへの恐怖ではなく、目に見える炎ほのおの恐怖によって死んだ」

「意味がありますか？」

　問い返す。

　質問者は、それを予想していたようだった。さらに問いを返してくる。

「その愚か者が、むしろ自分のことであるとは思いませんか？」

「……そうかもしれませんね」

　彼は認めると、席を立った。必要な言葉はすべてもらった──疑いもなく、すべて。世界への扉とびらは開かれた。とうに忘れたと思っていた興奮が、いや、本当に忘れていたはずはないのだが、肌はだの奥おくの温度を上げる鼓こ動どうが、背中を押おしている。

　世界は開かれている。自分がそこに降り立つことは、世界のすべてが、神しん秘ぴとされていたすべてが解き明かされることの約束だった。なにもかもを知ることになる。

　部屋を去ろうと身体からだの向きを変える。変える寸前に、質問者が声をかけてきた。

「お待ちなさい」

　言われた通りに、足を止める。質問者はそのまま、続けてきた。

「大だい賢けん者じやが、あなたにたったひとつ助言をするそうです。彼の持つ無限の知識から、たったひとつだけ」

　囁ささやきの部屋に、声が響ひびく。質問者が発する……質問者とは異質の声。

「真の知識を目指す多くの若者が挫ざ折せつしました。真の智ち、真の観察者となるのなら、観察者ではない者にはなれない。あなたは万ばん物ぶつに対し目を開き、万ばん象しように対し非ひ干かん渉しようを貫かねばならない。あなたは観察者。一いつ時ときたりと忘れてはなりません。あなたが挑いどもうとしているものは、常にあなたの知識を凌りよう駕がする未知なのだから」

「師よ」

　彼はやんわりと静かに、かぶりを振ふった。

「それは、とうに知っていましたよ」

　それが、師に対する、最後の言葉だった。







　第一章　リバーサル・サープリス

　　　　　（黒こく衣い）







「わたしはミズー・ビアンカ。これから、あなたたちを皆みな殺ごろしにするわ」

　宣せん言げんは、ただの合あい図ずに過ぎなかった。彼らにも、それは分かっていたことであろうから──

　黒衣が集つどう、不ぶ気き味みな食しよく卓たくから、間ま抜ぬけ顔かおの警けい衛えい兵へいをひとりだけ残して、黒ずくめの男たちが一いつ斉せいに立ち上がる。それを待たず、ミズーは抜ばつ刀とうしていた。距きよ離りは最初から目測してあった。半歩の踏ふみ出しと、全力の抜き打ち。革かわ製せいの鞘さやから刃やいばを引き抜いて、半円の軌き跡せきを描えがく、ほんの刹せつ那な。瞬まばたきもできないその一いつ瞬しゆんだけで、黒衣がひとり死ぬ。

　はずだった。だが実際には、彼女が剣けんを一いつ閃せんする瞬間に、そこにいたはずの黒衣の姿が消え去る。刃は虚むなしく空を斬きり、ただ金属の残像を残すにとどまった。

　驚おどろきはせずに、踏み出した半歩よりも大きな距離を飛び退のく。視界の中にいる黒衣は四人。どんな方法でか、ひとりは姿を消した。

　否いな、方法は分かっている。黒衣が姿を消す一瞬前に、黒くろ装しよう束ぞくに包まれたその身体からだから、銀色の念ねん糸しが解とき放はなたれるのが見えていた。念糸能力による、なんらかの力だろう──驚くほどのこともない。帝てい国こくの誇ほこる、最強ランクの念糸使いたちと対たい峙じしているのならば、なにが起ころうといちいち驚いていては命が足りない。

　宿やどの食堂は、戦せん闘とうに適するほどの広さを持っているとはいえず、立ち上がった黒衣らも、完全な連れん携けいは不可能だった。だからといってこちらがどれほど有利ということでもないが、それでもこの完全なる処しよ刑けい者しやたちに勝つためにはほんの小さな優ゆう位い性せいでも無む駄だにはできない。

　すべては、剣を抜き放ちマントが翻ひるがえる、そんな短い瞬間のことに過ぎなかった。改めて敵てきと向き合って、振ふり切った剣を右手で引きもどしながら、マントの下に隠かくした左手で、腰こしの後ろに回してあるベルトポーチを探さぐる。目当てのものは、すぐに指先に触ふれた。格闘用ナイフの柄つかを、指に引っかける。柄を握にぎる必要のないそのナイフは、持ったままで長剣を扱あつかうことができた。素す早ばやく長剣を両手に構え直すと、彼女は呼こ吸きゆうを待たず、黒衣らと自分との距離を頭に入れた。その時には、自みずからが踏み込むべき方位、距離、力、すべてが意識の中に描えがき出されている。本能よりも強力な、訓練の暗あん示じ──学習は肉体を支配し、そして、永遠に解放しない。

　心の中に、自分の──だが、自分ではない──冷えたつぶやきが生まれる。

（……この撃うち込みで、ひとりが死ぬ）

　時間を超ちよう越えつしてそのことは既すでに確定し、彼女はつま先に体重を移しかけた。が。

　今度、身体からだを動かしたのは本能だった。背筋を走る悪お寒かんに従い、身体をねじりながら頭を伏ふせる。気がつけば、背後に黒衣の姿があった。先ほど、姿を消したひとりだろう。かわした空間を、その黒衣の放った手刀が通り過ぎていく。金きん属ぞく繊せん維いの光こう沢たくを持った黒い手て袋ぶくろは、そのまま武器に匹ひつ敵てきした。

　避さけながらの斬きり込みで、刃やいばを跳はね上げるが、その黒衣はもう一方の手袋でそれを受け止めてみせた。音もなく、刀身が弾はじき返される──黒衣に剣を摑つかみ取られないように、彼女はその反動に逆らわず剣を引きもどした。わずかにかかとをひねって体勢を直し、腰こし溜だめの姿勢を作ると、今度は渾こん身しんの力を込めて剣を突つき出す。

　黒衣は両りよう掌てのひらを重ね合わせると、その切っ先を受け止めた。そして。

「…………っ!?」

　身体をびくりと震ふるわせると、そのまま飛び退のいた。再び念ねん糸しを紡つむぎだして、虚こ空くうに消える。

　タネが分かっていれば、同じタイミングで彼女も念糸によって相手を捕とらえ、一気に決着をつけることは可能ではあった──が、あえてそれはせずに、振り向いて残り四人の黒衣へと向き直る。案あんの定じよう、黒衣らはすぐにこちらへと攻こう撃げきをかける体勢を作っていた。せまい食堂の中で、不完全ながら包囲を取ろうとすらしている。

　念糸は強力な武器ではあったが、どうしても意志を収しゆう束そくする一いつ瞬しゆんの時間が必要となるため、同じ念糸能力者に対しては危険な賭かけでもあった。特に、相手が複数であればなおさらに。

　居い並ならぶ四人の黒衣らを牽けん制せいするために突きつけた剣けん先さきには……わずかに血がこびりついているのが見えた。姿を消した黒衣の手袋を貫かん通つうしたのだろう。赤い血。異い能のう者しやたる黒衣にも、かろうじて流れている人間の体たい液えき。

　数度の撃ち込みを破られたことには違ちがいない──

　優位にあるうちに、ひとりは殺しておかなければならなかった。が、それができなかった。状じよう況きようは逆転して、こちらに不利になっている。

　自分が包囲されつつあることには違いない。四人の黒衣が無言でこちらを見み据すえ、そしてひとりは姿がない。不利な状況だった。なんとか敵に手傷を負わせたものの、深手ではあるまい。一瞬後、たちまち殺されることになったとしても不思議はない。ミズーは苦く笑しようした。不利な状況のはずだった。はずだったが。

（……たいしたことじゃない）

　黒衣を──そして、ようやく今さらテーブルから転がり落ち、あわてて腰の警けい棒ぼうを抜ぬこうとしている警衛兵を視線だけで見回して、彼女は独りごちた。

（たいしたことじゃない。そう……こいつらは殺せる相手でしかない）

　たとえそれが、どれほど困難なことであろうと。戦うことのできる相手を、恐きよう怖ふする必要はない。

　心の空白に眠ねむる、卑いやしい獣けものを起こす必要もない。

　ミズー・ビアンカはつぶやいた。

（破は壊かいして、進む。それしか道がないのなら）

　世界は破壊を拒こばむ。破壊者の道は、常にふさがれている。

　破壊者は、それを貫つらぬいて進む。

　たったそれだけのことでしかない。

　彼女は念ねん糸しを解とき放はなった。




　アイネスト・マッジオは何者にも触ふれられない遥はるかな領りよう域いきから、それを見つめていた。見つめる目。自分はそれでしかない。蓄たくわえられる観かん察さつ。それ以上のものではない。

　村を一望する丘おかの上で、寒風の吹ふきすさぶ中、マグスはただ見つめ続けていた。なにも動かずにいるが、外部の冷気に体温を奪うばわれながら、身体からだの内にある熱気は尽つきそうにない。
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「始まったね、ミズー・ビアンカ」

　彼は笑った。

「イムァシアの死し霊りようたちが言ったように、君は大たい河がの空くう隙げきから現れたんだろう。かつて人間の少女に過ぎなかった君は、今は精せい霊れいよりも危険な武器として世界に君くん臨りんする。何者も君を跪ひざまずかせることはない」

　高地の空に賞賛をまき散らしても、それは尽きることはなかった。広大な、群ぐん青じよう色いろの宇宙を満たすほどに、言葉はあふれている。

　見つめる目。蓄たくえられる観察。

　恍こう惚こつとする言葉。それ以外のものではない。

　静せい寂じやくの朝を揺ゆるがし、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが宿やどを爆ばく発はつさせるのを見つめて、アイネストはさらに笑えみを大きくした。




　炎えん熱ねつは大気を渦うずへと変える。

　激はげしい竜たつ巻まきに身をまかせ、ミズーはマントの下で手足を縮めた──実際には、その気流に人体を運ぶほどの力はなかったろうが。逆らわずに跳とべば、それを活いかすことはできる。それは意図したものであり、博ばく打ちでも自じ棄きでもない。

　焼き焦こがす赤い力。舐なめ尽つくす輝かがやきの炎ほのお。それらが古い宿の建材を、念入りで凶きよう暴ぼうな子供の手にある玩具おもちやのように、ひとつひとつ抱だき潰つぶしていく。熱にさらされ、壁かべも床ゆかも天てん井じようも、柱も自ら弾はじけるがごとく微み塵じんに砕くだけて炎の色と混ざる。爆音がそれを揺るがす中、ミズーはそのまま宿の外へと転げ出た。

　抱かかえていた剣を確かめ──こんな拍ひよう子しに、自分で自分の身体からだに武器を突つき刺さして死んだ愚おろか者ものというのは大勢いる──、その刃やいばが自分に食い込んでいないことを認めると、ミズーは起きあがって身構えた。小さな宿は彼女が意志から導き出した炎に抱いだかれ、炎上している。その中から、自分を追って黒衣が出てくるはずだった。死んでいなければ。

　気け配はいというよりは予測によって、ミズーは振ふり向きざまに長ちよう剣けんを叩たたきつけた。そこには、黒衣がひとりいた。金属製の手て袋ぶくろで、剣が弾はじかれる。

（姿を消す念ねん糸しの力……いえ、相手の位置を追う念糸能力？）

　念糸によって捕とらえた相手を追って、好きなタイミングで出現する能力。

　そういうことになる。

　跳はね返された剣の反動を、柄つかを左手だけで保持して受け流す。空あいた右手には、格かく闘とう用ナイフがあった。それを握にぎりしめ、黒衣に向かって一歩踏ふみ込む。

　長剣すらを弾き返す相手に、こんな決定力のない刃は物もので立ち向かうのは笑しよう止しだったろう──きっと黒衣もそう思ったには違ちがいなかった。隙すきのない動作で、手てつ甲こうを突つきだしてくる。それをかいくぐって、ナイフを敵の身体の急所までとどかせることは不可能だった。ミズーはそのまま、ナイフを黒衣の手袋に突き立てた。

　刃先が、爪つめ一枚分ほどは装甲を貫つらぬいたと思えた瞬しゆん間かん、ナイフを手放して後ろに跳とぶ。

　追つい撃げきをかけてこようとしていた黒衣の動きが、止まった。相手には見えないように、ナイフの刃へと結びつけておいた彼女の念糸の、銀色の輝きを見て。

　意志を注ぐ準備はできていた。黒衣がこちらに向かって、同じく念糸を紡つむいで対たい抗こうしようとしているが……間に合わない。

　刃が赤熱し、炎をあげた。悲鳴はなかった。が、黒衣の黒くろ装しよ束ぞくも燃え上がり、仮か面めんの奥おくから、くぐもったうめき声が聞こえてくる。それでも黒衣の動きは迅じん速そくだった。炎に包まれ異い臭しゆうを放つ手袋を、突き刺さったナイフごと引き剝はがし、その場に捨てる。手甲の下から現れたむき身の手には、一見ではなにか変わったことがあったようには見えなかったが、実際には軽度の火傷やけどでは済すまなかったはずだった。少なくとも、当分は使えない。

　ミズーは念糸を解とくと、ちょうど足あし下もとに投げ捨てられた黒衣の手袋から、自分のナイフだけを拾い上げた──金きん属ぞく製せいの刃やいばは朝の冷気と同じくひんやりと心ここ地ちよく、のぞき込む彼女の顔を刀身に映している。そのナイフを腰こしのポーチにもどし、改めて長剣を構える。

　その間に黒衣も、引きつったまま固まった左腕うでをマントの下に隠かくし、入れ替かわるように右手でなにかを取り出した。バトンにも似た金属製の筒つつだが、一ひと振ふりするとそれが杖つえのように伸のびた。尖せん端たんには、丸い水すい晶しよう玉だまがついている。水晶檻おりだった。緑色の靄もやがかかった色味は、中に精せい霊れいが捕とらえられていることを示している。

　同じような道具は、見たことがあった。無む形けい精霊を封ふうじた水晶檻を、爆ばく発はつ物ぶつとして利用する武器だろう。封印された精霊は、開門式を経ずにその封が破れた時、莫ばく大だいなエネルギーを発して脱だつ出しゆつする性質がある。柄の長さがあるとはいえ、その黒衣も、爆発に巻き込まれればただでは済まないだろうが、

（……そのための、金属製の衣ころもってわけね）

　黒衣の中で、その男だけが妙みような金属繊せん維いの服を着ている理由がそれなのだろう。ミズーは男をじっと見定めた。特とく殊しゆな武器に特殊な装備。あるいはこの黒衣が、五人の中で最大の手て練だれかもしれない。

　唇くちびるを舐なめる。舌の先が乾かわいていた。対たい峙じしているうちに、崩くずれ落ちる宿やどの中から、亡ぼう霊れいのようにひとつ、またひとつと、黒い人ひと影かげが現れる。

（違ちがう）

　眼前の黒衣から、視し線せんをずらすことはできない。気配だけで新手を認めながら、ミズーは認めた。違う。そんなことは関係ない。

（誰だれが手練れかなんて、無意味なこと。黒衣は黒衣。すべてが黒衣）

　顔を覆おおう仮面。人であるということをなにひとつ漏もらさない、隙すき間まのない黒くろ装しよう束ぞく。

　音もなく、黒衣らが間合いを詰つめてきているのは肌はだで感じた。

（それは人間そっくり……人間にしか見えない……）

　自分で唱となえたなぞなぞが、脳のう裏りに蘇よみがえる。

（でも人間ではない……それはなに？）

　怪かい物ぶつ。

　単純な謎なぞかけと、単純な解答に過ぎない。

　青い空から降ってくるような風が、地面で跳はねてそよいでいく。その風の流れを触しよつ覚かくで追うのは、水中から滝たき壺つぼを見上げるのにも似ていた。

　切っ先を正面の黒衣へと向けて、ミズーはつぶやいた。

「あなたたち、わたしを捕らえに来たの？」

　黒衣が答えることを期待していたわけではない──動かない仮か面めんをにらみ据すえ、彼女は続けた。

「下の街でも、わたしを追ってくれたわよね。言ったはずよ？　次に会ったら、絶対に殺すって」

　水すい晶しよう檻おりのロッドを片手に、黒衣が一歩踏ふみ出してくる。

　ミズーは同じ距きよ離りを飛び退のいた。

「変な話よね？　あなたたち黒衣は、帝てい都との守しゆ護ご者しや。よほどのことがない限り、帝都の外に出ることなんてない。たかだか暗あん殺さつ者しやをひとり葬ほうむるために、辺へん境きようにまでやってくるなんて……しかも、この大人数でね」

　視線をやると、敵の動きは止まった。探さぐるように、次の踏み込み位置をつま先で試ためしているが、気配で制してそれを防ぐ。

「あの娘むすめ……鋼こう精せい霊れいを使う娘は、わたしにベスポルトと会うなと言ったわ。街まち中なかで精霊まで使って、いったいなんだっていうの？　ただの退たい役えき兵へいでしょう？　そんなことに、いったいなんの意味があるの？」

「お前は契けい約やく者しやなのだろう？」

　その声は。

　真正面の黒衣から発されたものではなかった。

　息を止め、横目で見やる──燃える宿を背にした四人の黒衣。そのうちの誰だれが声を出したのかは分からなかった。同時、黒衣のひとりが、横から、飛び出してくる。

　信じがたい速度で抜ぬき打うちに打ち込まれてくる黒衣の剣けんを弾はじきながら、ミズーは後退した。二撃げき、三撃と刃やいばを合わせ、その次撃が来る前に切っ先を翻ひるがえし、黒衣の喉のど元もとに突つきかかる。雑な反撃だったとはいえ、黒衣はそれを読んでいたように軽く身体からだをそらしてかわすと、そのまま数歩退いていった。黒くろ装しよう束ぞくの裾すそから、軽量の直すぐ刃はの剣がのぞいている。

　驚きよう愕がくしたのは、黒衣の力にではなかった。激はげしい動どう悸きの中、うめく。

（黒衣が……しゃべった？）

　黒衣が黒衣たる所以ゆえんを打ち捨てて、声を発した？

　自問するが、はっきりと耳にとどいた声を幻げん聴ちようと決めつけたくなるほどに、それは馬ば鹿かげたことに思えた。いや──

　考え方を変えるとすれば。

（黒衣でない者が、この五人に混じっている……？）

　誰も動いていない。時間をかけずに、五人を見み比くらべる。仮面と黒装束に守られた無言の黒衣らには、見て分かる差さ違いなどない。

　腿ももの傷きずが、まだふさがりきっていない肉の奥おくから鈍にぶい痛みを伝えてきていた。まだ動けないことはないが、それほど長くは戦えない。痛みは無む視しできたとしても、いくら意志の力で押おさえ込んだところで疲ひ労ろうは蓄ちく積せきされていく。

　まだ動いていない三人の黒衣が、一いつ斉せいに腕うでを上げた。

　そのそれぞれの手に、短たん剣けんの刃が見えた。腕を振ふり上げる一挙動で、その刀身をこちらの身体のある位置まで投射してくる。地面に転がって、ミズーはそれをかわすと、再び迫せまってきていた黒衣の剣を受け止めた。交わり、押しつけられるふたつの刀身が耳みみ障ざわりな音を立てる。燃えさかる建物。その激しい悲鳴。剣のエッジが軋きしむ感かん触しよく。呼こ吸きゆうが止まり、不意に、音が失われる。

　吠ほえたのだろう。自分には聞こえない声で。ミズーは叫さけびながら、のしかかってくる黒衣の剣と体重を押し返した。ほとんど浮うき上がるようにして、黒衣が身体ごと後ろへと弾はじかれる。

　黒衣らはもう止まってはいなかった。五人の動きすべてを視界に収める。

　入れ替かわる形で、短刀を手にした三人の黒衣らが飛び出してきていた。直線ではなく、緩ゆるやかに迂う回かいしてこちらの退路を断たとうとしている。

　ミズーは駆かけだした。

　もう一度、自分には聞こえない声で咆ほう吼こうしながら。




　刃やいばから膨ふくれあがった炎ほのおの赤が、網もう膜まくに焼き付いていた。

　肌はだに感じる炎えん熱ねつ。真しん紅くの輝かがやきは純じゆん粋すいに強さを増まし、すべてを吞のみ込んで世界を埋うめていく。

　鐘かねが鳴り響ひびいていた。かつてないほどに激しく。

　彼女は空を見上げた──地上の炎が雲を照らす、赤黒い空。

　炎の中にあって、彼女はどうしてか、無傷でそこに立っていた。肌が焦こげることもない。呼吸もできる。血に染まった剣と、返り血を浴びて固まった服を帯び、そこにいる。

　自分がまた夢ゆめに彷徨さまよい込んだこと。彼女は、淡たん泊ぱくにそれを認にん識しきした。

　炎に包まれ、崩くずれゆく街。そこに立つ自分、少女の自分。金切り声をあげる鐘の音。渦うず巻まく赤い空。

　足あし下もとに転がる死体をまたぎながら、彼女は速度を変えずに歩いていた。つま先を捕とらえようとする死体の数には事欠かない──どの路上にも、焦げた死体が転がっていた。燃えて炭化し、異い形ぎようのごとく質しつ量りようを減へらした男たちの死体。それらを踏ふみ越こえて進むのに、十七歳さいの少女の未発達な手足はそれなりに手間取った。

　滅ほろびの光景を踏み越えて、歩いていく。巨きよ大だいな城じよう塞さいであった都市は一夜にして──いや、一刻を待たずして燃えさかる墓所と化した。彼女は、ふと自分の手の中にある金属製の装身具を見下ろした。炎ほのおの中にあって、なぜか、それは心ここ地ちよく冷たい。瞳ひとみに球きゆう形けいの水すい晶しようをはめ込まれた、獅し子しの顔のレリーフ。

　彼女は視線を転じた。首だけを巡めぐらせて、背後を見やる。

　そこに獅子がいた。

　炎のたてがみを躍おどらせる、巨きよ大だいな獣けもの。自分を見下ろすように、そこにそびえている。

　獅子は彼女に付き従うように、獣らしい無感情な瞳をこちらに向けている。炎が街を焼く轟ごう音おんは、そのまま、その獣の唸うなりなのかもしれなかった。すべての炎えん熱ねつはその獣から発せられ、そして獣を避さけて城塞を焼き尽つくしていく。その獣の懐ふところに抱だかれるように、彼女は獣の元にいた。

　なんなのだろう。

　彼女は、心静かに自問していた。

　この獣が自分を殺さない理由は、なんなのだろう。

　そんなことには意味などない──熱の中で乾かわかされた心が、そうつぶやくようでもあり、間ま違ちがいを認めたくない衝しよう動どうもまた、どこかに感じている。

　精せい霊れいは世界をも滅ぼす力となる。そう聞かされて育ってきた。

　ならばこの精霊の獣は、自分のことも殺すべきなのだ。精霊にすら滅ぼされることのない、自分とはなんなのだ──？

　鐘かねの音が、止まった。

　火か炎えんの中にあってさえ詰つまることのなかった息を止めて、彼女は空を振ふり仰あおいだ。赤い渦うずが幾いく重えにも模も様ようを作り、不ぶ気き味みな彩いろどりを見せている。鐘が止まった。鐘は空の上にあったのではなかった。鐘は、街のどこかにあったのだろう。それが炎によって殺され、止まった。

　鐘の音が再び鳴り響ひびくのを、待つ。だがそれが再開されることはないのだとも、彼女は確信していた。街は死んだ。二度と鐘は鳴らない。自分を苛さいなむ悪あく夢むはここで終わる。終わる。本当にここで終わる……？

　炎が勢いを増して、すべてを包み込む。その輝かがやきの強さに眼球は視力を失い、彼女はその場にうずくまった。手放した剣けんが落ちる音。それは鐘の音にも似ている。二度と聞こえてくることのない鐘。イムァシアの弔ちよう鐘しよう。

　ふと気がつけば。

　炎は彼女を焼いていた。激痛に、悲鳴をあげる。振り仰ぐとそこに炎の獅し子しはいない。手の中には、獣じゆう精せい霊れいのレリーフもない。

　そこは、街ではなかった。もとは豪ごう奢しやな屋や敷しきだったのかもしれないが、火の手がまわり、すべてが燃えている。鮮あざやかな色合いを誇ほこっていたのであろう絵画も、瓶びんに生けられた花も、高い天てん井じようも、人が寝ねているソファーも、炎ほのおに包まれて焼け落ちていく。

　そして自分も、それまでの自分ではなかった。先ほどよりもさらに短い、子供の手足。床にうずくまり、身動きできない。

　記き憶おくにない光景だというのに、その記憶はなによりも鮮せん明めいだった。家具のひとつひとつ、炎の感かん触しよくすべてを、覚えていないが知っている。

　そこがどこなのか。疑問に思ったのは、それではなかった。彼女は炎の中で絶ぜつ叫きようした。

「お前たちは、過あやまちを犯おかした！」

　紛まぎれもなく自分の腹から発せられた声であるにもかかわらず、そこには自分の意志はなかった──彼女はわけも分からず、ただひたすらに叫さけび続けた。

「御み遣つかいの言葉……御遣いの言葉を聞いた！　すべてが始まってしまった！」

　目を見開けば、炎の中に、数人の人ひと影かげを見ることができた。屋敷の、恐おそらくは最も広いこの部屋で、こちらを見つめている十数人の男たち。

　そのうちの半分以上は、死体になっていた。床ゆかに倒たおれ、あるいは壁かべにもたれて。腹に開いた穴あなを抱かかえるようにして、ソファーに倒れ込んでいる先ほどの男へと、彼女は一いち瞥べつを投げた。白はく髪はつの老人。激しいほどの笑えみの形に顔を強こわばらせたまま炎に焼かれ、もう動かない。最高級の部へ屋や着ぎを血に染めて、絶命している。

　生きているのは、五人の男だった。ほかは死んでいる。

　若い男がふたり。そのうちひとりは少年だった。蛇へびのように笑い、こちらを見つめている。

　もうひとりの青年は、別の意味で落ち着いていた。にこりともしていない。慌あわててもいない。炎が自分に触ふれないことを確信しているように。いや、それはこの場にいる誰もが同じだったが……

　ひとりは、中年というにはまだ早いが、そのふたりよりは年かさの男だった。これも笑っている。無ぶ精しよう髭ひげを伸のばし、誰よりも堂々としている。

　さらにひとり。大男だった。帝てい国こくの軍服を着て、武ぶ装そうもしている。厳いかめしい顔つきで、悲しみとも怒いかりともつかない視線を投げている。

　最後のひとりは、炎の陰かげに隠かくれていた。腕うで組ぐみし、微び動どうだにしていない。すべては彼女を見つめていた。

　死体すらも全員、こちらを見つめていた。

　彼らに向けて、彼女は告つげた。

「御遣いの言葉が……始まってしまった」

　炎が視界を埋うめ尽つくす。

　鐘かねの音が消えて、すべてが終わった。

　炎に焼かれ、すべてが始まってしまった。

　どちらも……迷い込んだ夢の中のことに過ぎない。

　彼女は目を開いた。




（……眠ねむっていた？）

　自分自身信じられず、彼女は首を振ふった。一呼吸前まで眠り込んでいたとは思えないほど、不思議と眠気はなく、意識ははっきりしている。身体からだを抱だくように縮めていた手を、見下ろす。剣けんは鞘さやに納めていた。黒衣と斬きり結んだ際にできたのだろう、手の甲こうに数本の傷が血をにじませている。

　肺を膨ふくらませる──清せい浄じような朝の気が、喉のどを潤うるおした。身体を動かせないことに気づき、恐きよう慌こうを起こしかけるが、それは自分がどこかの小屋と小屋の隙すき間まに入り込んでいるからだとすぐに知れた。冷ひや汗あせが、じっとりと服を湿しめらせている。いや、朝あさ露つゆに濡ぬれたせいかもしれない。

　ミズーは、その建物の隙間から這はい出すように、身体を抜ぬいた。追つい撃げきされながら身を潜ひそめたのは奇き襲しゆうの機会が欲ほしかったからで、休むためではない──なかったはずだった。慎しん重ちようにあたりを見回すが、黒衣の気け配はいはない。彼女は吸い込んだ空気を無音で吐はき出した。村はまだ静かで、人ひと影かげもない。自分が今隠かくれていたこの家にも、住人がいるはずだが、出てくる様子もなかった。

（ただの鈍どん感かん……？　無関心？　どちらでもいいけど）

　彼女は、そっと、左肩かたのマント留どめ──獅し子しのレリーフが施ほどこされた板ばん金きんに手を触ふれた。瞳ひとみの位置にはめ込まれた水すい晶しよう檻おりが、緑色の靄もやを不定形に浮うかべていた。

　いざとなれば、使わなければならない。

　が。

　あんな夢を見たのは、それを意識したせいだろう。ミズーは顔面が強こわばるのを意識した。精せい霊れいは強力な武器だ。それが蹂じゆう躙りんすれば、こんな村は一いつ瞬しゆんで消えてなくなる。

（躊躇ためらわず、迷わずに、世界をも滅ほろぼす力……）

　呪じゆ詛そのような鐘の音。鳴り響ひびく轟ごう音おん。

　赤い空が渦うず巻まく。あの世界も滅んだ。偏へん頭ず痛つうに顔をしかめて、ミズーは拳こぶしを固めた。痛みが通り過ぎるのを待つ。妙みような体勢で眠り込んだせいだろう。痛みと寒さむ気けがあった。それは太たい古こより身体に染しみついて、もう抜ぬけ落ちることのないふたつの朋ほう友ゆうだった。生きる限り、永遠に感じ続けていくしかない。痛みと──

（…………!?）

　感じたのは、寒さむ気けとはまた別の悪お寒かんだった。悪意ある気配。もう小屋の隙すき間まへはもどれない──舌打ちする心ここ地ちで、彼女は視線を這わせた。体勢を低くし、現れた敵意を探さぐる。

　放はなたれた感覚はほどなく目当てのものを発見した。目と鼻の先にある、小さな木の陰かげに滑すべり込みながら、ミズーは声を耳に入れた。会話が聞こえてきている。

　それほど離はなれてはいなかったが、聞き取れなかった。道を、歩いてきているのは子供だった。それと、もうひとつ、見慣れないものが先行している。

　形は人間に近かったが、人間ではなかった。青い羽根を羽はばたかせて、手のひら大の大きさしかない人ひと型がたのものが空を飛んでいる。尖とがった鼻の先せん端たんがひっきりなしに動いて、先ほどから止とめ処どなく続いている会話が、主にその生物の発しているものだと知らせていた。人間ではなかった。人間ではない。

（精霊……人じん精せい霊れい？）

　考えているうちにも、彼らは近づいてくる。

　こんな人ひと里ざとに精霊が存在するとしたら、理由はひとつだった。精霊使いによって使し役えきされているに違ちがいない。となれば、同行している子供が──少女のようだった──精霊使いということになる。

（精霊使い──黒衣が、人精霊を偵てい察さつに使っている？）

　単純な連想が、身体からだを動かした。精霊に通用する武器はふたつしかない。ひとつは精霊だった。そして、もうひとつ。

　ミズーは意識を束たばね、その精霊へと伸のばした。銀色の念ねん糸しが鞭むちのようにその人精霊へと結びつき、そしてたわみをなくす。

　念に力を込こめて熱を注ぎ込むのと、彼女が木の陰から飛び出すのとは同時だった。小さな火の手をあげて、精霊が消しよう滅めつする。

　走りながら、腰こしのポーチからナイフを取り出す。ようやく異変に気づいたらしい少女の背中へと駆かけ寄って、ミズーはその子供の肩かた越ごしに手を差し込み、喉のどの上から気き道どうを摑つかんだ。少女の動きが止まる。ミズーはそのまま、ナイフの切っ先を突つき立てようと力を込めた。

　瞬しゆん間かん、少女が悲鳴のような声をあげた。誰かを呼んだようにも聞こえる。喉を押おさえているため、ほとんど声にはなっていないが。

　動きかけていた筋肉に、ミズーは急制動をかけた。ここまでは反射的に動いていたが、理性が否ひ定ていする──この子供が、黒衣であるはずがない。

　十四、五歳さいというところか。背後からではよく分からないが、そんなものだろう。黒衣の年ねん齢れいを考えるのは馬ば鹿かげたことだった。感情も、思考も、年齢も、なにもかも、仮か面めんの下に封ふうじ込めている。それが黒衣だ。

　だがこの少女は、ただの村人にしか見えない。

（悲鳴をあげた……？　黒衣じゃない）

　困こん惑わくして、ミズーはうめいた。つい先刻は、黒衣の中に、黒衣でない者がいた。今度は、黒衣ではない精せい霊れい使つかいが手の中にいる。

　その指の下で、少女がやみくもに暴れ出しそうな気け配はいを察して、ミズーは告つげた。騒さわがせるわけにはいかない。

（黒衣が……どこから来るのか分からないっていうのに！）

「騒ぐな」

　気道だけではなく動どう脈みやくまでも絞しめれば、人は一瞬で意識を失うが、それはいつでもできる。とりあえず、告げた。

「声を出す必要はない。どっちみち出せないだろうけど。話すつもりで喉だけ震ふるわせれば、だいたい聞き取れる……さあ、ルールは理解できた？」

　理解はできたらしい。少女は、うなずくような仕草を見せた。

　ミズーは喉を押さえる手はそのまま、ナイフだけを納めた。続ける。

「精霊使い……お前も黒衣か？」

　それは馬ば鹿かげた質問だった。が、それでも聞くしかない。

「お前たちは子供も使う。言え。ベスポルト打だ撃げき騎き士しを押さえにきたということ？」

『お前は契けい約やく者しやなのだろう？』

　耳元に蘇よみがえったのは、無論のこと、この少女の声ではなかった。記き憶おくにあふれかえる、錯さく綜そうした痛みと寒さむ気け。それでしかない。

　少女はどうやらどちらも否定の形で喉を震わせたようだった。動どう揺ようというより、混乱している。

　少し、指を緩ゆるめた。かすれ声で、少女がつぶやく。

「……あなた……誰？」

　答えずに、ミズーは顔をしかめた。腑ふに落ちない。

（ただの通行人……この娘むすめは。でも、こんな村に精霊使いがいるなんて）

　首を伸のばして、のぞき込む。はっきりと顔が見えたわけではなかったが、その娘が、眼がん帯たいで左眼めを覆おおっているのに気づいた。

（眼帯……）

　不意に、思い出す。見覚えがあった。ベスポルトの小屋にあった子供部屋。そこで見た眼帯だった。

　ベスポルトは、子供を飼かっている──

（ベスポルトの娘？　この娘は）

　動揺で、指が震えた。それが痛かったのだろう。少女が身じろぎするのが伝わってくる。ミズーは静かに、うめいた。にわかに心臓の鼓こ動どうが早まる。これも偶ぐう然ぜんなのか。すべてを解放する鍵かぎが、いきなり手の中に転がり込んできた。

　唾つばを吞のんで、聞く。

「ベスポルトは……本当に、精せい霊れいアマワとの契約者なの？」

「……なに？　それ……」

　返ってきたのは疑問の声だった。こめかみを熱していた期待が、一気にしぼむ。

　そして、同時。

　殺気を感じて、ミズーは少女を突つき飛ばした。そのまま反転しながら、後ろに退く。敵を視し界かいに捕とらえるより早く、彼女は叫さけんだ。

「出いでよ！」

　ほんの一言。

　手のひらほどの大きさもない水すい晶しよう檻おりに封ふうじられていたものが、瞬しゆん時じに巨きよ大だい化かする。その爆ばく発はつ的な振しん動どうに、腰こしを落として耐たえながら、ミズーはようやく木の陰かげの死角から突き出された黒衣の短たん剣けんを見定めた。音もなく忍しのび寄るのは、黒衣の流りゆう儀ぎだった──気づかないまま処しよ刑けいを行うことが、その恐きよう怖ふをすべてに知らしめることになる。内臓を求めて突きかかってくるナイフの切っ先を、ミズーは腕うでにマントを絡からめて受け止めた。刃やいばがわずかに皮ひ膚ふをえぐったようだが、致ち命めい的な部分にはとどいていない。

　残った右腕で拳こぶしを握にぎり、それを黒衣の仮面の中心へとたたき込む。十分な感かん触しよくだけを拳に残して、黒衣の身体からだは後ろへ転てん倒とうした。離はなれながら、ミズーは命じた。自分の傍かたわらで、実体を形成しつつある炎ほのおの塊かたまりに対して、

「こいつを消し去れ！」

　炎をまとった獅し子しが、咆ほう吼こうをあげた。

　自分が先刻身を潜ひそめていた──そして今また黒衣が現れた古木を薙なぎ倒たおして、獣じゆう精せい霊れいが前進する。倒たおれている黒衣に前足を振ふり下ろし、獣けものの王はさらに火か炎えんの勢いを増ました。朝の空気を緋ひへと染そめ変えて、鱗りん粉ぷんのような火の粉をまき散らす。ミズーは後ろにさがりつつ、マントに絡め取った黒衣の短剣を地面に落とした。思っていたより深く肌はだに食い込んでいた刃には、泥どろのような血がこびりついている。
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　左腕の傷きずの痛みを無む視しして、彼女はあたりを見回した。

　黒衣がいる。そんなことは見るまでもなく承知していた。精霊に地面へと押おさえつけられているひとりを別として、四人、また取り囲むように姿を見せている。

　火勢を強めて、獣精霊が自分の代わりに彼らと対たい峙じしていた。精霊がいる以上、黒衣もそう迂う闊かつには手が出せないはずだった──もっとも、彼らもまた精霊を持ってきている可能性は高かったが。

（ようやくひとりを……仕し留とめた？）

　そう思いかけた、まさにその瞬しゆん間かんに。

　獅子の前まえ脚あしの下から、黒衣の姿が消えた。いや、溶とけるように地中へと沈しずみ込んでいく。そのまま精霊の爪つめから逃のがれて、数歩離れた場所からまた姿を現した。透とう過かする念ねん糸し能力。数日前に、街で見た能力だった。音もなく接近してきたのも、この力でか。

　まさか無傷ではないだろうが、全身に火傷やけどを負っていたとしても、黒衣の外観に変化はなかった。仮面に隠かくれて、表情をうかがうこともできない。精霊まで使って、仕留め損そこなった──忌いま々いましく、ミズーは舌打ちした。歯車が嚙かみ合わない。自分だけが怪け我がを負い、体力を消しよう耗もうさせている。

（勝てない……の？　もしかして）

　呼吸を落ち着かせるために、マントの下に隠した左手で肺を摑つかむ。硬かたい皮かわ胴どう衣いの下、汗あせに汚よごれた服の下、乳ち房ぶさの脂し肪ぼうの下、肋ろつ骨こつの隙すき間まの奥おくで、内臓が収縮を繰くり返している。布や肉からなる幾いく重えもの防ぼう御ぎよの下で、自分自身がどこにいるのか、どこまでが換かえがたい自分自身と言えるのか、それは誰にも分からない。

　右手で、剣けんの柄つかに触ふれる。腿ももの傷が、無用の疼うずきをぶり返しつつあった。追われている中、気を失って夢を見るほどに疲つかれている。丸一日以上、まともに眠ねむっていない。重い。身体からだの重さに、筋肉がついていっていない。痛みに耐たえるほど、骨が強くない……

（違ちがう）

　柄に巻いた革が、手のひらに食い込んだ。剣のほうから、こちらの手を握にぎり返してくるように。

（わたしは折れない……わたしは負けない）

　剣を抜ぬいて、ミズーは敵てきをにらみ据すえた。見かけはともかくとして、黒衣たちも消しよう耗もうしていないはずがない。何人かには手傷も負わせている。彼らも自分と同じ、人間なのだから。

　人間なのだから。

　そうつぶやいた時、目に映っていたのは黒衣ではなかった。

　順番に、敵の位置を探さぐっていた──敵を殺す際、なにより重要なのは相手との距きよ離りだ。黒衣でないものを見る必要はない。黒衣でないものは、今は認にん識しきする必要もない。だが。

　視線が、隻せき眼がんの少女に触ふれて、ミズーはしばしその娘むすめと目を合わせた。ベスポルトの娘。ベスポルトの情報を綴つづった報告書には、そんなものの存在は記しるされていなかった。この村に来て初めて聞かされた。意味があるのか……ないのか。

　恐おそらく、自分と同じことを感じながらこちらを見ているに違いない娘だ。突つき飛ばした際に助けられたのだろう。警けい衛えい兵へいの制服を着た男に抱だきかかえられている。

　どうということのない子供に思えた。丸い、幼い瞳ひとみがひとつ、成り行きについていけずに見開かれている。

　聞き出すべきことがたくさんあった。聞かなければならないことがいくらでもあった。少女がなにも知らないとしても、ベスポルトを理解する鍵かぎにはなるはずだった。だが、その前に。

（黒衣を……排はい除じよしないと）

　急ぐべきだった。娘が村にいるということは、ベスポルトは硝しよう化かの森もりから帰ってきているに違いない。ならば、こちらが残したメッセージも見つけただろう。会わなければならない。一いつ瞬しゆんでも早く。

『お前はこれから、不ふ思し議ぎな体験をすることになる』

　脳のう裏りに、言葉が蘇よみがえる。真っ暗な部屋で。

　この世に在あらざるもの。人でないものに聞かされた言葉。

『とても……腑ふに落ちない。お前にとっては理り不ふ尽じんな。だが、他人には理解のできない』

（そんなことは）

　剣けんを手に、ミズーは飛び出した。

（認めない！）

　黒衣に向かって、ではない。

　敵から遠ざかるようにミズーが駆かけ出すと、獣じゆう精せい霊れいはなにも言わずともその後をついてきた。追ってくる黒衣と、彼女の間とに割り込むように。

　こちらの動きに合わせて、黒衣が回り込もうとする。目の動きでそれを牽けん制せいしながら、ミズーは移動を続けた。村の中心にも近い場所だというのに、ベスポルトの娘のほかには村人の姿もない。邪じや魔ま者ものがいないことはありがたいが、その静けさは意味なく不気味だった。

　逃にげているわけではなかった。だが、場所を変えたかった。村の中を突き進みながらミズーは、もうこれで何度目になるのか、鞘さやから長剣の刃やいばを引き出した。切っ先を下げ、刀身の大半をマントの下に隠かくし、早足で移動を続ける。走り出したい衝しよう動どうを抑おさえ、位置の変へん更こうを繰くり返す。

　数百歩は歩いたはずだった。その地点に意味などはなかったが、そこで一瞬だけ足を止めた。黒衣が四人に減へっている。

　勘かんだけで、剣を振ふり上げた。虚こ空くうから現れた黒衣の表面を、刃が打つ。金きん属ぞくの打ち合う音が響ひびき、虚きよを突つかれた相手の身体からだを弾はじき飛ばす。続けてとどめを刺さそうと柄つかを握にぎり直しているうちに、その黒衣は自分の背後へ──後方にある木造の家へと念ねん糸しを伸のばした。姿が消える。

　その家屋をにらみ据すえ、ミズーは叫さけんだ。

「ギーア！」

　獣精霊が、咆ほう吼こうをあげる。

　獅し子しは力を溜ためる時間すら要さずに、一ひと跳とびでその小屋へと飛びかかった。爪つめが火か炎えんの帯を引きながら、黒衣が念糸を紡つむいだその場所へと打ち付けられる。爆ばく発はつが、閃せん光こうとなって膨ふくれあがった。

　それと同じくして。別の黒衣が飛びかかってくることに関しては、覚かく悟ごしていた。

　身体に引きつけた形で切っ先を巡めぐらせ、新たに斬きりかかってきた黒衣へと打ちかかる。振り抜ぬいた尖せん端たんは空気を裂さいて甲かん高だかい音を立てた。黒衣は一歩退いてそれをやり過ごすと、短たん剣けんを投げつけてきた。体たいを開き、なんとかかわして、剣を左手に持ち替かえそのまま突き出す。刃はぎりぎり黒衣の胸むな元もとまでとどいて、手て応ごたえを残した。胸の肉を爪一枚ほど抉えぐるが、そこにとどまった。

　黒衣がわずかに動きを止める。

　そこで限界と見たのだろう──そこから反はん撃げきするべく、転身しようとする黒衣に、ミズーはつぶやいた。

（甘あまい）

　剣で突き、伸のびきった体を、さらにひねり込んで押おし込む。なかば倒たおれ込むほどに体重をかけると、切っ先はさらに前進した。動きを止めた黒衣に、深々と刀身がめり込む。

　肉を貫つらぬき、骨にこすれる感かん触しよくが、そのまま手のひらに返ってきた。黒衣が悲鳴などあげることはない。なんの反応もなかったが、それでもその感触だけは確かなものだった。さらに骨の隙すき間まに貫かん通つう力りよくを伝えるべく、ミズーはさらに力を込こめた。刹せつ那な──

　抵てい抗こうが失われ、剣はあっさりとその黒衣の身体を貫通した。つまずいて、手首までもが黒くろ装しよう束ぞくの胸に音もなく滑すべり込む。そして黒衣はなにごともなかったかのように、こちらの身体を通り抜ぬけてすれ違ちがっていった。体重をかける相手を失い、地面に転てん倒とうしながら、ミズーは後目に敵の身体に念糸が結びつけられているのを確かく認にんした。その黒衣に、別の仲間が透とう過かの念糸を巻き付けている。

　舌打ちしながら、それでもミズーは急いで起きあがった。

　その時には、さらに次の黒衣が斬りかかってきていた。短剣ではない。手て斧おののような肉厚の刃やいばが振ふり下ろされてくるのを、ミズーは両目でしっかりと見み据すえていた。剣けんを掲かかげて、受け止める。刀身ごと両断されかねない力を鋼はがねで防ぎ、力負けしないうちにミズーは踏ふみ込んだ。つばぜり合いを受け流しつつ、肘ひじで突つく。

　胴どうの急所を打たれることを避さけるためだろう。黒衣は逆らわずに後こう退たいした。そして、

「…………!?」

　その自分の肘に、念糸が結びつけられていることに気づいて、ミズーは身を固くした。念糸の主は、後退して遠ざかりつつある、その黒衣だった。仮か面めんの眼まな差ざしが、こちらをじっと見つめてきている。

（間に合わない──）

　身体からだが震ふるえるのを、感じた。が、恐きよう怖ふではない。

　なんであれ、自発的なものではなかった。念糸が結びつけられたその一点から、骨ごと粉々になるような振しん動どうが発生している。視界がぶれて、感覚までもあっさりと消失した。胃液が逆流してくる。振動は全身に広がって、彼女は地面に膝ひざをついた。動くこともできない。

（爆ばく発はつ、する……!?）

　視界を、赤い色が埋うめ尽つくした。これが血か、と思う。ならば自分は今、四散して、虚こ空くうに散った体液を自分で見物しているのか。

　いや──

　その振動を、さらに激はげしい轟ごう音おんが打ち消した。獅し子しの叫さけびが、すべてを消し去る。赤く広がるのは血ではなく、獣じゆう精せい霊れいが撒まき散らす炎ほのおだった。巨きよ大だいな獣けものが突とつ進しんし、額で跳はね上げるようにして、黒衣を吹ふき飛ばす。念糸が途と切ぎれ、振動も止まった。だが震えの止まらない──これは自発的なものだ──身体をなんとか叱しつ咤たしながら、ミズーは膝を上げた。剣を構え直す。

　その隙すきを隠かくすように、自分の傍かたわらに陣じん取どってうなり声をあげる獣精霊を、ゆっくりとミズーは見上げた。

　負ったダメージは軽いものではなかった。黒衣は四人に減っていたが、剣を構えるための握あく力りよくを振り絞しぼるのにも、気力を総動員しなければならない。頭ず蓋がいに脳が打ち付けられたせいだろう。全身から五感が遊ゆう離りしていくような睡すい魔まと、倦けん怠たい感かんが押おし寄せてくる。舌を嚙かんだせいで、口こう蓋がいににじむ血の味が嘔おう吐とを誘さそっていた。呼こ吸きゆうする。そのたびに骨が軋きしむ。それでも。

　ミズーは、つぶやいた。

「ギーア。守りなさい」

　巨きよ大だいな獣の陰かげに、足を引きずって後退する。

　血の混じった唾つばを吐はく──いや、吐き捨てるほどの体力もなく、ただ口から垂れるに任せて、とにかく喉のどに流れ込もうとする鉄てつ錆さびの味を締しめ出した。

　そして、背中になにかが触ふれた。

　首だけ、振り向く。

　五人目の黒衣が、水すい晶しよう檻おりのロッドをこちらに押しつけて、そこに立っていた。

（……死んで……なかった）

　かちり、と小さな音が響ひびいた。ロッドの機構が、尖せん端たんの水晶檻に傷きずを入れる音。

　乾かわいた破は滅めつの音。

　マントに押しつけられた、水晶球。それが白い輝かがやきを発して炸さく裂れつする。その衝しよう撃げきの中でミズーは、懐なつかしい鐘かねの音を聞いていた。

　そして、もうひとつ……耳みみ障ざわりな優やさ男おとこの囁ささやきとを。




「ミズー。ミズー・ビアンカ。何者も君を跪ひざまずかせることはないんだ」

　アイネストは風の中に姿を溶とかしながら、告つげた。砂の像のように、風に触ふれられるたび、存在は薄うすれていく。

「始まったのなら、いつまでも見ている必要はない。ぼくは先に行くよ……君を待ってる。恐おそれることなく、君は進めばいい」

　彼の姿は完全に消え去り、そこには涼すず風かぜだけが残った。







　第二章　アームズ・トリガー

　　　　　（滅ほろびの引ひき金がね）







　あの一言さえなければ……

　あの一言さえなければ、どうなったのだろう？

　意識の闇やみに鳴り響ひびく、鐘かねの音に訊たずねる。だが答えは返ってこない。

　それはあり得ない。それを伝えてくるために、鳴り響く。

　夢ゆめの中で、少女だった自分はその男を見上げ、あの一言を聞く。

　それがなかったのならば、どうなったのだろう？

　塔とうの中。出口のない部屋にいる。

　扉とびらはある。だがそれが開く時には、必ずそれをふさぐように、男が立っている。

　暗く、湿しめった石のにおい。黴かびと水の混じった腐ふ臭しゆう。彼女はそこにいる。

　彼女はそこにいた。ずっといた。

　そして。

「お前では駄だ目めだった」

　男が告つげる。彼女は、少女だった彼女は、獅し子しのレリーフを抱だいている。

　この世には、完全なものなどない。

　だから、この一言がない世界も、この一言がある世界も、ない。

　どちらでもない……

「次の子供を探さがす」

　男が告げる。彼女は、少女だった彼女は、吠ほえるべき声を持っている。

　意味などあるはずもない。その一言は、ただの合図に過すぎない。

　滅びの引き金がなにかを打ち割る。冷たい音が鳴り響き、そして彼女は、解放され獣けものとなる。




　目を見開くと、そこには黒こく衣いがいた。

　それは死の理由としては十分だった。黒衣は、全ぜん権けんを任まかされた処しよ刑けい人にんで、裁さい判ばんを必要とせずに処しよ罰ばつを下す。黒衣が眼前にいたならば、自分は死んでいるのが当然だった──ミズーは息を止めた。

　だが、黒衣らはなにをするでもなく、こちらを見下ろしているだけだった。両手足を縛しばられ、身動きのできない自分を。嘲あざけるでもなく、陵りよう辱じよくするでもなく、ただ見つめている。仮か面めんには意志も感情もなく、解答らしい解答もない。

　黒衣と問もん答どうすることは無意味だった。彼らが言葉を発することはない。ミズーは動けないまま、その五人の黒衣らを一いち撃げきで倒たおす方法をイメージしようとした。動けない以上、使える武器は念ねん糸しだけだった。それ以前に、剣けんもポーチも取り上げられている。

　はっとして、肩かたのマント留どめを確かめようとする──が、見るまでもなかった。黒衣のひとり、最も近い場所にいる黒衣が、弄もてあそぶようにそれを掲かかげていた。見せつけようというのだろう。ひねり、裏返し、そして、背後に放ほうり投げる。そこには、彼女の剣と武器とが置いてあった。剣の刀身に当たって、金きん属ぞく製せいのマント留めが音を立てる。

　歯は嚙がみしてそれを見つめ、不意にミズーは、思い出した。

　自分は、黒衣に倒された。が……

（わたしは、精せい霊れいを封ふうじてない）

　つまり、レリーフに埋うめ込まれた水すい晶しよう檻おりは、空からのはずだった。

　それを確かめられるほどには、近づけない。動けないままミズーは、先頭の黒衣に視し線せんを注そそいだ。眼がん球きゆうに尖せん端たんがあるのなら、それで貫つらぬけるほどに。が、黒衣は夢む想そうで排はい除じよできるような相手ではなかった。特にどうということもなく、そこにいる。今までなんとか与あたえた傷も、それすら夢ゆめだといわんばかりに。
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　見回す。そこは村の外のようだった。ここまで引きずられてきたのだろう。手足をひどくすりむいている。水晶檻の爆ばく発はつを間ま近ぢかに食くらって、身体からだ中じゆうの関かん節せつを念入りに外はずされたように、感覚が狂くるっている。それでも、五体に欠けつ損そんした箇か所しよはないようだった──とてつもない幸運と思いかけて、思考を止める。別の言葉が浮うかんだ。なにかの偶ぐう然ぜんに守られたのか……

「言うほどではないな、ミズー・ビアンカ」

　声をかけられても、それが夢の続きなのか、脳が理解を拒こばんだ。が、背筋に悪お寒かんを覚えて顔を上げる。声を発したのは、黒衣だった。

　最も近い場所に立っている黒衣が、ゆっくりと、告つげてくる。

「我々はもう少し、期待していた」

「どうして殺さない？」

　ミズーは、声を絞しぼり出した。地面に転がされた体勢で、呼吸におびえが混じらないように苦心しながら。

　黒衣は即そく答とうしてきた。

「聞かなければならないことがある」

「そう言われて答えるとでも思ってるの？」

「ふん」

　鼻で笑ってくる。黒衣の仮面が揺ゆれた。

「……お前は質問に答えることで、我われ々われから情報を引き出せる。としたら、どうかな？　答えるしかないだろう」

「…………」

　奥おく歯ばを嚙かみしめて、ミズーは沈ちん黙もくした。

　聞くことを拒きよ絶ぜつする意味はない、と自分に言い聞かせる。

　さほどの間をはさまずに、黒衣は続けてきた。

「まずひとつ。アストラ・ビアンカを知っているか？」

　視し界かいが闇やみに閉とざされた。耳も聞こえなくなる──いや、鼓こ膜まくの表面で暴あばれる鐘かねの音のほかは。蹴けられたのか。そうも思ったが、違ちがった。自分が顔を伏ふせただけだった。

　乱れた呼吸に喘あえぎつつ、喉のどから出たのは罵ば倒とうでも悲ひ鳴めいでもなく、意に反して吐と息いきだけだった。こちらを見下ろし動かない黒衣に、叫さけぶ。

「貴き様さまぁっ！」

「どうだ。答えたくて仕方がないようじゃないか？」

　それは、仲間に同意を求めたというわけではないのだろうが、黒衣はともかくつぶやいた──冷れい笑しようとともに降ってきた言葉に、ミズーは多少なりと血けつ液えきの温度を下げると、ゆっくりと言い直した。

「アストラのことを知っているの？　話しなさい！」

「質問者はわたしだ。忘れるな」

　黒衣はそれだけ告げると、かがみ込んで顔を近づけてきた。

「……では、もうひとつ。アマワ、または御み遣つかいと名乗るなにかと接せつ触しよくしたか？」

　反射的に浮かんだ言葉はあったが、答えることは本能が拒こばんだ。

　それでも黒衣は、数秒を待った。そして、嘆たん息そくのような音を漏もらしたあと、続ける。

「答えれば、お前を望み通り、ベスポルトと会わせてやろう。我々の監かん視しのもとでだが。疑うことはない。もとより、我々の目的はそれなのだからな」

「馬ば鹿かげてる」

　ミズーは短く、罵ののしった。

　黒衣は気楽に肩かたをすくめてみせた。

「お前はなにも知らないから、そう思うのだろう。我々を敵てきだと思っているうちは……理解できまい」

「黒衣が、なにを！」

「……ん？」

　そう言われることが意外だというのか、黒衣が首を傾かしげる。

「こんな連中が、なんだというのか？　黒衣など関係ない。我々とは、つまり──いずれお前も含ふくむことになる」

「なに？」

「答えろ。お前がアマワと接せつ触しよくして、得えた情報はあるのか？」

　のぞき込んでくる仮面の向こうに、ぬるい光こう沢たくを持った眼まな差ざしが輝かがやいたように……そうも見える。それは錯さつ覚かくとしても、男の声には刺とげに収おさまらない剣けん吞のんな気け配はいがあった。

（この男、やはり黒衣じゃない……）

　それをわざわざ裏付けるように、黒衣の口調が変へんじる。冷たく、ただし紛まぎれもなく感かん嘆たんの響ひびきを持って。

「お前は美しいな。アストラによく似ている」

　彼が立ち上がったために、黒衣の顔は遠ざかった。まだ低きにある太陽よりも高い位置から、吹ふき下ろしのようにあとを続けてくる。

「いや、それほどは似ていない……か？　双ふた子ごの見分けがつかないというのは、噓うそだと思う。それは観察力を持たない他人の戯ざれ言ごとだとね」

「何者なの！」

「質問者はわたしだ」

　黒衣は淡たん々たんと、それを繰くり返した。

「まあ、いい。あとにしよう。もうひとり、余よ分ぶんな介かい入にゆう者しやを排はい除じよして、ベスポルトを確保する」

　こちらを向いたまま、二歩、三歩と遠ざかっていく。ミズーは声を荒あららげた。

「待ちなさい！」

「その様ざまで、よく言える」

　言い捨てると、黒衣はきびすを返して去っていった。ずっと黙もくしていたほかの四人の黒衣の中から、ひとりだけがその後をついていく。

　残る三人は、見張りということだろう。身じろぎひとつなく、そこに立ち続けていた。

　彼らは関係ない──黒衣の言葉に倣ならったわけではないが。ミズーは去りゆく黒衣の背中に向かって、叫さけび続けた。

「お前は何者なの！　アストラのなにを知っているの！　なにもかも知っているようなことを言っておいて、なにも言わないつもり!?」

　手足を縛しばられたまま身体からだを伸のばそうとして、顔を地面にこすりつける。彼女は口に入った土の味に顔をしかめた。

　黒衣は答えない。振ふり向きもせずに、去っていく。

（ベスポルトを確保する……？）

　ミズーは胸きよう中ちゆうで反はん芻すうした。

　焦じらされているのか？　自分は言葉で惑まどわされているのか？

　屈くつ辱じよくではあったが、認めるしかなかった。振り回されている。あの忌いま々いましいマグスの顔を思い浮うかべた。アイネスト・マッジオ。ふざけた男。そもそもが、あの男の言葉に唆そそのかされていたようにも思える。

（どうしようもない愚おろか者もの）

　平静を失い、自分から飛び出して、今は身動きも取れない。愚かと言えば、これ以上愚かなこともなかった。

「わたしは──わたしはっ……」

　息が詰つまって、言葉も止まる。

　気がつけば、去っていく黒衣の姿は見えなくなっていた。

　つまるところ、

（わたしは……負けた？）

　どうしようもなく、負けた。死んでいてもおかしくない。

　敵の都つ合ごうだけで生かされている。ただそれだけでしかない。

　身体をくねらせ、這はいずっていく。唐とう突とつに、目の前を黒いものが遮さえぎった。

　それ以上は進むなということなのか──黒衣の足だった。それまで動かなかった黒衣のひとりが、行く手を塞ふさぐように足を差し込んできている。

　ミズーは無感情に、告つげた。

「どきなさい」

　声は震ふるえていたが、怯おびえていたわけではなかった。ただ、来るべきものを待って、苛いら立だっていた。それは自分でも分かっていた。

　黒衣からは、なんの反応もない。無論、こちらの命令を聞くことなどない。

　ミズーは繰くり返した。

「殺すわよ」

　両手を縛しばっているのは、細い登山用ロープのようだった。腕わん力りよくで引きちぎれるようなものではない。無む理りに引っぱることなく、ミズーは力を抜ぬいた。痺しびれかかっていた指先に血液が押おし寄せ、ほんの一時だけ感覚をもどす。

　黒衣は動かない。

　剣けんや獅し子しのプレート。武器はすべて、眼前にあるその黒衣の足の向こうにあった。

「はったりだと思ってるの？　やろうと思えばいつだってできるのよ」

　黒衣は動かない。

「できるのよ……わたしの中に、獣けものが来れば」

　それは、警けい告こくではなかった。

　暗あん示じだった。自分の言葉に応こたえて、己おのれの心が空くう虚きよになっていく。

（あの一言さえなければ……）

　今でも、そう思うことがある。

　心に穴あなを開けた、あの一言さえなければ。いや、言葉ではない。

　無数に心に刻きざまれた、あの鐘かねの音。工こう房ぼう都市イムァシアの鐘の音。網もう膜まくに焼き付いた赤い空。それらがすべて、なかったとしたら。

『お前では駄だ目めだった』

（わたしは……）

　それらがすべて、なかったとしたら。

　閉じた塔とうの部屋。影かげの中で、剣をいじる日々。学んだことはすべて、剣に活いかされた。活かすことを求められた。扉とびらが開く。そこには男が立っている。訓練が始まる。

　猛もう烈れつな頭痛が、記き憶おくを粉々に砕くだいた。喉のどの奥おくに詰つまる、うなり声。己おのれのものとも思えない、獣じゆう化かのための叫さけび。

　使ってはならない力──己の身体からだに封ふうじられた、絶対に見てはならない世界。呼べば、いつでも召しよう喚かんに応こたえる力。すべてを滅ほろぼす力……

（わたしは負けることなんてない！　誰だれにも……何物にも！）

　ロープが、皮ひ膚ふに食い込んだ。が、関係ない。人間がどれほどの腕力で抗あらがおうと、その戒いましめを解とくことはできないかもしれない。ならば手首を引きちぎってしまえばいい。それで解放される。

　割われる寸前の陶とう器きのように、骨が音を立てた。圧あつ迫ぱくされ、抵てい抗こうされ、軋きしんで砕くだけようとする耳みみ障ざわりな音。ミズーはただひたすらに、全身の肉を盛もり上げた。手首の骨にひびが入る、鈍にぶい激げき痛つうに夢む中ちゆうになる。そのまま、折れるまで力を入れ続ける。

　異い変へんに気づいて、黒衣が動いたようだった。が、そんなものは気に留める必要もない。彼らは遅おそすぎた。腕うでが、折れる──

　その刹せつ那なに。

　咆ほう吼こうが轟とどろいた。爆ばく音おんと衝しよう撃げきと。はっと、我われに返る──と、虚こ空くうから炎ほのおの渦うずが、獣けものの尾おのように舞まい、そして巨きよ大だい化かした。

　黒衣の身体からだが、炎えん上じようする。不意を突つかれ、なにもできないでいるうちに、無む抵てい抗こう飛行路から実体化した巨きよ大だいな獣じゆう精せい霊れいの爪つめに一いち撃げきで砕くだかれる。炎ほのおをまとった獅し子しの前まえ脚あしが薙なぎ払はらったのは、彼女の眼前にいる黒衣の、胸から上のすべてだった。大きく飛んでいく肩かたと首、そしてその場に倒たおれる下半身とを見つめて、ミズーは呆ぼう然ぜんと、身体から力を抜いた。

　獣精霊は、破は壊かいされた黒衣の死体を踏ふみつけて、さらに吼ほえた──同時に獣けものの身体から膨ふくれあがった炎が、ミズーを包んだ。そのことに恐きよう怖ふはなかった。熱を感じることもない。激はげしい炎の中で髪かみを焦こがすことすらなく、ただ……手足を縛しばっていたロープだけが、炭となって焼け溶とけた。身体が自由になる。

　岩の中から弾はじき出されたような感覚で、ミズーは跳はね起きた。怪け我がだらけの全身が痛んだ。折れかかった両手に、最も新しい痛みが残っている。

　残ったふたりの黒衣が、俊しゆん敏びんに攻こう撃げきを開始しようとしている中では、それにも構かまってはいられなかった。傷は無む視しして、黒衣の死体を乗り越こえる──落ちている剣けんを拾い上げて、ミズーは振ふり返った。黒衣の一方を威い嚇かくするため、ギーアが飛びかかっていく。もうひとりの黒衣、手て斧おのを振ふり上げた姿勢で走り込んでくる黒衣に、ミズーは視し線せんを集中した。

　剣で迎げい撃げきするには、振り返ったタイミングが遅おそすぎた。斧の一撃を避さけるため、地面を蹴ける。動かそうとする身体の部品のひとつひとつが、痛みを訴うつたえてくる。黒衣は攻撃をかわされても通り過ぎることもなく、機敏に手斧を横打ちで叩たたきつけてきた。それを剣で弾はじけば、やはり手首に痛苦がにじむ。

　反応が遅れた。三度打ち込まれた手斧の刃やいばが、胴どう衣いにめり込む。息を搾しぼり取られて、ミズーは喘あえいだ。緩ゆるんだ膝ひざが、踏ふん張りを失って身体を後方に流す。

　とどめを刺さすためだろう。黒衣が今までより大きく、手斧を振りかぶった。

（この腕じゃ、受け止められない……）

　剣を持ったまま、ミズーは身体を前に投げ出した。斧を振り下ろす寸前の黒衣に抱だきつく形で、足を絡からませ引きずり倒たおす。

　斧を捨て、摑つかみかかってくる黒衣の手を、肘ひじの関かん節せつだけで絡からめ取る。肘にはさんだ相手の指三本ほどに全体重と力とを押おし込むと、小枝を踏むような音を立てて折れる感かん触しよくが伝わってきた。転がって身体を離はなすと、ミズーは黒衣が捨てた手斧を拾い上げた。

　折れた指を抱かかえ遅おくれて起きあがろうとしている黒衣に向かって、その斧を投げつける。回転する肉厚の鋼はがねは、吸い込まれるように黒くろ装しよう束ぞくの仮か面めんの中心に突つき立った。顔面をふたつに割られて、のけぞるように黒衣が倒れる。

　向き直ると、最後の黒衣が獣精霊の牽けん制せいを振り切ろうと横に跳とんだところだった。息を止め、剣を振りかぶる。背筋に力を溜ため、力の限り突き出すと、一直線に飛んだ長剣は縫ぬい止めるように、その黒衣の胸むな板いたを貫つらぬいた。射いられた鳥の翼つばさのように両腕うでをばたつかせ、回転しながら黒衣が倒れる。そしてそのまま、動かなくなった。

　風が吹ふいた。

　それは静かなノイズだった。地面に座すわり込みたかったが、それをすればしばらくは立ち上がれないと承しよう知ちして、我が慢まんする。三体の、黒衣の死体。それぞれを注意深く見回して、ミズーはようやく嘆たん息そくした。完全に死んでいる。

　安あん堵どが……

「うッ!?」

　引き付けのように、横おう隔かく膜まくが痙けい攣れんした。止めどない嘔おう吐と感かんに身み悶もだえする。座すわり込まないことだけは頑かたくなに守りながら、ミズーは身を折って何度も嘔吐した。咳せき込むたびに、疲ひ労ろうが募つのる。

（獣けものを起こそうとした報むくい……）

　自分で自分につぶやくと、唾だ液えきまみれの口を袖そでで拭ぬぐう。もとより、吐はくほどのものは胃に入っていなかった。全身の痙攣は止まらないが、震ふるえながら、身体を抱だいてそれをなだめる。

（わたしの獣の瞬しゆん間かん……いつまで続く？）

　涼すずやかな風に生なま暖あたたかいものを感じて顔を上げると、そこには獣精霊がいた。うなり声をあげながら、こちらの様子をうかがっている。控ひかえるように背中を丸め、後ろ脚あしを折り畳たたんだ炎ほのおの獅し子しは、まるで無害なものに見える。

　彼女は、かぶりを振ふった。

　両手首を、さする。ロープの跡あとが、はっきりと残っていた。骨に亀き裂れつが入っているのは間ま違ちがいないようだった。ミズーは開いている指を、何度か握にぎりしめた。半はん端ぱにではあるが動かせないことはない。

　背筋を伸のばす。まだ歩ける。

　足あし下もとに落ちているポーチと、マント──そしてマント留どめを拾い上げる。それらを身体に留めてから、ミズーは獅子を見やった。そして、

「ギーア！」

　呼びかける。念ねん糸しを、マント留めの獅子の瞳ひとみに結びつけ、通路を開きながら、

「……もどれ」

　命令はすぐに実行された。獣精霊の巨きよ体たいが、瞬時に消え失うせる。

　足を引きずる自分を叱しつ咤たしながらミズーは、一番離はなれた黒衣の死体へと歩み寄った。黒くろ装しよう束ぞくを貫つらぬく長ちよう剣けんを引き抜ぬいて、刀身についた血をマントでこすり取る。黒衣の血。赤い血だった。

　剣を鞘さやに納め、ミズーは独りごちた。

　獣じゆう精せい霊れいが助けに現れたタイミング──

（今のは、わたしを守った……？　それとも）

　自問に答えないまま、彼女は村へと向き直った。




　地面を引きずる靴くつの裏が、嘆なげくような音を立てている。自じ嘲ちようして、ミズーはつぶやいた。

（迷う……とはね）

　やはり混乱しているようだった。負ふ傷しようにふらつきながら村の中へ入り、黒衣を追っていたつもりだったのだが、相手の姿はどこにもない。向かっている先は、ベスポルトの小屋だった──黒衣もそこへ向かっているはずだ。意志だけは先行して走り出そうとするのだが、身体からだがついていかない。

　実際には、這はいずっているようなものだった。一呼吸に一歩も進めない。黒衣に絶たち割わられた胴どう衣いの隙すき間まに指を突つっ込むと、思った通り血がこぼれていた。脂し肪ぼうまではこぼれていない。深手ではないが、それでも出血は体温を下げていく。

　と──

「なんなんだ、いったい！」

　唐とう突とつに声を聞いて、ミズーは足を止めた。手て近ぢかにあった家の陰かげに身を隠かくす。そこにも住人はいるはずだが、すぐ頭上にある窓に目をやると、分ぶ厚あついカーテンが閉じてあった。

（つくづく、無関心な村ね）

　むしろ好こう都つ合ごうではあるのだが、不ふ快かい感かんが胸をよぎる。

　逆に聞こえてきた声は、不快ではなくとも迷めい惑わくではあった。ただの村人だったとしても、怪け我がのことを問いただされたくはない。

　陰かげからのぞく。自然と口から、舌打ちが漏もれた。

　そこにいたのは、男と子供だった。あれからどうしていたのかは知らないが、ずっと出歩いていたのだろう。さほど広くもない村で、また出くわすことは偶ぐう然ぜんでもなんでもないのだろうが、こんな時には鬱うつ陶とうしい。

　男は、黒衣を連れてきた辺へん境きよう警けい衛えい兵へいだった。子供は、ベスポルトが育てているという少女──近くを、人じん精せい霊れいが飛んでいるのも見えた。

　なにかを話し込んでいる。

　このまま聞き耳を立てるか、それとも迂う回かいしてやり過ごすか──歩行距きよ離りを延ばすことに悪あく態たいが溢あふれるが、迷っているうちに、動きがあった。

　少女が眼がん帯たいを外はずした。

　その左目には、瞳ひとみがなかった。

　いや──

「これ、水すい晶しよう眼がんっていうの。滅めつ多たにない特とく異い体たい質しつなんだって。硝しよう化かの森もりの近くに住む人たちの間で、ごくごくまれに……あることなんだけど」

　少女が、警衛兵に説明するその言葉に、ミズーは身体を固くした。

（水晶眼……）

　下の街で、精せい霊れい取とり扱あつかい業ぎよう者しやが言っていた。この世に存在する、どんな水晶檻おりよりも強力な封ふう印いん力りよくを持つ、天然の奇き跡せき。

（魔ま神じんをも封じられるって言っていたけど）

　眼帯をつけ直す少女を凝ぎよう視ししながら、ミズーはうめいた。ベスポルトは子供を飼かっている。ベスポルトのことを訊きかれた村人が、悪意を持って答えてきたその言葉の意味が飲み込めた。その子供には、特別な意味があったのだろう。

　文字通り、飼われていたのだ──なにかをさせるために。目の前に、光がちらつく。その光が連れてくるのは、暗い部屋の影かげだった。閉ざされた塔とうの部屋の中、座すわっている自分の姿。いや、それは自分ではなく、双ふた子ごの姉の姿なのだろうが。

　身体からだ中じゆうの痛みも忘れて、嫌けん悪お感かんが腹に疼うずいた。開いた扉とびらに立つ男。男の顔はどうしても思い出せない。が、見たこともないベスポルト・シックルド打だ撃げき騎き士しの姿が、そこにあるように思えた。

（ベスポルト……）

　奥おく歯ばを嚙かみしめる。

　自分に不快感を与あたえる男に対する、混じりけのない苛いら立だちがうなじを逆さか撫なでした。だが。

　同じく、浮うかんでくる考えがあった。ベスポルトにとって、あの娘むすめが特別な意味を持つのであれば。

（……確保すれば、交こう渉しようを有利にできる。なんのことはないわね。わたしもベスポルトと変わらない）

　と。

　聞き覚えのある騒そう音おんが、彼女の気を引いた。また物もの陰かげから顔を出してうかがうと、やはり見覚えのある物体が、遥はるか空から落下してくるところだった。

「あれは……！」

　うめく。

　銀色の鋼こう精せい霊れいを鎧よろいのようにまとった娘が、狙ねらったように少女らの近くの地面に激げき突とつした。見み間ま違ちがえようもない。下の街で襲おそいかかってきた精霊使いだった。

　自分とベスポルトを会わせないと言っていた……

　精霊使いはすぐに起きあがると、体勢を立て直し、飛んできた方向へと引き返していった。精霊の起こす爆ばく音おんだけを残して。あっという間に消える。

　警衛兵と少女らも、騒さわいでいた──追いかけて、走り去っていく。

（つまり、ベスポルトのところへ……もどるんでしょうね）

　ほかに行くべき場所もあるまい。

　追いかければ、ベスポルトの小屋へとたどり着ける。

　動くことに不平をあげる身体に鞭むち打うって、ミズーも歩き出した。ふと、窓を見上げる。

　カーテンの隙すき間まから、目玉がひとつ、貼はり付いていた。男とも女とも、子供とも老人とも判別がつかないが、外をのぞく眼球と目が合って、ミズーは苦にが笑わらいを浮うかべた。

　その目は怯おびえていた。これだけの騒ぎを起こして、村人たちが無関心である理由が知れる。

（かかわりたくないってわけね。まあ、そうでしょうね）

　それならばそれでいい。なにもかかわることのないまま、こちらはこちらの都合ですべて片づけるだけだ。彼らには関係ない。

　ミズーはさらに身体に無む理りを強しいて、駆かけ出した。少女らの走る速度が、それほど速いというわけでもないのだが、ハンデのあるこちらの状態では、ついていくのも難むずかしい。苦痛に表情を歪ゆがめながら、走り続ける。

　走るたびに身体が上下に揺ゆさぶられ、拷ごう問もんじみた苦痛が脳を刺し激げきした。すぐに息があがるが、休むわけにもいかない。前を走る警衛兵も同じような苦労をしているようだったが、それよりさらに先頭を走る少女は、高地育ちらしい俊しゆん敏びんな足取りで危なげなく速度を上げている。

　このままでは置いていかれる。

（仕方ないわね）

　ミズーは民家の近くを通りかかったところで、立ち止まった。壁かべにもたれ、集中すると、念ねん糸しを紡つむぐ。先頭を走る少女に、思念を繫つなぐ。

　怪け我がをさせるほどにではなく、意志を注ぐ。娘むすめの服が燃え上がった。

　悲ひ鳴めいをあげて、少女が転てん倒とうする。警衛兵が駆け寄って砂をかけた。彼らが何度か地面を転がして火を消しているうちに、ミズーは剣けんを抜ぬきながら歩き出した。なんとか追いつくと、声をあげる。

「さあ」

　少女と警衛兵は、まったく理解できずにこちらを見上げている。構かまわずに、ミズーは続けた。

「話してもらおうかしら……これはいったいどういうことなの？」

「なにが……」

　焦こげた服をぼんやりと抱かかえて、少女が聞き返してくる。ミズーはさらに近づいた。

「精せい霊れいアマワ。聞いたことはある？」

「精霊……アマワ？」

「そうよ」

　うなずく。剣をわずかに動かし、脅おどしをかけるために切っ先を娘へと向けた。

　少女はその動きに、気づいたのだろう──怯おびえたように口の形を歪ゆがませると、歪んだそのままの震ふるえ声をあげてきた。

「なによそれ」

「こっちが聞きたいのよ」

　ミズーは吐はき捨てた。少女は剣で、警衛兵は視し線せんで牽けん制せいして、動きを制する。

「ベスポルトはそれを知っている……はずよ。さっきの話を聞いたわ。あなたが、あの男の身内なら、わたしと取り引きしなさい」

「な、なにを？」

　狼狽うろたえる少女に、ミズーは続けた。

「わたしを追ってきた黒衣は三人。これは片づけた。残るふたりは、ベスポルトを押おさえているんじゃないかしら。わたしはそれを始末できる……いえ、わたしにしかできない。わたしが黒衣を片づけたら、ベスポルトに引き合わせなさい」

「ふざけるな、暗あん殺さつ者しやが！」

　警衛兵が、叫さけび声をあげた。気の抜ぬけた男に見えたが、任務に対する義務感だけはあったのだろう。警けい棒ぼうを抜いて、威い嚇かくするように振ふり上げて見せる。

「お前は、指名手配された危険分子だ……黒衣を始末しただって？　信じられるか。ようやく逃にげてきたってところだろう」

　まったく気にせず、ミズーは笑えみを浮うかべた。

「首でも持ってくれば良かったかしら？　耳じゃあ、誰だれのものだか判別できないしね」

「はったりだ」

　言葉に反して怯おびえを含ふくんだ声で、警衛兵がつぶやく。ミズーは剣の向きを、少女からその男へと移し替かえた。

　場ば違ちがいなほどに、どうということもないただの男だった。だが少女を保ほ護ごしている。多少痛めつけなければ、引き下がらないかもしれない。

　ミズーは低い声こわ音ねで、警告を発した。

「次から次へと邪じや魔まばかり入って、いい加か減げん我が慢まんの限界なのよ。わたしの忍にん耐たいをそれほど頼たよりにして欲ほしくはないんだけど」

「やめてよ！」

　叫んだのは、少女だったか──

　はっきりとは分からなかったが、ほかに叫ぶ者もいない。本能的にミズーは、マントの下に身を縮めてその場を飛び退のいた。また同じ爆ばく音おんが、空気を揺ゆるがす。今度もまた銀色の鎧よろいをまとった娘むすめが、空から落下してきた。

　いや、先刻とは勢いが違っていた。墜つい落らくというより、あえて地面に激げき突とつするように、空から叩たたきつけられ跳はね上がる。そして、

（黒衣……!?）

　その精せい霊れい使つかいのすぐそばに、黒衣が姿を現した。水すい晶しよう檻おりのロッドを構かまえ、精霊使いと戦せん闘とうに入る。

　ベスポルトの娘も警衛兵も混乱して、なにやらわめいていた。精霊使いもまた、自身にダメージはないのか、素す速ばやく長なが槍やりを抱かかえて黒衣に応戦を始める。

　交こう渉しようどころではない。

（……潮しお時どきね）

　精霊使いはともかく、黒衣は面めん倒どうだった。いや、あるいは短時間でもここに黒衣が足止めされてくれるのならば、ベスポルトの家に向かった黒衣は、残りひとりだけということになる。

　潮時ではない。好機だった。

　剣けんを抱だきかかえ、ミズーは駆かけだした。負傷も疲つかれも関係ない。精霊使いが二度までも飛んできた方向へと走れば、ベスポルトの小屋に近づくはずだった。近くまで行けば、また場所を見つけられるだろう。

　ふと、眼がん球きゆうを思い出した。

　窓からのぞく目。

　役者が入れ替かわるこの舞ぶ台だいを、じっとのぞいている無関係な村人たち。舞台からは、彼らの姿は見えない。彼らは様さま々ざまな隙すき間まから、こちらをうかがっている。

　のぞいているのは、彼らだけなのか。もっとほかの者ものぞいているのか。

　それもまた、疑わしい──まるで念ねん糸しのように、視線が身体からだに絡からみつく、それを感じながら、ミズーは速度を上げた。




　ヌアンタット高地。硝しよう化かの森もりが広がるこの地域は、精せい霊れいの故こ郷きようとも呼ばれる。

　高地の風は冷たく、大陸そのものを冷やしているという。いずれすべては凍こおった硝子の中に没ぼつするのかもしれない。

　高地は木々に溢あふれているが、村の周辺は土も乾かわいて死の気け配はいを漂ただよわせていた。そんな村の外はずれに、ベスポルトの小屋がある。崩くずれかかった、粗そ末まつな小屋。

　朝は終わりつつあった。風が、光が、白く輝かがやいている。空には雲が広がり、蒼そう空くうにある秘ひ密みつを覆おおい隠かくしていた。

　小屋が見えたところで、ミズーは走るのを止めた。持っていた剣けんを確かめる。ここまで使い込んでもまだ鋭するどさを失っていない、素す直なおな直刀。それでも刃やいばには脂あぶらが滲にじんで、うねるような紋もん様ようを刻きざんでいた。ちっぽけな牙きば。ミズーはそれを、右手に提さげた。

　前に見た時に比くらべ、小屋は大いに変形していた。屋根が吹き飛ばされている。大きな戦せん闘とうがあったのだろう──ほぼ半はん壊かいしているといってよかった。

　一歩一歩、近づいていく。そこにベスポルトがいる。うつろに独ひとりごちて、そのつぶやきにつま先が踏ふみしめる土の軋きしみを混ぜた。

　荒あらい呼こ吸きゆうが、そこに重なった。

　風によってすべて吹き流される、それらの重じゆう奏そうを、ミズーは聞いていた。

　やがて声が、聞こえてくる。

「いつだって、その瞬しゆん間かんはこともなげに訪おとずれる。呼びかけに応こたえろ、ベスポルト」

　黒こく衣いの──黒衣もどきの声だった。

「逆ぎやく世せの聖せい者じやたちが我々を待っている」

　ベスポルトと話しているらしい。ミズーは構わずに進んだ。動どう悸きが速まる。鼓こ動どうが高まる。

　小屋の前に回る。扉とびらは開いていた。というより、それ以前に壁かべの一部が完全に剝はぎ倒たおされていた。そこに、ふたりの男の姿があった。

　ひとりは、男とはいっても黒衣の装しよう束ぞくに身をつつんでいた。仮か面めんに顔を隠かくし、面おも白しろがるようにこちらを見ている。かなり早い段階から、こちらの接近には気づいていたのだろう。ベスポルトと談だん笑しようしつつ、彼女が到とう着ちやくするのを待っていたような気配ですらあった。もうひとりは。

　もうひとりの男を見つめて、ミズーは剣を握にぎり直した。大おお柄がらな男だった──いかにも軍人らしい体格の良さに、黒衣の仮面と同じく、たくわえた髭ひげの中に表情を押し隠している。厳いかめしい眼まな差ざしが、外にのぞいていた。黒衣と対たい峙じし、追い詰つめられているようにも見える。が、それでもなにかを確信し、危険を感じていないようにも見える。

　記き憶おくがあった。

（…………？）

　小こ突づかれたような頭痛に、眉まゆ根ねを寄せる。ミズーはゆっくりと、記憶を探さぐった。その大男の姿には覚えがあった。

　夢ゆめの中で見た、炎ほのおの中でこちらを見つめてくる男。炎は自分に触ふれないと、それを確信して動かない男。今と似ていた。だが……

（……あの燃える屋や敷しきは、なに？　わたしの妄もう想そうじゃ……なかった？）

　ただの既き視し感かんとも思えない奇き妙みような意識のつながりが、肌はだを粟あわ立だたせた。

　この男がベスポルト・シックルド。帝てい都とから逐ちく電でんした騎き士し。退たい役えき軍ぐん人じんとして扱あつかわれ、なぜか八年間も帝都から放ほう置ちされた脱だつ走そう騎士。

　男もまた、こちらを見つめてなにかを感じているようだった。動どうじそうもなかった厳しい眼めが、軽からぬ驚きよう愕がくに見開かれる。

　はっきりと、男がうめき声を発するのが聞こえた。

「アストラ……？　違ちがう。アストラであるはずがない……あの娘むすめは」

　黒衣が、気楽に応じた。

「そう。アストラはとっくに死んだ。契けい約やく者しやとしては唯ゆい一いつ、死を迎むかえた──」

　ミズーは剣を振りかぶった。

　躊躇ためらいはない。一いち撃げきで決きめる。心に念じて、狙ねらいを定める。

　全力で投げつけた剣は、黒衣の顔の真正面に突つき刺ささった。そのまま貫かん通つうし、後ろの壁かべに黒衣の顔を縫ぬいつける。

　黒衣の身体からだが、床ゆかに落ちた──

　と、その時には、自分の剣が貫つらぬいたのが、黒衣の仮面だけだったと知れた。壁に突き立った刀身に、黒い仮面が垂たれ下さがっている。

　仮面を失った黒衣は、いや仮面を失ったその男は、無む傷きずで優ゆう雅がに、床ゆかから起きあがってみせた。

（外はずれた……）

　男の、顕あらわになった顔を見つめて、ミズーは愕がく然ぜんとうめいた。体毛のない、蛇へびのような顔立ち。その瞳ひとみには、面おも白しろがるような輝かがやきが満ちている。特にこちらに、というわけではないだろう。男は静かに、つぶやいた。

「この世の終末に生き残ることのできる、たった六人の仲間だ……もう少し、巡めぐり合わせを大切にすべきではないかな」

　男は大たい儀ぎそうに、壁の剣けんに触ふれた。柄つかを摑つかむと、こともなげに引き抜ぬく。バーベキューの串くしから肉を剝はがすような手つきで刀身から仮面を外すと、また侮ぶ蔑べつの笑えみをしっかりと見せつけて、剣をこちらに放ほうってきた。

　刃やいばを向けて投げつけてきたわけではない。単に、こちらの足あし下もとに、犬に餌えさでも与あたえるように放り投げてきた。

　どさりと、剣が地面に落ちる。

　それを拾うか否いなか──迷ったのは確かだった。屈くつ辱じよくに肩かたを震ふるわせて、かがみ込む。明らかにその男が嘲あざけっているのを承しよう知ちで、ミズーは剣を拾い上げた。

　男は自分を恐おそれていない……ベスポルトと同じく。炎ほのおに包まれても、自分が焼かれないことを信じている。

　こちらが顔を上げるのを待たずに、男は続けた。恐おそらくは、こちらを示して。

「その女は、アストラの契けい約やくを相そう続ぞくした。我々の同どう胞ほう、永遠の家族だ」

「あの契約が、そんなに都つ合ごうのいいものか！」

　ベスポルトが、叫さけぶ──ミズーはようやくふたりを見やると、言葉を追った。

（契約……）

　男は、我々、と言った。彼女もいずれ含ふくむ、我われ々われ……

　はっとして、気づく。

（この男も、契約者！）

　唇くちびるを舐なめるために舌をのぞかせ、男がベスポルトに言い返す。

「代だい償しようを支し払はらうのは、我々でなくていい」

　なんのことかは分からなかったが、彼らは契約について話している。ミズーは身構えて、聞き入った。言葉のひとつ、呼こ吸きゆうのひとつも聞き逃のがしたくない。

　男たちは続ける。観かん客きやくを忘れた役者のように。ベスポルトが脅おどすように、低くうめいた。

「……契約を無む効こうにする方法はある」

「あるかな？」

「精せい霊れいアマワを破壊する。そのための力が、この世には存在している」

（魔ま神じん……？）

　ミズーは胸きよう中ちゆうでつぶやいた。ベスポルトの娘むすめ。水すい晶しよう眼がん。下の街の精せい霊れい取とり扱あつかい業ぎよう者しやは、ベスポルトが最古の精霊──魔神を求めているのではないかと言っていた。

　精霊には、より強い精霊で対たい抗こうする。それは鉄則だった。硝しよう化かの森もりの深しん奥おうには、最も強大化した精霊が存在しているという。

　未み知ちの精霊アマワ。それがなんであれ、精霊であるのなら、ベスポルトの言っていることはあながち的まと外はずれとも思えなかった。

　が、男はあくまで平静だった。あわてた様子もなく、淡たん泊ぱくに落ち着いて、

「アマワは御み遣つかいだ。契けい約やくは、御遣いの言葉に過すぎない。その本意はまた一段、遠いところにある」

　ベスポルトもまた、乗り出しかけていた身体からだを退ひいた。告つげる。

「それでもわたしは、アマワを破壊する。帝てい都とにある悪意のすべてをだ」

「八年もこんな辺境を逃げ回っておいて、なにを今さら」

「成果はあった。アマワは破壊できる」

「……うん？」

「わたしは帝都に行く。だが、お前に連つれられてではない」

　断言するベスポルトに、男が冷れい笑しようを返す──

「お前は分かっていない。ベスポルト。恐おそれを感じると言ったのは、お前だぞ？　アマワは今でも、お前の運命に作用している……」

　そして男は、黒衣の仮面を顔にもどした。言葉を残して。

「お前がアマワに敵てき対たいする限り、お前には未来はない」

（なんなの……？　いったい）

　彼らが語っていることの、半分も理解できない。なにか聞き落としたことがあるのか、見み逃のがしたことがあるのか、必死に考えていると、雑音がそれを妨ぼう害がいした。黒衣たちから目をそらすまいと、振ふり返りはしなかったが、なにが起こったのかは容よう易いに想像がついた。

「父さん！」

　複数の足音。ベスポルトの娘むすめの声だった。ようやく追いついてきたのだろう。ミズーより後ろから、ベスポルトに向かって呼びかけている。

　飼かわれている子供。

　身体の痛みなど忘れるほど、生ぬるいものが心を満みたした。ベスポルトが口を開く前に、割わり込むようにミズーは叫さけんだ。

「失うせろ、子供」

　視し線せんだけ少女──と、その後ろにいる警衛兵──に向けて、告げる。人じん精せい霊れいもちょろちょろとしていたが、事態には興味なさそうではあった。

　ミズーは続けた。高地の涼すずやかな風に、体温の熱さを混ぜる。

「これから始まるのは、死し闘とうよ。死にたくなければ失せなさい」

　少女がなにかを叫んだようだった。が、錯さく乱らんしているのか、意味が取れない。その代わりということか、警衛兵が声を張り上げる。
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「なぜ、お前なんかにそんなことを言われなければならない？」

　そして、小屋の中からこちらを眺ながめている黒衣に向かって、さらに声を大きくする。

「その女は中央府から手配されている暗あん殺さつ者しやだぞ。そんなところでじっとしていないで、さっさとどうにかしたらどうなんだ!?」

　ミズーは無む視しして、黒衣らに向き直った。戦いになる。そのことは分かっていた。

（問題は……どうやって勝つ？）

　傷きずついた身体からだで、黒衣と──いや、仮かりに黒衣ではないとしても、黒衣と同じく戦せん闘とう能のう力りよくを持つ男を相手にどこまで戦えるのか、それはさすがに断定ができなかった。剣けんを握にぎっているだけでも、折れかかった手首が痺しびれてきている。

　勝しよう機きがあるとすれば。

　ミズーは肩かた口ぐちの、マント留どめを意識した。精せい霊れい。黒衣に致ち命めい傷しようを与あたえうるのは、これしかない。問題は体力と、集中力だった。敵の隙すきを誘さそい出すためには牽けん制せいする必要がある。開かい門もん式しきを唱となえるには念ねん糸しを使う必要がある。うまく立ち回ることさえできれば──

　身体に力を溜ため、飛び出そうとする。と、ベスポルトが目に入った。

　大男は娘むすめを見て、明らかに動どう揺ようしているようだった。それでも外から見れば、わずかに表情の変化が見て取れる程度のものだったが。目に、震ふるえが見える。彼が声をあげた。

「フリウ！」

（魔ま神じんを使わせるつもり!?）

　脳のう裏りに警けい戒かいが走る。ミズーは視線を投げて、ベスポルトとの距きよ離りを頭に入れた。あるいは、少女との距離を──場合によってはどちらかを仕し留とめなければならない。

　が、ベスポルトの吐はいた言葉は、逆を突ついたものだった。

「行け。もうお前はいいんだ……わたしに関かかわってはならない」

　短い空くう隙げきが、ミズーの手を止めさせた。わけが分からない。狼狽うろたえて、娘──フリウというのがその名前か──が声をあげる。

「……な、なに言って──？」

（娘の眼めには、魔神は入っていないの？）

　ミズーは自問して、それもまた筋が通っているように思えた。ベスポルトは、魔神を求めているという──最高級の水すい晶しよう檻おりを求めた上で、今もまだ。娘の水晶眼に魔神が入っているのなら、そんなことをする必要はないということになる。

　だが、逆に魔神が入っていないのならば、この娘になんの価値がある？

　すっかり混乱して、ミズーは成り行きを見守った。黒衣はまったく動きを見せていない。ベスポルトと娘だけが、怒ど鳴なり合うように会話を続けていた。

　泣きじゃくる娘が、唐とう突とつに言葉を止めた。なにかを感じたのだろう。娘の背後に、黒い影かげが出現する。

　もうそれは、慣れたことだった。先刻、精せい霊れい使つかいと戦っていた黒衣だろう。水晶檻の杖つえを抱かかえた姿勢で、娘を捕とらえられる位置に姿を見せた。

　反射的に、というより本能的に、ミズーは飛び出していた。少女に手を伸のばそうとしている黒衣に向かって、剣を打ち付ける。だが、もとより黒衣も読んでいたのだろう──今度はこちらに念ねん糸しを放はなって、姿を消した。

　呼こ吸きゆうを殺し、黒衣が再び現れるのを待つ。気け配はいは感じていた。背後に質量として膨ふくれあがる、図ずう々ずうしいまでの殺気。振ふり返り、剣を突き出すタイミングまで測はかっていた。が──それをしようとする瞬しゆん間かん、腰こしから力が抜ぬけた。

「…………!?」

　身体からだが動かない。限界が近づきつつある。なんとか肩かた越ごしに見やると、確かにそこに黒衣がいた。水晶檻のロッドを、こちらの背中に押おし当てている。既すでに実感した、その威い力りよくを思い起こし、ミズーは覚かく悟ごを決めた。今度は耐たえられない。骨に異常があるこの身体では、全身四し散さんする可能性もある。

　が──

　爆ばく発はつは起こらなかった。突とつ如じよとして、黒衣の構えた水晶檻の杖つえが半ばからへし折れる。折れた箇か所しよに念糸が巻き付いており、その念糸を目で追うと、ベスポルトの娘の身体から紡つむがれたものだった。

（助かった……？）

　ミズーはようやく身体を反転すると、剣を突きだした。折れたロッドをかすめ、尖とがった剣先が黒衣の身体へと吸すい込まれる。金属音を立てて、剣は黒衣の表面に激突した。

　金きん属ぞく繊せん維いの衣ころもはもとより、黒衣が懐ふところから取り出した短剣に阻はばまれて、剣は弾はじき返された。黒衣はそのまま、後方に跳とんで距きよ離りを開ける。ミズーは自分を罵ののしった。やはり限界が近い。あるいは越えてしまっているのかもしれないが。絶好の機会を、あっけなく逃のがしてしまった。

　なおも飛びだそうとしたが、やはり身体が重い。反応の鈍にぶさに悲鳴をあげながらミズーが斬きりかかると、黒衣はまた姿を消した。

「…………」

　ミズーは立ち止まり、気配を探さぐった。さすがに今度は、黒衣の念糸を警けい戒かいしていた──自分に念糸を放ったのであれば、その一瞬でこちらも念糸を使って敵を仕留めるつもりでいた。が、黒衣が念糸を放った先は、こちらではない。

　一挙動で剣けんを振り上げ、ミズーは剣を投げはなった。娘むすめのすぐ前に出現した黒衣の背中に、長剣が深々と突つき刺ささる。血を吐はくような音を喉のどから漏もらし、黒衣は地面に倒たおれ込んだ。絶命し、動かなくなる。

　同時にこちらもまったく動かなくなった自分の右腕うでを抱だいて、ミズーは苦く悶もんのうめきとともに悪あく態たいをついた。手首が変色して腫ふくれ上がっている。無む理りをさせすぎたか。もう剣は使えない。

　腕を下ろし、残った最後の黒衣へと向き直る。

　左手だけでマントを外し、そのマント留めを手に取る。金属でできた獅し子しの顔を見つめてから、ミズーはそれを、ベスポルトの娘へと突きつけた。少女は黒衣との接せつ触しよくで怪け我がをしたのか、左肩かたにわずかに血を滲にじませている。警けい衛えい兵へいが連れ添そって、傷を看みようとしていた。

　ミズーは黒衣を見み据すえて、告つげた。

「わたしの開門式は、とても短い」

　手が震ふるえそうになるのを、意志の力だけで押おしとどめる。

「わたしの精せい霊れいは一いつ瞬しゆんであの子を殺せる。ベスポルト、協力しなさい」

　娘がベスポルトにとってなんであれ、必要なものならば有効のはずだった。元軍人とはいえただの武官に過ぎなかったベスポルトが、黒衣に対してどの程度通用するのかは知れたものだろうが、それでも今の自分よりはまともに動けるだろう。

　聞いているのかいないのか、無表情のままのベスポルトに、ミズーは続けた。

「さすがに手て傷きずを負おいすぎて、わたしひとりじゃその黒衣には勝てない。ベスポルト、わたしに協力しなさい」

「君が誰だかも知らぬのに……か？」

　言い返してくる彼に、ミズーはうなずいた。

「わたしは、ミズー。ミズー・ビアンカ。わけも分からずに契けい約やく者しやにされたわ。アマワとやらを滅ほろぼす手段があるというのが本当なら、わたしはあなたを守ってあげる。黒衣からも……何者からもね」

　名乗ることなどたいしたことではない。だというのに、自分でも不可解なほどの違い和わ感かんがあった。ベスポルトは見定めるように鋭するどく、眼まな差ざしに緊きん張ちようを高めている。

　あわせて、ミズーもわずかにまぶたを下ろした。薄うす暗ぐらくなった視し界かいに、黒衣の黒くろ装しよう束ぞくが薄れ、退たい役えき騎き士しの眼光だけが輝かがやく。

　それはこちらを値ね踏ぶみしているようにも見えた。護ご衛えいを申し出た自分の腕を探さぐろうとしているのか？　違ちがう──違うと思えた。もっと違うものを見ている。もっと別のものを見定めようとしている。ベスポルト・シックルドは。

　結論は出たのか。出なかったのか。大男が、小さくつぶやくのが確かに聞こえた。

「これも偶ぐう然ぜん、か？」

「いや運命だよ」

　これは、黒衣だった。

　それが、なにかの合あい図ずだったのだろう。

　大男が動いた。黒衣に飛びかかると、その腕うでを取ってひねり上げる。そのまま巨きよ体たいを活いかして、ベスポルトは黒衣の身体からだを壁かべに叩たたきつけた。敵の動きを封ふうじると、こちらに向かって、言ってくる──

　ミズーは加か勢せいのために飛び出しかけた足を止めた。ベスポルトの叫さけびは、予想外なものだった。

「わたしを守る必要はない、ミズー。フリウを連れていってくれ」

（……なんですって？）

　意味が分からなかった。いや。

　頭のどこかで、理解できている。そんな直感があった。ベスポルトの言っていることは、理解できる。

　彼はさらに声を大きくした。

「いいから行け！　わたしは死なない。この男はわたしを殺せない──」

（あらゆる偶然が、契けい約やく者しやを守る）

　契約者は死なない。

　ベスポルト・シックルドも。それが取り押おさえている黒衣も。

　自分も──四人もの黒衣を返り討うちにして、死んでいない。

（違う！）

　認めずに、ミズーは叫んだ。

（わたしが死ななかったのは……契約の力じゃない！）

　意志か。感情のためか。足は動かなくなっていたが、ミズーは前進しようと身を乗り出した。

　それに──

　腑ふに落ちない。おかしい。矛む盾じゆんがある。

（アストラは……契約者なのに死んだんでしょう!?）

　姉が死んだから、その契約が自分に回ってきたのだ。少なくとも御み遣つかいは、精せい霊れいアマワはそう語った。

　ならば契約者は不ふ死しではない。ベスポルトは間ま違ちがっている。

　刹せつ那な、ベスポルトの巨きよ体たいが吹ふき飛んだ。

　爆ばく発はつで弾はじき飛ばされたように見えた。ベスポルトの左腕うで──黒衣を取り押さえていた腕が、一いつ瞬しゆんで粉々になっていた。袖そでがばらばらになり、粉ふん塵じんと化して散る。大男の腕は、枯かれ木の枝のようにねじ曲げられていた。

　なにがあったのか。黒衣の身体からだから、念ねん糸しが伸びている。それはすぐに主の身体へともどっていった。大男が後ずさり、自由になった黒衣が、ゆったりと、ひなたを探す蛇へびのように、壁かべから身を起こす。

　ベスポルトによってひねられていた腕は、折れているようにすら見えた。が、黒衣はそれをなにごともなかったようにもどすと、腕を一ひと振ふりした。その手に、短たん剣けんが現れている。まるで手て品じなのように。

　仮か面めんが外はずれていた。どうでも良さそうに、首を振ってそれを床ゆかに落とす。

　その時には既すでに、黒衣の短剣がベスポルトの胸に吞のみ込まれていた。身をよじったベスポルトの足がもつれるのが見えた。もんどり打って、大男が倒たおれる。

「アマワに従したがうのは……楽なことだ」

　黒衣は、笑いながらつぶやいた。こちらに──ミズーに、言っているのだろう。

「運命がまだ死を許さないのならば……どうしたところでお前は死なない。手て加か減げんする必要もない」

「貴き様さま……っ！」

　ベスポルトの断だん末まつ魔まの叫さけびが、さほど大きくなく響ひびく。急所に突つき刺ささった短剣が、呼吸のたびに揺ゆれていた。

　死なないわけがない。

　ミズーは足を引きずって、前に出た。どう戦えばいいのかは分からないが、ひとりでやるしかない。

　黒衣は、ベスポルトの娘と、それを抱だきかかえる警衛兵とを見つめていた。こちらは眼中にないということか──余よ裕ゆうたっぷりに、口を開く。

「さて。黒衣の顔を見た者は……分かるだろう？　皆みな殺ごろしだ」

　本ほん音ねではないだろう。それはすぐに知れた。単に、建たて前まえに過すぎない。殺すための建前。その男は、黒衣ではないのだから。

　爆ばく音おんが響いた。もう聞き慣れた、三度目の音。

　今までと同じように彼方かなたから、鋼こう精せい霊れいをまとった少女が飛ひ来らいしてきた──真まっ直すぐに小屋へと着地して、ベスポルトの死体を抱だきかかえる。黒衣を牽けん制せいするように長なが槍やりを振るが、もとより黒衣は相手にするつもりもないようだった。軽く身をかわすと、薄うすい笑えみを浮うかべて少女とベスポルトとを見つめている。

　精霊使いも、長居はしなかった。ベスポルトを抱かかえたまま、振しん動どう音おんを高めて高空へと逃にげていく。高さを稼かせいだところで、無む抵てい抗こう飛行路に入ったのだろう。姿を消した。

　そして──

　向き直ると、ベスポルトの娘が金かね切きり声をあげていた。傷きず口ぐちを押おさえながら、眼がん帯たいを引きむしる。少女は怒いかりに任せてそれを握にぎりつぶしたようだった。瞳ひとみのない水すい晶しよう眼がん。それを残して、右目を閉じる。

　叫さけびは続いていた。意味の取れない悲ひ鳴めい。あるいは怒ど号ごう。ミズーは息を吞のんで、ただそれを見つめていた。警衛兵が、少女の傍かたわらから後ずさりするのが見えた。なにかは分からない、ただ圧あつ倒とう的な絶望をもたらすなにかを、無差別に発散して少女が叫んでいる。

　それがただの叫びでないことは、すぐに悟さとった。

　少女の水晶眼に、光が点ともる。精霊の通路となる門。水晶眼に封ふうじられた精霊を解放する、開門式だった。

（なにが……封じられていたの……？）

　問題は、それだった。なんとか距きよ離りを取りながら、疑問を投げる。

　答える者はなく、あるいは最も明解な答えがもたらされようとしている。

　ベスポルトが、飼かっていた娘。

（彼が八年間で……見つけた、力？）

　少女の叫びが、止まった。

　その左眼に、歪いびつな影かげが映っていた。その影は光に溶とけ、そして──

　そこに現れたのは、光ひかり輝かがやく巨きよ人じんだった。




　それは銀色の巨人だった。外がい殻かくは鎧よろいのようでもあり、もっと別の──たとえば偶ぐう然ぜんに生じた氷河の亀き裂れつのようでもある。鋭するどく、滑なめらかな氷の棘とげ。

　刃やいばよりも激はげしく斬きり刻み、角つのよりも深くえぐり込み、すべてを嫌きらいすべてを破は壊かいする。それが具ぐ現げんして、そこにある。

　それはただ、首を下げてそこに立っていた。

　なにもしていない。なにもする様子はない。

　が。

　それがある、というだけで──大きな塊かたまりがのしかかってくるような、暑あつ苦くるしい重圧が生じていた。暑く、そして凍こごえるように冷たく。

　本能だろうか？　反応したのは、ミズー・ビアンカだった。マント留どめを掲かかげて、鋭するどく叫ぶ。

「出いでよ！」

　命令に応じて出現した、巨きよ大だいな炎ほのおの獅し子しは、咆ほう吼こうでその身の熱ねつ炎えんをさらに爆はぜて膨ふくれあがらせながら、巨人と対たい峙じした。それほど長い時間でもない──訓練された精せい霊れいは、戦いに無む駄だな時間などかけはしない。精霊は、強大な力を誇ほこる。敵をねじ伏ふせることなど、彼らにとってはどうということでもない。力を見せつけ、叩たたきつけるだけでいい。

　獣じゆう精せい霊れいが大地を蹴けった。足あし下もとが融とけて溶よう岩がんと化す前に。棒ぼう立だちの巨人に向かって、飛びかかり、致ち命めいの力を注ぎ込む。

　刹せつ那なの間。

　銀光が、獅子の脳のう天てんを打ち据すえた。

　真上から振ふり下ろされた、巨人の拳こぶしが、獅子の頭を貫つらぬいて地面に突つき刺ささる。獣精霊は瞬しゆん時じに炎へ分解して、空間に消えた。その熱エネルギーで、巨人の立っていた地面が飴あめのように崩れ、破は壊かい精霊を傾かたむかせる。空気も膨ぼう張ちようして、鼓こ膜まくに残らない爆ばく鳴めいを響ひびかせた。が。

　獅子が消えて、銀色の巨人はなにごともなかったかのように、溶岩の中に沈しずみ込んだ足を、ずるりと引きずり出した。彼はぐるりと、周囲を見回し──

　八年前に滅ほろぼしたことのある村の中で、泣き声ともつかない雄お叫たけびをあげた。







　第三章　ビーストタイム

　　　　　（獣けものの瞬しゆん間かん）







　こんな時には、いつだって赤い空が自分を見下ろしていた。

　こんな時には、いつだって鐘かねの音が心を搔かき乱していた。

　イムァシアは消えない……

　自分はいつまでもあの都市から出られない。

　いや、あの閉とざされた塔とうの部屋からすら出ていない。

　あの隅すみの陰かげに、もうひとりの自分とふたりでいる。

　なにも変わっていない。

　こんな時には、なにも変わっていなかったと思い知る。

　自分は扉とびらを通り抜ぬけることもできない少女でしかないと。




　なにが起こったのかは分からなかった。ただ、目の前に現れた輝かがやく巨きよ人じんが、腕うでを振ふり上げたところまでは見ていた。

　獣じゆう精せい霊れいが砕くだけ散った、その炎ほのおの砕さい片へんが風に溶とけ、火の粉となり、消えていく。巨人の腕は剣けんのように、鋭するどく天を指していた。なにも考えられず、ただミズーは認めた。自分はすべてを失った。剣も、精霊も、なにもかも。なにも持たず丸まる腰ごしで、その巨人と相あい対たいしている。

　程ほどなく死が待っている。

　腕が振り下ろされ、ミズーはなにも見えなくなった。宙を飛ぶような感覚──首から下がすべて吹ふき飛ばされれば、脳が感じるのはこんな浮ふ遊ゆう感かんに違ちがいないと、心静かにミズーは認めた。もうじき訪おとずれるはずの死の恍こう惚こつを待ちわびる。

　だが身体からだを襲おそったのは、猛もう烈れつな痛みだった。

　意識が回復すると、自分が凄すさまじい勢いで地面を転がっていることが分かった。まだ間合いが離はなれていたはずの巨人がなにをしたのかは分からないが、衝しよう撃げき波はのようなもので弾はじき飛ばされたのだろう。地面から突つき出たなにかにぶつかって、身体が止まる。

　跳はね上がって、再び意識が途と切ぎれた。鼻び孔こうの奥おくが、体たい液えきで詰つまる。呼吸ができなくなって、彼女はうめいた。

　目は開いていた。転がされ、身体が動かなくなっても、その光景は見えていた。巨人に対して、黒こく衣いが戦いを挑いどむ。念ねん糸しを伸のばし、巨人の腕を捕とらえようとして──

　そして、同じく爆ばく発はつするように、黒衣の身体が弾はじけ飛んだ。血だらけになって、その場に倒たおれる。ベスポルトの娘むすめが叫さけんでいる。泣き叫んでいる。その怒ど声せいが巨きよ人じんを後あと押おしし、巨人はゆっくりと、前進を始める。

　その巨人は少女の敵てきを、すべて滅ほろぼした──黒衣は死んだ。自分も死ぬだろう。だが巨人は歩あゆみを止めずに、少女もまたその前進に引きずられるようにして、村の中心へと向かっていく。

　だがもう、そんなものは自分には関係のないことだった。ミズーは笑った。ここで死ぬ。つまるところ、自分は負けたのだ。黒衣をも殺した自分が。ただ泣き叫ぶ少女に負けて、そして死ぬ。

　死に対する迷めい信しんが、ひとつ噓うそだったことを知った。死は甘かん美びなものではなく、ただひたすらに苦痛だった。肺が呼こ吸きゆうをやめる。心臓が収しゆう縮しゆくをやめる。酸さん素そが失われ、脳が陶とう酔すいするかというと、全身から送られてくる激げき痛つうのほうが勝まさった。なにも見えなくなる。美しい川も、暖あたたかい花の野も、あるいは腐ふ臭しゆうの漂ただよう奈な落らくへの落下も、なにもない。自分をなにかにつなぎ止めていたものが、意に添そわず剝はく離りしていく。今までだって一度たりと思うとおりになったことのない運命が、今もまた決定的に自分を押おし流していく。

　巨人の足音が遠ざかっていく。少女の叫びもまた。

（最強の精せい霊れい使つかい……フリウ……？　確か、ベスポルトはそう呼んだ……？）

　あの精霊には、何者も敵かなうまい。ベスポルトがあの娘を飼かっていた理由が分かった。ベスポルトは、世界最強の力を手にしていたのだ。

（それが……答え？　精霊アマワにとって、最も致ち命めい的な……？）

　落ちていく意識の縁ふちにしがみついて、ミズーはつぶやいた。




　イムァシア工こう房ぼうについて。その名を知っていても、それが遥はるか辺へん境きようの弱小都市であるということ以上を理解している者はいなかった。そのことは意外だった──自分がそれまで全世界だと思っていたその都市は、地図にも載のらないことのある人口一千にも満みたない田舎いなか町まちでしかなかったのだ。

　三年前。

　十七歳さいになった時、彼女はイムァシアを後にした。

　初めて扉とびらを通り抜ぬけた。長く……長く、望みながら通れなかった扉を。

　大河の空くう隙げきに在あるという、絶ぜつ対たい殺さつ人じん武ぶ器き。

　それはイムァシアの男たちが太たい古こから抱かかえてきた信しん仰こうだった。現げん世せに具ぐ現げん化かすべき、最高の刃やいばの形。

　それを魅み力りよくと思ったことはなかった。ただ、天てん井じようのない星空の下で眠ねむりに落ちる一いつ瞬しゆん前まえ、必ず聞こえてくる暗い呼びかけがあった。それは剣けんを欲ほつしていた。だから行き掛がかりの名もない村の工房にて、一ひと振ふりの剣を求めた。年老いたその鍛か冶じ師しは軽けい薄はくで口数の多い男だったが、腕うでは確かだった。だがそれは単に幸運だったというだけで、さしたる意味も感じなかった。剣でありさえすれば同じだった。それほど斬きれる必要もなかった。飾かざり剣でも良かったのだ。

　閉とざされた部屋から出てみれば、どこに行きたいという希望もなかった。ただ、人が大勢集まっているところを見るのは楽しかった。彼女は、引き寄せられるように、街に住み着いた。イムァシアの男たち──顔のない男たちとは違ちがう、様さま々ざまな表情を浮うかべた人の群むれ。道の隅すみから、それを眺ながめて何日も過ごした。

　彼らの中のひとりに話しかけられた時、彼女は狼ろう狽ばいした。彼らはただの風景でしかなかったというのに、突とつ然ぜんに意味を持って彼女に答えを求めてきた。今にして思えば、たいした内容でもなかった。道を聞かれたのだが、分からないので首を横に振って追い払はらった。その中年の女は毒づきながら去っていった。

　数日が数十日になってくると、話しかけてくる相手に、辺へん境きよう警けい衛えい兵へいが混じり始めた。彼らは彼女に、この街では浮ふ浪ろう者しやが路上で生活する権利を認めていないと告つげた。自分の着ている服がぼろぼろになっていることに気づいたのは、それを言われてからだった。

　金が必要だった。

　どうしたら良いのか分からない、と警衛兵に言うと、その男は仕事を紹しよう介かいしてくれた。男は遠回しに、それが娼しよう婦ふ館かんだと説明した。その商売のことは知っていた──イムァシアにもそういった建物はあった──が、自分はそういったことはよく分からないと告げると、警衛兵は、その館やかたの主あるじは比ひ較かく的良心的な男だし、警衛兵組織の管理下にある。信しん頼らいして良いと言った。それに、今までのように路上で寝ね起おきしているようだと、いつかそのうち望まないまま同じ運命をたどることになると彼女を諭さとした。あるいは、さらにひどいことになると。

　実のところ、そんなことはたいした問題ではなかった。気になっていたのは、館という響ひびきだった。また扉とびらの奥おくにもどることになる。そのことがなによりも嫌けん忌きを抱いだかせた。

　その警衛兵というのが、いわゆるその手の娼婦館に商品を斡あつ旋せんして代金を受け取る類たぐいの男ではないようだったので、それほど怪け我がはさせずに詰つめ所しよを脱だつ出しゆつした。服は、詰め所に連れて来られる前に、その警衛兵が新しいものを買ってくれていた。金は、警衛兵の財さい布ふを丸ごと持っていくことにした。

　彼女はその警衛兵に感謝していた。だから彼の忠告に素す直なおに従って、路上で暮らすことはやめにした。路地の奥にある、古いアパートに部屋を求めた。そこで警衛兵の財布は空になった。空っぽの財布は、川に捨てた。

　金が要いる。金が必要だった。

　……気がつけば、彼女は自分にできる仕事を見つけていた。

　真しん紅くのマントを獅し子しのマント留どめに通して、それを羽は織おった。武器をそろえ、それを身につけた。しばらく鳴っていなかった、鐘かねの音が聞こえてくるようになった。




　目を開いて、空を見上げる。

　そこには白い空気が渦うず巻まく、凍こごえるような高地の空があった。

　赤くない。

　相変わらず身体からだは痛みを忘れていなかった。その痛みを感じようと、あるいは忘れようと、まぶたを下ろす。心臓の音が聞こえた。

　身体中の傷きずから、血が滲にじみ出す感かん触しよくはあった。が、あふれ出るほどではない。固まった血けつ液えきが、傷をふさいでいた。

（生きている……）

　ミズーは、身体を起こした。

　動ける。一度は麻ま痺ひした右手まで、まだかろうじて動かすことができた。指を震ふるわせるたびに、骨の髄ずいから広がって砕くだけるような鈍どん痛つうが走るが。

（動ける……わたしは……）

　また、目を見開いた。

　それほど長く寝ねていたわけでもなかったようだった。あの巨きよ人じんの精せい霊れいは村を蹂じゆう躙りんしていた。遠目からでも、銀色の腕うでとしなやかな足が、この小さな村を跡あと形かたもなく破は壊かいしていくのが見える。

　気を入れさえすれば、立ち上がることもできた。肩かたの震えを腕で抱だきしめて押おさえ、悲ひ鳴めいとも溜ため息ともつかない吐と息いきを漏もらす。肌はだは冷え切っていた。どこも血まみれで、干かんばつの水路のように、凝ぎよう固こした血液がひび割われて乾かわいている。その下で、鳥とり肌はだが立っていた。

（わたしは……生きている）

　そのことを認めるのに、時間がかかった。

　どこかへと向き直るようにして、あたりを見回す。ベスポルトの小屋は完全に吹ふき飛ばされていた。巨人が無差別に地面を叩たたいた跡が、それこそ足跡のようにずっと続いている。誰だれもいなかった。死体だけだった。剣けんに貫つらぬかれ、倒たおれた黒衣の死体が転がっている。だが、もうひとりあるはずの死体が、そこにはなかった。

　自分が倒たおれていた場所を、見下ろす。自分が一歩進めば、ここからも、あるはずの死体が消えることになる。

　迷わずに、歩き出す。かかとに力が入らず、つまずきかけた。黒衣の死体から自分の剣を引き抜ぬくと、ミズーは、外していたマントを羽は織おった。

「終わってない。なにも、終わってない」

　うめく。

　自分は倒すべき敵てきを倒していない。

　それを求めて、ミズーは足を引きずった。

　破は壊かいされる村を、横切っていく。

　荒あれ狂くるう暴ぼう神しん──白銀の巨きよ人じんが吠ほえる声を聞きながら、そちらを見ることはしない。すべてはノイズに過すぎなかった。巨人の一打ちごとに、歩く地面も揺ゆさぶられる。これまでの沈ちん黙もくが噓うそのように、カーテンの奥おくから飛び出した村人たちが、粉々の部品となって宙を舞まい、飛沫しぶきとなった体液が通り雨のごとく降り注そそいでいた。

　だが、それを見ることもない。

　気にせず、歩いていく。息をあげて、自分の身体からだを引っ張り続けていく。

　高地の村には傾けい斜しやが多く、巨人の作る破壊跡あとがさらにそれを複雑な地形に変えていた。隠かくれるように地面の溝みぞへ転がり込み、また起きあがって、本能の命ずるままに進む。自分がどこを目指しているのか、それもよくは分からなかった。ただ、巨人に蹂じゆう躙りんされる村を横切って、行かなければならない場所があると知っていた。

　思い出す光景があった。

　炎ほのおに焼き尽つくされる、イムァシアの姿。

　なにもかもが死に絶たえ、その中を自分だけが進む。自分と、炎えん熱ねつと、そのふたつを結ぶ獣じゆう精せい霊れいだけが、生きて進む。そのほかはすべて死体となる。

　激はげしくなにかに揺さぶられながら、あの時に言葉にできたのはほんのわずかなことでしかなかった。理解できたことはひとつしかなかった。自分は、死体を見ても動じないのだという、小さな事実。それを認めた。

　飛んでくる子供の腕うでを、頭をずらしてかわす。記き憶おくの中だけではなく、現実でも破壊は続いていた。記憶と現実。その光景が重なり、自分がどちらにいるのか、それも急速に分からなくなっていく。不ふ愉ゆ快かいな学者の声が、悪お寒かんを誘さそった。この世には、はっきりとした両極など存在しない……

　現実と非現実にも。境界線などありはしない。あの男は、そう言ったことになる。

　ふと、悟さとった。今度もまた、小さな事実でしかなかったが。

　自分が今、倒たおさなければならない敵てきとはなにか。

　アイネスト・マッジオ。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいのマグス。あの男を見つけだして、殺す。あの男は彼女のことをどこか安全な場所から眺ながめているに違ちがいない。

　この村を、安全に俯ふ瞰かんできる場所──

　自分の足がどこを目指していたのか、ようやく分かって、彼女は笑えみを浮うかべた。見上げると、村から離はなれた丘おかの上に、人ひと影かげがあった。遠すぎて判別はできないが、確信する。その人影は笑っている。彼女を見て笑っている。

（そこにいなさい……わたしが行くまで、そこにいなさい）

　距きよ離りを測って、ミズーは足を速めた。力の入らない膝ひざ下したがもつれそうになるが、目的地に向かって、身体が浮き上がろうとしているようだった。転びはしない。

　たどり着いて、一いち撃げきで殺す。

　そのために、ミズーは歩き続けた。




　血を吸すった黒くろ装しよう束ぞくは、重く感じられた。いや、ただ身体が弱っているだけか──彼は苦笑いを浮かべ、爪つめの間に固まったかさぶたを嚙かみちぎった。

　深手だった。しばらく、まともには動けそうにない。あれほどまでに強大化した精せい霊れいに念ねん糸しで挑いどむなど、愚おろかにもほどがあった。それを認めて、かぶりを振ふる。だが、ほかにどうしようもなかった。いや、なにもできることなどなかった。

「あれは最古の精霊だ……つまり、あの子供が、この世の最強者というわけだ」

　誰だれに対する言い訳でもないが、独ひとりごちる。

　村を襲おそうその精霊を、村から離れた丘の上から見下ろして、彼は笑った。笑うよりほかになかった。

　だが、強い力を持っている者が勝つというわけではない。

　勝利者とは、まったく別種のものだ。

　黒こく衣いの仮か面めんを外して、契けい約やく者しやウルペンは首を振った。いつの間にか、破は壊かいし尽つくされた村から巨きよ人じんの姿が消えている。

（ともあれ、開会のための儀ぎ式しきは終わったというわけだ……）

　すべては来きたるべき未来に向けての、通過点でしかない。なにが起ころうと、過ぎ去っていく些さ事じに過ぎない。

　だが、たったひとつだけ。通過できない一点が時の彼方かなたにあり──いつかはそこに当たる。つまりは、それが終局だった。

　その終局に勝利する者。それが勝利者。そのために、すべきことをする。

　ひとつひとつ、不本意な要素を潰つぶしていく。

　ウルペンはつぶやいた。まずは、あのベスポルトの娘むすめだ。

「……傷きずつけずに眼がん球きゆうを手に入れる方法を考えねば、な」

　そして──

「見つけたわよ。アイネスト……」

　背後からかけられた声に振り向く。

　真しん紅くのマントをまとった女暗あん殺さつ者しやが、そこにいた。




　丘おかを登り始めたあたりから、視し界かいが霞かすんでいた。

　それでもほとんど見えなくなっている目を細め、なんとか人の姿らしいものを正面に見み据すえると、ミズーは鞘さやから剣けんを引き抜ぬいた。腕うでから全身に、麻ま痺ひにも似た鈍どん痛つうが響ひびく。丘の、切り立った崖がけになっているはずの突とつ端たんに、人ひと影かげがある。彼女はその退たい路ろをふさぐ形で、丘にいた。

（少なくとも、ここに立っている限り、逃にがすことはない……）

　自分に言い聞かせる。

（だからもう少し……眠ねむってはいけない。あと、ほんの少しだけ……）
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　生きたまま溺おぼれ死んだように身体からだは重かった。水を吸すって膨ふくれあがったとしか思えない、鈍にぶい指先でかろうじて剣を握にぎっている。震ふるえを隠かくすほどの余よ裕ゆうもなかった。だが、視線だけはなんとかそらさずに、ミズーは敵てきを睨にらみ据すえた。

　白くぼやけた中心にある人影は、なにも答えてはこない。自分が話しかけている相手が、単にそういった形をしている岩かなにかであったとしても不ふ思し議ぎはなく、半なかば以上それを信じかけた頃ころに──ようやく、その人影のものと思おぼしき声が返ってきた。

「そうだな。もうひとりいたな……この世の最強者が」

　その言葉の意味は分からなかった。が、理解できたこともあった。

（アイネストじゃない）

　ぞっとして、後ずさりしかける──その声は、あの馬ば鹿かげた学者もどきのものではなかった。

（黒衣……！）

　驚きよう愕がくに、心臓が跳はねる。へたをすれば活動を止める寸前だった心臓に、それは負ふ担たんだった。ぞっとしながら、剣を手元に引き寄せる。

　が──

　思い直して、ミズーは息をついた。倒たおすべき敵。倒すべきであったのに、まだ倒していなかった敵。そういった意味では、この黒衣も同じだった。ならば、ここで殺さなければならない。

　相手との間合いを測はかりながら、ミズーは口を開いた。

「……あなたは、黒衣なの？」

　時間稼かせぎの意味もあった。だが、聞かなければならないことだという気もしていた。

　誰何すいかのつもりだったのだが──黒衣は、また違ちがう意味に受け取ったようだった。

「俺おれか。そういえば、名乗っていなかったな。俺はウルペン。お前と同じ……契けい約やく者しやのウルペン。ああ、黒衣ではないな」

「ならどうして黒衣の格かつ好こうを？」

　地面にかかとを押おしつけながら、聞く。

　黒衣──いや、ウルペンは、身じろぎのような仕し草ぐさをしてみせた。いまだ視力は回復していなかったが、本能で知れた。恐おそらく、懐ふところから武器を抜ぬいたのだろう。短たん剣けんだろうと思えた。

　そして、答えてくる。

「帝てい国こくでは、黒衣として行動するのが最も自由度が高い」

「結局、これを仕組んだのはあなたってわけね。そうなんでしょう？」

「どうかな？　俺もまた、罠わなにはめられたように思っていたところだが」

「確かに間ま抜ぬけ面づらね」

　目が見えないことを悟さとられまいと言ったのだが。

　やぶ蛇へびだった。風景ににじむ染しみのような人ひと影かげが、素早く手を動かす。攻こう撃げきではなかった。こちらを試ためすように、手の短剣を振ふってみせたらしい。反射的に、黒衣の短剣を──暗殺用に黒くろ鋼はがねで鍛きたえられた暗い刀身を、目で追っていた。

　舌打ちする。黒衣はすぐに気づいたはずだった。明らかに、眼球の動きが遅おくれていたこと、短剣の動きの大半を見失っていたこと。

　案あんの定じよう、嘲あざけるように、黒衣が声をあげた。

「……目が見えないようだな？」

　それには答えず、ミズーは剣を持ち上げた。重い──今まで感じたこともなかったほどに重い剣を、構かまえる。

　柄つかを握にぎる右手の上に、左手を重ねた。これでなんとか振れないこともない。相手に致ち命めい傷しようを与あたえる威い力りよくを出せるかどうか、それは試してみなければなんとも言えないところではあったが。

　こちらを見ながら──だろう、恐おそらく──、ウルペンは続けて言ってきた。

「正直に言おう。心ここ地ちよいな。お前は恐れている。殺意は十分に感じる……が」

　なぶりつつ、ゆったりと、動き始めている。黒衣の身体からだが、左方へと水平に移動した。両手で構えれば、剣けんでなぞることのできる範はん囲いは極きよく端たんに狭せばまることになる。それを見み越こしてのことだろうが。

　あるいはただ単に、言葉で攻せめる時間を作るために遠回りしているのか。彼の口調からは、どちらとも断定しかねた。

「さて、ミズー・ビアンカ。我わが家族。どうやって俺を殺せる？　満足に身体を動かすこともできず、目も見えない。つい今いまし方がた、精せい霊れいも滅ほろぼされた。念ねん糸しでは……」

　一いっ瞬しゆん、ウルペンの動きが止まった。肩かたをすくめたのだろう。声は途と切ぎれないまま続いてくる。

「確かにお前が万全な状態なら、相あい打うちくらいにはできるかもしれないがな。だが、その怪け我がで念糸が紡つむげるか？」

　彼の後を切っ先で追いながら、ミズーは聞いていた。普ふ段だんならば無む視ししていたところだった──が、傷きずの痛みのせいか、集中できない。雑音に搔かき乱されて、鼓こ動どうが収おさまらない。眼球は瞬まばたきを欲ほつしていた。まぶたを下ろした瞬間、敵の刃やいばが降りかかってくるものと分かりながら、自制が利きかない。

　渇かわいた喉のどに、さらに乾かん燥そうした舌を押おし込むような心地で、唾つばを吞のむ。

「身体が動かないのはあなたも同じでしょう」

　吞んだ唾の代わりに吐はき出した言葉に、ウルペンは即そく答とうしてきた。

「程度の差があり過ぎる。そうだろう？」

「そんなもの関係ない」

　突つっぱねて、うめく。

　剣の向きを変えるだけでは追いつかなくなって、ミズーは足の位置をずらして敵を正面に据すえた。たいしたことではないのだが、ひどく億おつ劫くうに思える。苦々しく、彼女は吐き捨てた。

「あなたに聞きたいことが、山ほどあるわ……そうね。ベスポルトを殺した分、得えられなかったものは埋うめ合わせてもらうわよ」

「家族とは言ったが」

　ウルペンは言い放はなって、腰こしを落とした。

「一家にはひとりくらい、余よ計けい者ものがいるものだ！」

　間合いは一瞬にして詰つまった。

　飛び込んできた敵に合わせて、剣を突き出す。が、やはり視力がついていかない──ウルペンの黒くろ装しよう束ぞくは蜃しん気き楼ろうのように視界から消えた。勘かんだけで、左を向く。そこに男はいた。

　接近すれば、なんとか表情の輪りん郭かくも見えないことはなかった。冷たい、体温のない動物のような丸い瞳ひとみ。風かざ斬きり音が聞こえる前に、金きん属ぞくの気け配はいを察した。上体を退ひいて、ウルペンが横よこ薙なぎに放った黒い短剣をかわす。

　下がった身体からだを反動で弓のように打ち出し、小半径で剣を打ち付ける。足が動かない分、動きは上半身で作るしかなかった。突きかかってきた敵を巻き込む、必ひつ殺さつの策さくだったのだが、やはり甘あまい。痛覚が、身体に制動をかけていた。折れかかった腕うでが、敵にとどくところまで剣を伸のばさせようとしない。

　歯がみして、剣を片手に持ち替かえる。剣は一層重く感じた。空あいた左手でポーチを探さぐり、手の中に入るだけ鉛なまり鋲びようを取り出した。そのうちのひとつを、敵に向かってでたらめに投げつける。

　こちらの剣をかわすために、ウルペンとの間合いはまた少し離はなれていた。投げつけた弾だん丸がんも、簡単に避よけられる。だが構わずミズーは、ふたつ目、みっつ目の鉛なまり鋲びようを投げ続けた。右に左に、さほど体さばきもしないウルペンに、命中する気け配はいもないが──

（距きよ離りを……稼かせがないと！）

　鋲びようを撃うちながら、後こう退たいする。最後の鋲は、当たりそうに思えた──が、ウルペンの眼前で、金属音とともに弾はじかれた。短たん剣けんで防がれたのだろう。よくは見えなかった。

　再び見えなくなるほどに、間合いを空けていた。だが、距離は既すでに測っていた。距離が把は握あくできていれば……殺人は容易たやすい。

　ミズーは両手で、剣を振ふりかぶった。頭上に振り上げるのではなく、肩かたの上で、水平に。

（当たらない）

　唐とう突とつに、確信めいたものが脳のう裏りに閃ひらめいた。この剣は、投げても当たらない。

　必殺のタイミングだった。それは間ま違ちがいない。距離にも誤あやまりはない。力、速度、なにもかも、当たらないはずがない。

（でも、当たらない）

　無限に続く刹せつ那なの中で、思い出したものがある。

　御み遣つかいと名乗る男。それとの邂かい逅こうの時、味わったものとおなじ苦味が、口の中に広がった。

　当たるはずなのにかわされてしまう剣。その運命を、直感的に悟さとる。

（この男も……御遣いと同じところにいる！）

　だが、感じたのは恐きよう怖ふではなかった。

　彼女は咆ほう吼こうを発した。

　体内で獣けものが目覚める。今度は、邪じや魔まするものはなにもいない……

　ひとつだけ、鐘かねが鳴った。遥はるか、遠くから。

　いや、それほど遠くもない──それとも自分が近づいたのか。イムァシアの鐘がついに、空から自分の上に落ちてきたのか。

　大たい河がの空くう隙げきに在あるという、絶ぜつ対たい殺さつ人じん武ぶ器き。その刃やいばがいかなる形をしているのか、それは永えい劫ごうに続くであろう、イムァシアの刀かたな鍛か冶じたちの抱かかえた命めい題だいだった。重さは、長さは、そしてその使い手は何者か。決して実体化しないその伝説の武器を鋼はがねとして現げん世せに具ぐ体たい化かするため、彼らは鎚つちを振るうのだという。すべての過去より伝えられた知識、すべての未来に予想される英えい知ち。それらをすべてそそぎ込み、年々、彼らの鍛きたえる物は強化されてきた。

　それを魅み力りよくと思ったことはない。ただある種の慰なぐさみ──彼らのためでもあり、自分のためでもある──のため、小さな村の工こう房ぼうにて、どうということもないような、つまらない一ひと振ふりの剣けんを求めた。

　ミズーは剣を突つきだした。手の中から一直線に、大きすぎる鋼の鏃やじりが放たれる。

　その剣が自分の手から離はなれ、きらきらと無意味に美しい残光を残して飛んでいくのを視界の隅すみにおいて、彼女は息を吐はいた。肺から絞しぼり出された、最後の息。絶望でもなく、希望を期待するでもない。胸をきつく締しめ付ける、ただの空気としての吐と息いき。

　獣の瞬しゆん間かんには、その程度のことでしかない。

　身体からだの中に、獣がいた。それに気づかされたのは、十七歳さいの時だった。その獣は目覚めた瞬間に、イムァシアを滅ほろぼした。

　イムァシアの男たちは、その滅びを甘かん受じゆした──恐おそらくは、その獣こそが、彼らの待ち望んだ絶対殺人武器だったのだろうから。実際には、彼らにそれを聞く機会もなかった。末まつ期ごの吐と息いきすら許さない迅じん速そくさで、その獣は都市の人間を皆みな殺ごろしにした。

　獣が目覚めれば、なにも考えることはない。

　予想通り、剣は男の横をかすめて、はるか後方へ遠ざかっていった。そんなことに動どう揺ようすることもない。獣はなにも感じない。

　男はすぐに駆かけ寄ってきた。視力が回復していなくとも、獣にはすべてが見える。男は短剣を振ふり上げざまに斬きりかかってきた。

　その刃やいばを、左肘ひじの最も硬かたい部位で受け止める。男は躊ちゆう躇ちよせずに、今度は刃の腹をこちらに見せてから、死角へと翻ひるがえして突いてきた。それもまた、同じように肘で受ける。

　まだ身体に残っていたらしい血が、改めて空中に飛散した。その血風の中で、男が声をあげている。

「その程度のものか──？」

　聞こえてくるその男の声も。ただの音でしかない。意識だけが未来へと飛び、身体が後を追つい随ずいするこの時間の中では、あらゆるものが意味をなくす。視覚で、嗅きゆう覚かくで、聴ちよう覚かくで、触しよつ覚かくで、味覚で、身体に染しみ込んでくるすべてのものが、ただの物質となる。そこに生命はない。

　それを奪うばうことも捨てることもできる。獣けものの、瞬間。

　何度となく刃が閃ひらめき、何度となくそれを同じ場所で受け止めた。その間にも、男の叫さけびは続く。

「悪あく魔まと呼ばれた貴き様さまが、ただなぶられるだけか!?──俺おれはここにいる。あと少し。貴様を殺しにすぐ追いつくぞ」

　風が聞こえる。激はげしい息づかいの中に。時間が終われば、あとでそれが言葉だったことに気づくのかもしれない。だが今はない。考えることも、悩なやむこともない。

　とうとう、男の放った切っ先が骨を滑すべり、弾はじかれた。

　同時に踏ふみ込む。

　短たん剣けんを持った男の腕うでを摑つかまえる。短剣を奪うばおうとしたのだが、男は咄とつ嗟さにそれを手放して地面に落とした。それはあきらめて、摑まえた腕をひねり上げ、折る。男は逆さからわなかった。男の腕があり得ない方向へと完全に変形する。が、関かん節せつの折れる手て応ごたえがない──のみならず、男は極きめられた腕で、自分と対等の力を発して押おし返してくる。

「……関節が柔やわらかいのが特技でね」

　男はさらにあり得ない方向に腕をねじると拘こう束そくを解とき、逆にこちらに両手首を摑み返してきた。力比べの形になる。腕わん力りよくでは拮きつ抗こうした。ひびの入った骨が、軋きしみをあげる。

「貴様は呪のろわれた殺し屋だ。そして最強の戦士だ。誰もが貴様を知っている──誰もが貴様を忌いんでいる！」

「アァァァァァァァァァー！」

　叫んだが、それは悲鳴ではなかった。まだ獣の時間は続いている。

　吼ほえる。威い嚇かくではなく、叫びでもなく。咆ほう吼こうの続く限り、時間は続く。

　摘つみ取るように、刈かり取るように。時間は激しく消しよう耗もうされていくが、今はまだ続く。

　骨格の内側で、内臓が蠢うごめいている。全細さい胞ぼうが沸ふつ騰とうし、その恍こう惚こつに満たされ、彼女は自分の手から失われた鋼はがねのことを忘れた。己おのれの肉体以外には標的しかいない。

　どこから始まったのか──

　そんなことを思い悩むこともない。

　いつ終わるのか──

　それを思いつくこともない。

　流れない時の瞬しゆん間かん。

　無の一点。

　絶対殺人武器はここにある。

　標ひよう的てきを探さがして、彼女は目を見開いた。

　眼前の敵てきの顔に、額ひたいを打ち付ける。

　二度、三度、何度となく、杭くいを打つように打ち続ける。不意に、頭ず突つきが空から振ぶりした。男は眼前から消え、背後に回っている。左手ははなしていたが、右手は摑つかまれたままだった。そのまま今度は自分の腕うでが、逆方向にねじられて自由を失う。

　不意をつかれ、力んでいたこちらの力をも利用された。栓せんを抜ぬくようにあっさりと、肩かたの関節が外はずれる。密みつ封ぷうされた容器に空気が入り込むような、未練たらしい音が聞こえた。

　だが無む視しする。

　今度は、彼の力をこちらが利用する番だった。左腕を肩の上から背後へと回す。予測していた場所ぴったりに、的まとがあった。親指を敵の眼球に突つき刺さし、そしてそれを手がかりに、頭ず蓋がい骨こつを摑む。

　爪つめの間に粘ねん着ちやく質しつのものが挟はさまり込む。眼がん窩かの奥おくにある筋肉が動くのを、指で察しながら、あとは叫さけぶだけだった。

「アァァァァァァ！」

　敵の身体からだを背負い、前面へと落とす形で投げ飛ばす。男の身体は思いの外、派は手でに飛んだ──

　一瞬だけ、視し線せんがあった。男は笑っていた。片目を失って、血の糸を虚こ空くうに引きながら、なにかを嘲あざけって笑っていた。

　悲鳴もなく。音もなく。男の身体は丘おかの向こう、崖がけ下したへと転落していった。

　そして……




　風の中。

　獣けものの瞬間が終わり、人にもどった時。

　ぼろぼろになった身体を引きずるようにして、彼女が最初にしたことは、落とした剣けんを探さがすことだった。

「まだよ……まだ」

　流れ落ちる涙なみだをぬぐうにも、脱だつ臼きゆうし傷きずついた肩には腕を支える力も残っていない。

　涙なみだが止まらなければ、嗚お咽えつを繰くり返す喉のども、唾つばを吞のみ込む舌も、止めようがない。

「まだ……終わらない」

　彼女は静かに独ひとりごちた──

　憎にく々にくしく、ただ一言。名前を。

「精せい霊れい……アマワ！　追いつめる……までは……」







　第四章　ヘブンズ・ドア

　　　　　（開けて進む）







　鐘かねの音よりも激はげしく鳴り続ける雨の音で、目を覚ました。風はない──砂を流すような、美しい水の楽がく。硬かたい木の寝しん台だいの中で開きかけたまぶたを再び下ろして、彼女は雨音に聞き入った。

　心ここ地ちよい。だが煩わずらわしい。眠ねむりに誘さそわれて、それに抗あらがうことを数回、繰くり返す。自分で思っていたより長い時間かもしれなかったし、そうでないかもしれない。

　夢ゆめは見なかった。これは希け有うなことだったが、たいしたこととも思えなかった。自分の身体からだの温ぬくもりを感じる。暖あたたかい。呼こ吸きゆうが吐と血けつで詰つまることもなく、底冷えするような恐きよう怖ふも、痺しびれるような感覚の鈍にぶさもない。

　痛みはあった。身体からだが動かない。どこがということもなく、指一本動かせそうにはなかった。

　その安らぎは、死を連れん想そうさせた──そのため、静せい寂じやくを破ることには躊ちゆう躇ちよを覚えた。結局、眠りを遠ざけるには目を開いていることが一番良いと気づいて、抵てい抗こうするまぶたを押おし開く。震ふるえる焦しよう点てんがかろうじて映し出したのは、見るからに薄うすっぺらい天てん井じようだった。雨をそらしきれずに、大きな雨あま漏もりの染しみをいくつも作っている。一番大きな染みは、地図のようにも見えた。

（ここは……どこ？）

　首の筋まで傷いためたらしい。動かそうとすると身をすくませるような痛みが走ったが、なんとか部屋の中を見回そうとした。自問する。ここはどこだ？　自分はどこにいなければいけない？　眠る前、自分はなにをやっていた？

　最後の問いにだけは、簡単に答が出た──皮肉に顔を歪ゆがませる。眠る前。決まっている。身体からだが動かせなくなるような大おお怪け我がを負うようなことをしていたのだ。

　刹せつ那な、記き憶おくがもどってきた。

　咳せき込む。嵐あらしが小こ舟ぶねを翻ほん弄ろうするように、上下左右に脳が揺ゆれた。なにをしていたか。殺人の感かん触しよくが手のひらにもどってくる。肉をえぐり血を吸すった、不ふ快かいきわまりない感触。口の中にたまった唾だ液えきを床ゆかにこぼして、不意に、その床が眼前に大きく広がるのを悟さとった。

（ちぃ──）

　毒づく。

　吐はくために、暴あばれすぎたらしい。寝しん台だいから転げ落ち、顔面から床に激げき突とつする。小さからぬ衝しよう撃げきに、身体が悲鳴をあげた。それでもまだ胃い袋ぶくろが痙けい攣れんして嘔おう吐とを誘さそっている。呼吸が止まらなかった。涙なみだが鼻び孔こうの奥おくにしみる──

　寝台の中で感じていた暖かさも、シーツからこぼれた床の上では、おぞましい震えに化ばけた。なにもかも止まらない。

（発ほつ作さが……）

　終わらないと思えた痙攣も、呼こ吸きゆうを繰くり返すごとに少しずつ──本当に少しずつ、収おさまっていった。どれだけの時間のたうち回っていたのか。分からなかったが、ようやく落ち着いて意識を回復させた時には完全に寝台から落ちて、床で寝ねている。死人のように凍こごえた身体は、雨漏りのせいで床にたまっている水たまりに浸つかって、さらに冷えた。

　冷たさのせいで痛みは感じにくくなっていたが、身体中に傷を負っていることは間ま違ちがいないようだった。じっとりと、重い精神を持ち上げて、うめく。

「なにやってるの……？　わたしは……」

　両腕うでを、見えるように顔の前まで上げる。簡単な添そえ木ぎと、包帯に巻かれた腕。完全に折れているわけではないらしく、かろうじて指は動かせた。痛みもそれほどひどくはない──発作とともに訪おとずれた頭痛ほどには。

　奥おく歯ばを折ったような偏へん頭ず痛つうが、鼓こ膜まくと喉のどを圧あつ迫ぱくしていた。

（……また何日か、これに耐たえるわけね）

　嘆たん息そくし、あきらめて、ひとつひとつ負ふ傷しようを確かく認にんする。着ているのは、胴どう衣いの下に着ていた肌はだ着ぎだが、患かん部ぶを見るためにあちこち切り裂さかれている。あの日──何日前かは見当がつかないが──のまま、血と泥どろに汚よごれていた。肋ろつ骨こつに沿うような脇わき腹ばらの傷きずには布と包帯が当ててあった。それほどの深手でもなかったのか、あるいはこまめに布を替かえてもらっていたのか、それほど血を吸った様子もない。膝ひざの傷も、改めて手当てされている。細かい切り傷や擦すり傷はほとんど無む視ししてあった。肩かた関かん節せつは、意識があるうちに自分で接骨したような記き憶おくもあったのだが、定さだかではない。なんにしろ、今ははまっていた。完全に肩を上げられるようになるには、やはりしばらくかかるだろうが。腫はれ上がった肩口から、湿しつ布ぷ薬やくの臭においがする。

　頭痛が苛いら立だちを誘さそったが、それでも慎しん重ちようにならざるを得なかった。部屋の中を見る限り、ごく普ふ通つうの民家のようだが、この村の基準では、大きめの屋や敷しきと言えるだろう。この村の……

（……どの村ですって？）

　自分の思いつきに訝いぶかって、直感の出所を探さぐる。ごく自然に、自分のいる場所について想像がついていた。両手を使わずになんとか起きあがって、窓の外を見る。窓がある部屋にいるということは、少なくとも自分は監かん禁きんされているというわけではないのだろう。窓といっても都会にある屋敷のようにガラスがはめ込んであるはずもなく、そこから雨が吹ふき込んでなおさら床ゆかを水みず浸びたしにしていた。その窓から見えたのは──

（なるほど）

　考えてみれば、当たり前だった。

　窓のすぐ外に、地面がえぐられた跡あとがあった。大地にも吸収し切れないほどの膨ぼう大だいな力を叩たたきつけられ、丸く陥かん没ぼつした破は壊かい跡。あの銀色の巨きよ人じんが拳こぶしを叩きつけた時、できた傷跡だろう。

　まだ、村から出ていない。村外れで気を失った自分を、誰だれかが発見してくれたのだろう。

「まずいわね」

　口の中で、独ひとりごちる。あれだけの騒そう動どうだ──しかも黒こく衣いの死体を隠かくす時間も余よ裕ゆうもなかった。結局あの巨人とベスポルトの娘むすめがどうなったのかは分からないが、事後処理にでも辺へん境きよう警けい衛えい兵へいが大たい挙きよしてやって来るに違ちがいない。あるいは自分がどれだけの時間、気を失っていたかにもよるが、もう既すでに来ているか。

　彼女の手配書は帝てい国こく全土に配られているはずだった。警衛兵のひとりが気づけば、ただでは済すまない。

（この身体からだで……逃にげ切れる？）

　その疑問に意味がないことは分かっていた。逃げないわけにいかない。逃げるしかない。身体の好不調は関係ない。

　窓に近づき過ぎていた──というより、前方に倒たおれかかっていた。かぶりを振ふって、バランスを取る。雨が顔にかかった。顔を拭ぬぐう手が、他人のもののように震ふるえている。

「……ん？」

　と、ふと気づいた。寝ねていた寝しん台だいの下に籠かごがあり、記き憶おくに馴な染じんだ赤い布が丸めて入っている。もしやと思って引っ張り出してみると、やはり彼女のマントだった。

　マントだけではない。服も胴どう衣いも、マント留どめも、ベルトポーチも入っている。剣けんと鞘さやも、邪じや魔まにならないよう奥おくにしまい込んであった。

　少なくとも、悪意のある隠かくし方ではなかった。続く頭痛の中で、考える。

（どういうこと……？　こんな武器を見ても、わたしがどんな人間だか想像つかないの？）

　罠わなにかけられているような理り不ふ尽じんに警けい戒かい心しんを刺し激げきされながら、とりあえずミズーは剣けん帯たいを身につけようと手を伸のばしかけた。と──

　ふと、指先は別のものへと向かっていた。マント留め。獅し子しのレリーフを取り上げると、埋うめ込まれた水すい晶しよう檻おりをのぞき込む。白い光こう沢たくが、暗い部屋の中で光ともいえない光を反射していた。

　精せい霊れいが封ふうじられている印しるしである、緑色がかった影かげは映うつっていない。もとより、精霊が自力で水晶檻にもどることなどできはしない。術者が檻を開かなければならない。自分が封じた記憶がなければ、精霊が水晶檻に入っているはずもない。

（ギーアは……滅ほろんだの？）

　窓の外へと駆かけ寄る。雨は無む視しした。身を乗り出して外を見回すが、炎ほのおの欠片かけら、火の粉の一筋も見あたらなかった。なにもない。唇くちびるを嚙かんで、部屋の中にもどる。

（名前をつけてから、わたしのそばを離はなれることなんてなかった。あの巨きよ人じんの一いち撃げきで……滅んだの？）

　情景を思い起こそうとして、頭を抱かかえた。巨人に飛びかかる獣じゆう精せい霊れい。一撃で、炎と化し砕くだけ散った。

　あの獣精霊が打ち破られたことなど、知る限り一度もない。前例などなかった。推すい測そくするしかない。考えるしかない。考えて……そして。

　ミズーはうめいた。滅んだとしか思えない。最強無比の精霊を、容易たやすく消し去ったのだ。あの巨人は。

　無言で、装そう備びを身につける。服と、胴どう衣いと剣けん帯たい、ポーチと着けていって、最後に──躊ちゆう躇ちよはあったものの、マント留めにマントを通して羽は織おる。歯の間から唇の肉を解放してからなお、ぶつけどころのない憤ふん懣まんに奥歯がこすれた。

　部屋から出ようと扉とびらに向かいかけて、思い直す。窓から出るほうが良い。

　廊ろう下かから足音が聞こえてこなければ、すぐに飛び出していたところだった。

　動きを止める──足音は、この部屋に近づいてきているように聞こえた。古い造つくりのこの家に、大げさに軋きしみ音が響ひびいてきている。

　すぐにも窓から出ようとも思ったが、この身体からだでは、そう機き敏びんに動ける自信もない。飛び出しかけて、背中を向けた状態で扉を開けられるというのも、ぞっとしなかった。観念して、扉のわきに移動する。ドアが開いても、陰かげとなってすぐには発見されない位置に身を潜ひそめて、ミズーは響いてくる足音の数を数えた。

　すぐに扉は開いた。思っていた通り、それほど広い家でもない。

　声が聞こえてくる。

「お？」

　死角になっているためこちらからも見えなかったが、声は老人のものだった。

　が、誘さそい出されるような格かつ好こうで前に出た姿は、老人というほど年かさの男でもない。だがひとりなのは間ま違ちがいなかった。服装からすると、隠いん居きよというわけでもないらしい。無む論ろん、武装もしていない。

　危険はない、とミズーは踏ふんで、剣けんの柄つかから手をはなした。危険があったとして、剣に頼たよってどうにかできるほどの握あく力りよくが今の自分にあるという確信もなかったが。

　男は左右に視し線せんを振ふり──そしてようやく、こちらを発見した。完全装備で死角にいたこちらの意図もすぐに分かったのだろう。敵意がないことを示すように両手を広げて、言ってくる。

「おうおう……目が覚めたのか。良かった。本当に、見つけた時は死んでるかと思ったんだ。ひどい怪け我がだった」

　と、悲ひ壮そうに表情を曇くもらせて、

「大勢が死んだよ。まったくだ。生きていて、あんな事故を二度も見ることになるとはな。ついてない」

「二度？」

　思わず、聞き返す。男の顔が、さらに陰いん気きを濃こくした。

「前にもあったのさ。あんなことがな。精せい霊れいを宿やどした子供なんて……やっぱり、村には必要なかったんだ。災わざわいになるだけだ」
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　最後のつぶやきは、悲ひ嘆たんに暮れてほとんど聞き取れなかった。

　男の年ねん齢れいは、四十と見積もった。そしてまた、敵意も見あたらない。手当てをしてくれたのはこの男だろう──それだけ見立てると、ミズーはまた問い返した。

「どれくらい死んだの？」

　こちらの不作法に眉まゆも動かさなかったところを見ると、男が打ちひしがれているのは本当のようだった。肩かたを落とし、なにかを数えだしたが、その不ふ毛もうさに気づいたのだろう。途と中ちゆうでやめてかぶりを振ってみせた。

「大勢さ。村人たちを集めて点てん呼こを取ればはっきりするだろうが、そんな気き丈じようにできんよ。だが、村長としては役目を果たすべきなのかもしれん」

　この男は村長らしい──つまりここは、村長宅ということだろう。この男のほかに家族の気け配はいも感じられないが、あるいはあの巨きよ人じんに殺されたか。

　だとすれば、男は十分に気丈だったといえる。途方に暮れてはいるが役目までは忘れていない諦てい観かんの眼まな差ざしで、あとを続けた。

「とにかく、ひとりやふたりの犠ぎ牲せいじゃない。黒衣が村に来ていたのを見たという村人もいる」

　その単語を聞いて、ミズーは身体からだを固くしたが、村長に他た意いはなかったらしい。探さぐりを入れてくる気配もなく、嘆息混じりに言ってきた。

「いやあ、あんたも災さい難なんだったな」

（災難……？）

　一いつ瞬しゆん意味を摑つかみ損そこねたが、すぐに分かった。どうやらここの村人たちは、ベスポルトの娘むすめを加害者に、ミズーをそれに巻き込まれた被ひ害がい者しやと解かい釈しやくしているらしい。

（……わたしが黒衣に追われていたところを見ていた村人がいたはずなのに）

　それを指し摘てきする者がいれば、まさか彼女を被害者とは見ないはずだった。その場合、目を覚ますこともなく殺されていただろう。

（目もく撃げき者しやは、あの巨人に……都つ合ごうよく殺された、ってこと？）

　いちいち偶ぐう然ぜんがつきまとう。

　彼女は顔をしかめた。つまるところ、守られているというよりは、愚ぐ弄ろうされている。そうとしか思えない。

　村長が、こちらの表情に気づいたようだった。なんとか、単に悲ひ惨さんな事故に出くわして悲痛にしているだけに見えてくれと念じながら、ミズーは声をあげた。

「でも事後処理に、警けい衛えい兵へいが来るでしょう？　この騒さわぎの大きさなら……」

「ああ、のんびりと何日かしたら、来るだろうさ。その間、死んだ村民は雨ざらしというわけだ。気力のある者は、家族の遺い体たいだけでも弔とむらったようだが」

「何日くらい──何日くらい経たったの？　あの……事故から」

　ミズーが聞くと、男はさらに疲つかれを感じたのか、部屋の真ん中にある寝しん台だいに腰こしを下ろした。背中を丸めて肘ひじをつくと、村長は最初に見た印象よりいくらか老ふけて見えた。

　またなにかを数えるように視線を宙に這はわせ──そして今度はきちんと数えたらしい。村長は頼たよりなげに答えてきた。

「あんた、何日も眠ねむってたってわけじゃない。わしらだって、何日も愚ぐ痴ちだけ言ってたわけではないよ。精せい霊れいが現れたのは、一昨日のことさ。あんなことがあった後、一晩震ふるえて、なんとか片づけようと思ったら、この雨だ。一日降り続いてる」

「今は朝？　夕方？……ごめんなさい。長く眠っていてから起きると、どうしても勘かん違ちがいしてしまうでしょう？」

　視線を気にして言い訳したのだが、彼にとってはどうでも良いことのようだった。なにかを投げる仕草をして、うめくのが聞こえてくる。

「朝だよ。実にうんざりする朝だ。昔むかし、ハリスコー夫妻の墓はかを掘ほったのもこんな朝だった。いい人たちだったんだ。村民があれほど怒おこっていなければ、ちゃんと墓ぼ標ひようのある寝所を建ててやれただろうに」

　男のつぶやきは上の空に、ミズーは頭痛と戦うようにして計算していた。あの騒そう動どうが起こってから、四十八時間も経たっていない。遣つかいがどれほど急いでも、まだふもとの街まで着いているかいないかというところだろう。ならば、まだ警衛兵を警けい戒かいする必要はない。

　改めて、村長を見やる。彼は怯おびえの混じった眼まな差ざしで、こちらを見ていた。

「一応、手当てはしたんだが──いや、あんたのことだよ。なにぶん村がこの有あり様さまで、医者もおらんしな。たいしたことはできなかった。すぐにもここを発たちたいという様子だが、そのほうがいいかもな。街まで行けば、医者がいる」

「村に医者がいない？」

「ベスポルトという医者がいたんだが、行ゆく方え不明だ……まあ、あの子供の一番近くにいたのはあいつだったろうからな。死んどるだろう。恐おそらく」

（ベスポルト・シックルド打だ撃げき騎き士し……）

　いや、元打撃騎士か。

　その名前を思い出して、ミズーは口を開きかけた。が、こちらがなにを言うより先に、男のほうから言ってくる。

「あんた、ベスポルトのことを村人に聞いてまわっていたそうだね。まあ、外の人間がこんな村に興味を持つとしたら、ほかにないか……」

　彼は、またなにか黙もつ考こうを始めた。今度は数えるべきものなどなにもないはずなのに、それでも数えているように見える。

「あの男がなにかしら秘密を抱かかえていたことは、わしにだって分かっていたさ。おおかた、帝てい都との軍人だろう。隠かくしていたようにも見えなんだな……だが、聞きもせんかったから、確かな話ではないよ」

　と、片目だけをこちらの腰こしに──腰の剣けん帯たいに投げて、あとを続ける。

「あんたも、そんな大層な武器を持ってきたところを見ると訳ありなんだろう。奴やつに関かかわりがあるとすると、やはり軍人か？──いや、まあ、答えんでもいいさ。どうでもいいことだ。もう全部、終わったんだ」

「遺い体たいの片づけがあるんでしょう？」

　ミズーは静かにつぶやいた。腕うでの添そえ木ぎに触ふれて、包帯の位置を直しながら、

「わたしは怪け我がを治さないとならない。終わったことなんてひとつもない」

　分かったこともなにひとつない。

　男に言いながら、自分で虚むなしく認める──多くのものを失ったというのに、得えたものはほとんどない。

　結局のところ、自分に向かって告つげたことだったからだろう。男は聞いていなかった。ひとり、ぶつぶつと独りごちている。

「ツケなんだよ。昔のツケだ。代だい償しようを払はらわにゃならんかった。わしらはなにもしなかった……ただ待っていた。いずれ帝都から助けが来て、ベスポルトとあの娘むすめを跡あと形かたもなく消し去ってくれると期待して、何年も。馬ば鹿か馬鹿しい。実際に黒衣が来たら、この通りだ……ツケだったんだ……」

「ベスポルトは行ゆく方え不明……として、あの娘はどうなったの？　やっぱり行方知れず？」

「いや。生きのびた警衛兵が、ふもとの街に連れて行った。復ふく讐しゆうしようと言い張る者もいたんだが、止めたよ。村からいなくなってくれさえすれば、それでいい……どのみち、そんな気力の残ってる者なんていやしないんだ、本当は」

「そう」

　興味のない返事をしながら、聞かなければならないことを探す。だがわざわざ考えるまでもなく、どうしても聞かなければならないことがあった。

「あの」

　それでもこの問いを避さけていたのは──認めざるを得ないが──、気が進まなかったからだった。ミズーは嚙かみ跡の残っている唇くちびるの内側に歯を当てて、血の味を吸ってあとを続けた。

　血ではなく、嫌いやな味が口に広がるのを感じながら。

「わたしが倒たおれていた場所の……崖がけ下したに、もうひとり、誰か倒れていなかった？」

「いや？」

　返事は予想通りのものだった。

「とはいえ、ちゃんと調べたかと言われれば、どうか分からんな。心当たりでもあるのか？　見落としがあったかもしれん」

「いえ、いいの。いなかったんならそれで」

　胸の中が、虫の巣のようにざわついていた。髪かみを搔かきむしりたくなるのを、必死でこらえる。

　顔を上げて、ミズーは告げた。

「もう行くわ」

　と、立ち去ろうとして、思い出す。息をついてから、彼女は改めて村長を見やった。

「ありがとう。助けてくれて。いずれ借りは返す」

「気にすることはないさ。もう欲ほしいものなんぞないよ。禍か根こんは絶たったんだ。もう村に災わざわいはない。犠ぎ牲せいは大きかったが……」

　彼にとってなにか欲しいものがあるとしたら、それを肯こう定ていしてもらうことこそがそうだったのかもしれない。

　分かっていたが、ミズーはあえて無む視しした。彼に背を向け、部屋から出ていく。

　見送りはないまま、玄げん関かんまでたどり着いた。扉とびらを開ける。雨が村の惨さん状じようを、縦に塗ぬりつぶしていた。それでも雨の色にごまかされることもなく、破は壊かいされた家、地形を変えた道、むしろをかけられただけの無数の膨ふくらみが、あちこちに点在している。

　だがそれは、それだけのものに過ぎなかった。村長は、もうこれで災いはすべて終わったと思っている。彼がそう思っている限り、その通りなのだろう。彼はもう悩なやまなくていい。悼いたむだけで生しよう涯がいを終えれば、それで誰も文句は言わない。

　自分はそうではない。この村を哀あわれんでいる暇ひまなどない。

　傷きずを雨にさらすのはまずいのだろうが、まさか傘かさを差して山道を歩けない。マントで身体からだを覆おおいながら、ミズーは陰いん鬱うつに顔を伏ふせた。頭痛はひどくなるばかりだった。頭を雨に濡ぬらすのは、むしろ心ここ地ちよい。そんなことよりも。

　考えなければならないことがいくつもある。彼女はそれを、ひとつひとつ思い浮うかべていった。

　ベスポルトの娘むすめは街へ連れられていった。あれだけの騒さわぎを起こして警衛兵に連れていかれたのなら極きよつ刑けいは間ま違ちがいないだろうが、いつ処しよ刑けいされる？

　あの黒衣……いや、契けい約やく者しやウルペンなる男は、どこに消えた？

　鋼こう精せい霊れいを駆かる精霊使いも、どこへ逃にげた？　ベスポルトの遺い体たいを抱かかえて。

　そして。

　アイネスト・マッジオの顔を思い出し、力の入らないはずの拳こぶしを握にぎりしめる。

（雨で良かった……）

　脱だつ出しゆつには、雨が良い。ミズーは冷たい水の中に飛び込んでいった。




「それはいくら？」

　問うと、店主は並ならべられた荷物をざっと眺ながめ──喉のど元もとにくっきりと残っている傷きず跡あとを撫なでながら答えてきた。

「金貨で半枚ってところだな」

「冗じよう談だんでしょう？」

　即そく座ざに、うめく。

　店主はにやりともしなかった。

「こいつは上等物だぜ？　精霊の視覚をごまかす呪まじないを、どこぞのうんたらかんたらな魔ま法ほう使つかいだかなんだかが施ほどこしていて」

「そんないんちき祈き禱とう師しの内職はいらないから。わたしは、普ふ通つうの服が欲ほしいと言ったの」

「なら服屋に行けよ」

　その喉のどの傷跡が、店主の誇ほこりなのであろうことは容易に知れた。ほんのわずかに急所を外はずれているだけで、死んでいないのが不ふ思し議ぎなほどの傷ではある。その傷跡をなぞっていた指を下ろし、腕うで組ぐみして、彼は不ふ機き嫌げんに口を尖とがらせた。

「なんだ、せっかく客として来やがったかと思ったら、今度は売り物にケチつけるわけか？」

「いったいどこの馬ば鹿かがこんなものに金貨半枚も出すってのよ」

　怒おこるというより呆あきれて、ミズーはその、それこそどこぞのうんたらかんたらな草の汁しるで染そめたというどす黒い服を見やった。服とはいっても作業着のようなもので、表面に白っぽい粉が浮ういている。店主はこれを儀ぎ式しきに使ったチョークの粉だと言い張ったが、どう見ても黴かびだった。

　着れば全身がかぶれそうな代しろ物ものである。うんざりして、手て振ぶりでそれを引っ込めるように促うながした。

「普ふ通つうに着られるものはないの？　女物とは言わないから……服が要いるのよ。今着てるのは穴だらけで」

「だから、うちは服屋じゃねぇんだ」

「じゃあ包帯と、消毒用のアルコールは？　まさかないってことはないわよね」

「辺へん境きよう医い師し組くみ合あいからのお達たつしで、そいつは医師状を持ってない客には──」

「ここはなにを売ってるの！」

　癇かん癪しやくをぶつけるも、店主は動じなかった。わがままな客には慣れているとばかりに鷹おう揚ような手つきでこちらの意気を押おさえると、

「服を買いたい奴やつは服屋に行く。医者が欲しけりゃ医者屋に行く。金が足りなけりゃ金屋に行くのさ。この世に売ってないもんなんざないんだ。で、あんたは俺おれのとこにいる。服屋に行きゃいいものを、わざわざ俺のとこにいる」

「足あし下もとを見ようってわけ？」

　つぶやきながら、わずかに身体からだを引く。

　この街に数人しかいない精せい霊れい取とり扱あつかい業ぎよう者しやのひとりであるその男は、元ハンターとしての経歴を物語る傷きず跡あとだらけの顔をにやけさせた。店内には精霊狩がりに用いる道具や装そう備びが並んでいるが、ほかの客の姿はない。

　店主はテーブルの奥おくにある椅い子すに腰こし掛かけたまま、肩かたをすくめてみせた。

「その様子じゃな」

　と、視線で示す。

　つられてというわけではないが、ミズーは自分の身体を見下ろした。言われるまでもないことではあったが。一応マントで身体を覆おおっているものの、血と汗あせと泥どろにまみれた格かつ好こうは、あの村のままだった。あちこち傷だらけで、見るからに不ふ審しんではあったろう。

　黙だまって、店主の言葉を聞く。彼は、ほんの少し言葉を止めて、ゆっくりと考えるようにしてあとを続けた。

「この前ここに来た時とはえらい違ちがいだ。なにがあったんだか知らないが、ただごとじゃねぇな。噂うわさじゃ、高地の村で強大化した精霊が暴あばれて被ひ害がいが出たとか……」

「ただの噂でしょ」

　即そく座ざに告つげる。が、店主は鼻で笑ってみせた。

「とも言えないね。俺の同業者には、無む免めんもちらほらいるからな──不ふ思し議ぎなもんで、俺たちは共存してる。連中は情報に聡さとい。いわく、昨日あたりからどうも警衛兵どもが不自然に騒さわいでるんだそうだ。ベスポルトが居着いてるハンター基地に、なにかの事故の事後処理に行くとか。大人数でな。ところであんた、この前、ベスポルトのことを聞き込んでいったよな？」

「……もどって来るんじゃなかったわね。別のところに行けば良かった」

　うめく。

　彼は声を立てて笑った。

「弱みにつけ込むつもりはねぇよ。実際にどんなことがあったんだかまでは、まだ知らんからな。だから、マントの下で剣けんを握にぎるのはやめてくれ」

「…………」

　とりあえず言われた通りにする。精霊取扱業者に横のつながりがあるのならば、別の業者を当たったところで同じことだろう。ならば、聞くしかない。

　神しん妙みように、相手の言葉を待つと、彼は満足げにうなずいた。いかにもハンター然ぜんと野や卑ひに笑えみを強めると、例の呪まじない服を机の下にしまい込む。さすがにもう売る気はないのだろうが、儀ぎ式しきの効果は疑っていないらしい。恭うやうやしい手つきで丁てい寧ねいに畳たたんで箱に収めている。

　顔を上げて、彼は言ってきた。

「俺が言いてぇのは、回りくどいことはすんなってことさ。需じゆ要ようがあれば商売できる。そいつが分からねぇ馬ば鹿かは一生儲もうからん。せっぱ詰つまった客は大だい歓かん迎げいさ。言えよ。なにが入り用なんだ？」

「まずは服」

　即そく答とうする。店主は苦笑した。

「本気で服屋にまで警衛兵の目がのぞいてるとでも思ってんのか？」

「あまり出歩いて、人に顔を見られたくないの。この怪け我がじゃ、医者は論ろん外がいだしね──通報されないわけがない。治ち療りようする道具があれば、自分でやるわ」

　手て札ふだを見せたくはなかったが、仕方がなかった。口早に説明すると、彼は一応納なつ得とくしたのだろう。

「分かった。服はカミさんにでも頼たのんで買ってきてもらおう……変な顔すんなよ。俺に女物の服を買ってこいってのか？　あと必要なものは？　言うほどひどい怪我なら、素人しろうとの治療でごまかすのはよせよ。口の堅かたい医者ならいるぜ。値は張るが」

「……全財産を使って買いたいものがあるから、手が回らないと思うわ」

「うん？」

　怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた店主に、ミズーは囁ささやいた。

「攻こう撃げき的な精せい霊れいを手に入れることはできる？」

　彼の沈ちん黙もくは予想していた──余よ裕ゆうたっぷりだった態度が剝はげ落ちるのを眺ながめながら、彼の視線の先に、硬こう貨かを一枚見せつける。ずっとブーツの奥おくに隠かくしておいた秘蔵の一枚だが、取って置きというよりは、手に入れてからこんな時でもなければ使い道がなかったというほうが正しいかもしれない。

「ジルオージラの旧きゆう皇こう帝てい貨か。もちろんイミテーションだけど、製造年代は噓うそじゃないわよ。材質も本物と同じ、最高品質の水黄金。決して汚よごれないし、傷つかないし、透とう明めい度ども損そこなわれてない。足りない？」

「フェイクでないのなら、まあ足りないとは言わないが」

　急に落ち着かない様子で首の周りの汗あせを拭ぬぐい始めた彼に、ミズーは続けた。硬貨を手の中に引っ込めて、

「なるたけ近いうちに欲ほしいの」

「近いって、どれくらいだ」

「二、三日以内」

　告げる。と、彼はうろたえて声を荒あららげた。

「ふざけるな」

　怒おこったというわけではないらしい──場合によっては話に乗ってくるつもりはあったのだろう。よほど狼ろう狽ばいしたのか、舌が回っていなかった。

　ミズーは相手の言葉を避さけるために、いったん自分の背後にある硝しよう化かの森もり用の防ぼう護ご服ふくを見やった。壁かべに吊つるされて、力無く怪かい物ぶつがぐったりとしているようにも見える。間合いを外はずしてから改めて、向き直った。

「必要なのよ。どうしても」

　が、店主の態度がそれで変わるわけでもなかった。

「どうしたところで、ふざけるな。無む理りなもんは無理だ──攻こう撃げきに使うとなりゃ、少なくとも実体化してるような精せい霊れいだろ？　そんなもんは、年に何匹びきも出回りゃしない」

　不可能を断言する己おのれ自じ身しんに、店主としてのプライドが傷きずついたのか、彼はごまかすように言い直してきた。

「だいたい、あんた精霊使いなのか？」

「……そうよ」

　躊躇ためらいはあったが、うなずく。

　今度は彼が間合いを外そうとした──椅い子すに背を預あずけ、天てん井じようを見上げてから、うめくように言う。

「本当に？　なら、実体化した精霊がどれだけ危険なものか知らないわけじゃないだろう。精霊そのものも危険だが、いいか、辺へん境きように興味を持たない帝都が、精霊業者に限って免めん許きよ制せいにして管理しているのは、つまるところは捕とらえるに難しい有ゆう形けい精霊を、ひとつでも多く軍に確保したいからさ」

「でもそれに逆さからう需じゆ要ようがあるから、地下の精せい霊れい取とり扱あつかい業ぎよう者しやが存在するのよね？──それが分からない馬ば鹿かは云うん々ぬんって大口を聞かされたばかりなんだけど」

　揚あげ足あしを取られてむきになって反論してくるかと思いきや、店主は思いのほか冷静だった。そらしていた目を半分だけこちらに向けて、低く囁ささやく。

「もしあんたが帝都の密みつ偵ていなら、俺が危険にさらされる」

「逃にげ口こう上じようを探さがすのはやめて。わたしはこれと同じものをもう一枚用意できる」

　もう一度硬こう貨かを見せるが、店主は急速にそれに対する興味を失ったように、また横を向いた。はったりを見破ったという様子ではない。が、見込みはないと悟さとって、ミズーは嘆たん息そくした。

　店主はそれを裏付けるように、のろのろと言葉を続ける。

「……服と装そう備びは用意しておく。医者も手配しておこう。明日、またここに来るんだ。隠れられる場所はあるのか？」

「それくらいはなんとかするわ」

「分かった。期待に添そえなくて悪かったな」

「気にしないで」

　一応の愛あい想そうだけは見せて、ミズーはきびすを返した。




　街に変化があったわけではなかった。実際、数日前に訪おとずれた時から、違ちがいがあるはずもない。

　近きん隣りんの村からの交こう差さ交こう易えき点てん。それ以上の価値が、この街にあるわけではない──少なくとも、地図上においては。住民にとってはまた違った意味合いもあっただろう。住み難にくい街には見えなかった。大通りは通行人で埋うまっている。こんな辺境の都市にしては物資に不足している様子もない。

　歩きながらミズーは、自然と道の端はしに寄った。無理せずに速度を落として進みながら、街まち並なみを眺ながめる。

　人混みの中は不ふ思し議ぎと落ち着いた。汚よごれた彼女の格好に、奇き異いの目を注いでくる通行人もいないことはないが、すれ違えばそれっきりで二度と会うこともない。それは心ここ地ちよい関係だったが、気がかりが胸の中を支配していた。

（……あの業者、精霊を手配してくれるかしら）

　見立てでは、見込みはないと思えた。だがそれでも、ほかにあてはない。都市の陰かげに潜せん伏ぷくする、本当に地下の取扱業者を探す時間はなかった。

（せめてちゃんと身体からだが動けば、ね）

　だが、怪け我がが癒いえるまで、それこそ時間がかかりすぎる。

　ミズーは、ある地点で大通りから角かどを曲がった。途と端たんに人通りが少なくなり、そしてひとけのない路地を通り抜ぬけ、さらに乾かわいた区画に出る。人の気け配はいが感じられないのは、極きよく端たんに住宅が少ないせいもあるだろう──その区画の入り口に、不格好な四角い建物があった。

　赤い壁かべ。風雨に汚よごれて、赤茶けてくすんだそれを洗う者もいない。表に回れば窓もあるのだろうが、彼女が見上げている壁へき面めん、建物としては裏となるその側は、のっぺりと平たく壁に隙すき間ますらない。ただ地面のあたりに、格子入りの小さな隙間がいくつかあるだけだった。

　あたりに人がいないことを確かめてから、順番にそれをのぞき込む。そこからは地下室の内部が見えた。隙間は明かり取りのためのものだろう。ほとんどなにもない、石組みの部屋である。三部屋あるが、そのどれにも、人はいない。

　苛いら立だたしく思いながら、腰こしを上げる。両手が使えないとなると、しゃがむだけでも重労働だった。建物を見上げ、そして、すぐにその場を離はなれる。もう少し探さぐりたいが、長居はできなかった。

　警衛兵詰つめ所しよ。街にはいくつもこんな建物があるが、そのひとつだった。調べた限り、ベスポルトの娘むすめが連行されたのは、ここの詰め所らしい。だが、地下の拘こう置ち所しよには、娘の姿はない。

（どういうこと？　逃にげようとして殺された？）

　あるいは逃げるまでもなく殺されたということもあり得る。だが、それならそれで噂うわさになりそうなものだった──たとえ辺へん境きようでもこの規模の都市では、裁さい判ばんなしで子供を処しよ刑けいするのは容よう易いなことではない。

　詰め所から十分に離れて、ミズーは振ふり向いた。路地に入り、詰め所の建物は見えない。が、壁を見通すようににらみ据すえる。

　時間がなかった。詰め所は今、あの村で起きた騒そう動どうの事後処理のために人員を出して、手て薄うすになっている。それでも警衛兵たちは数日のうちにもどってくるであろうし、そうなれば、自分のしようとしていることが難しくなる。それを認めて、彼女はうめいた。

　戦えない自分の身体からだのかわりに、精せい霊れいが要いる。詰め所に警衛兵が何人残っているのか分からないが……

　と、思考を中断する。

　頭痛がひどさを増ましていた。

（身体を休めないと）

　自分に言い聞かせる。手配しておいた宿やどへの道順を思い出しながら、ミズーは歩き出した。傷きずで重い一歩を、引きずるように踏ふみ出す。

（今のままじゃなにもできない……）

　刹せつ那な。

「なんでもできる身体が欲ほしい？」

　唐とう突とつに呼び止められて、ミズーは振り向いた。通り過ぎたばかりの場所、数秒前までは絶対に誰もいなかったはずの場所に、それは立っていた。

　気け配はいを絶たって近づいてくるというだけのことならば、それが不可能ということもない。が、隠かくれる場所もない長い路地の前後を見回して、ミズーは背筋に悪お寒かんが走るのを意識していた。だが、そんなことよりも──

（なんなの……？）

　狼ろう狽ばいを隠すことはできなかった。後ずさりして、背中が壁かべに当たる。強く叩たたきつけられたような心ここ地ちで、ミズーは息を吐はいた。ほんの一いつ瞬しゆんだが、傷の痛みも頭痛も忘れる。感じるのは、腸はらわたのねじれる冷たさだけだった。

　視し界かいの真ん中に立つその声の主──女だった──を見つめ、ミズーは完全に言葉を失った。だが女は、気にすることもなく、自然に言ってくる。
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「ここにあるわよ。わたしと替かわればいい」

「誰だれ！」

　ミズーは、叫さけんだ。だがその問いに、自分で答えていた。

　そこにいるのは自分自身だった。いや、違ちがう──

　違う。彼女は繰くり返しうめいた。真しん紅くのマント。赤い髪かみ。マントの裾すそからのぞく剣けんの鞘さや。似ているが、自分ではない。自分はここにいる。

　女は、まるでこちらを哀あわれむように、優やさしく笑って見せた。

「分かるでしょう？　あなたと同じ顔を持っているのは……」

「違う！　そんなわけがない！」

　分からないまま、反射的にミズーは叫んでいた。マントを跳はね上げて、剣の柄つかを摑つかもうとする。手首を固定する添そえ木ぎと包帯とが、無理に曲がって突つっ張った。そのせいで感覚が変わったのか、右手は剣を摑み損そこねた。

　もう一度、手で探さぐる。が、剣はなかった。わけが分からずに見やると、そもそも腰こしに剣がない。剣帯の留め具がちぎれたのか、足あし下もとに鞘ごと落ちている。

（こんなことに気づかなかったっていうの……？）

　信じられずに、うめく。その時には、眉み間けんに尖とがったものが突きつけられていた。

　微び動どうだにできなくなったこちらに、まるで剣先が語ってくるかのように……女が告つげてくる。

「わたしと替かわればいい」

「さっきからいったい、なにを言ってるの」

「疲つかれてるのなら休めばいい。わたしと替わればいい」

「わたしは休まない！」

　叫ぶと同時、ミズーは身体からだを投げ出すように、横に跳とんだ。

　突き込まれてきた剣が、こめかみをかすめる。地面に転がって追つい撃げきを避さけると、ついでに落ちていた剣を拾った。起きあがって抜ばつ剣けんする。敵は真正面にやや離はなれて、抜ぬき身の剣を片手に提さげたまま、こちらを見ていた。

　赤みがかったブラウンの瞳ひとみが、柔やわらかく穏おん和わに色づいている。よく見れば、自分とその女とは、それほど似ているところもないように思えてきた──その女が持っているのは自分のものより細身の剣で、人の肉を斬きれる代しろ物ものにも見えない。それ以外の武ぶ装そうもないようだった。言うまでもなく、水すい晶しよう檻おりの埋うめ込まれたマント留めもない。ただ髪かみの色だけは、混ざれば分けられないほどに自分と同じ色だった。

　対たい峙じしたまま、無言で呼こ吸きゆうを重ねる。剣を抜いたものの、どうしたら良いのかは分からなかった。斬りかかったところで、剣を振ふることができるかどうかおぼつかない。

　そうしているうちに、身体を動かしていたおかげで忘れかけていた頭痛が、またぶり返してくる。音を立てずに、舌打ちした──この頭痛があるうちは、念ねん糸しも紡つむげない。

　女が、笑った。

「そんなに弱ってたらなにもできないでしょう……」

　嘲あざけりではない。

　それがことさらに癇かんに障さわった。相変わらず剣は重いが、撃うち放つべく踏ふみ出す。

　が。

　その瞬しゆん間かん、空が暗くなった。闇やみへと閉じこめられる圧あつ迫ぱく感かんに、身体を止める。なんとはなしに連想したのは、猛もう禽きんにさらわれる獲え物ものの姿だった。突とつ如じよとして太陽を遮さえぎる翼つばさが影かげを落とし、その影の中に入れられる。その時には、運命は決している。

　自分の上をなにかが飛び越こえていく。直感的に、それを悟さとった。見上げると、路地の壁かべを飛び越えて、真しん紅くのマントがはためいていた。

（さっきから、これはなんなの……？）

　たちの悪い冗じよう談だんにつきまとわれている。そう思えた。路地の壁を、自分の頭上を飛び越えて、彼女と敵てきとの間に着地したのは、またひとり、自分にそっくりの女の姿だった。

　どう出るべきか──

　というより、どう出れば良いのか。成り行きを見ても大だい丈じよう夫ぶなのかすら定さだかと思えず、動けない。

　最初に現れた女以上に、次に出てきたほうは改めて観察すればそれほど自分とは似ていなかった。身体からだを覆おおう真紅の布に、そこからのぞく抜ぬき身の刃やいば。共通点らしい共通点といえばそれだけで、こちらは髪の色も違ちがう。正面の敵──なのか？──を注視しながら、ほんのわずか肩かた越ごしにこちらのほうにも視線を投げてきた。三十代の半なかばというところか。紫むらさきの色味を含ふくんだ黒くろ髪かみと、同色の瞳ひとみ。平らに引き結ばれた小さな唇くちびるの端はしからは、気むずかしさが感じられた。

　その唇が、わずかに開いた。

「……ミズー・ビアンカ？」

　それは呼びかけではなく、問いかけだった。こちらを確かく認にんしているのか。ミズーは一歩下がると、剣を構かまえた。自分の名を確かめようとしてくる相手というのは経験上、敵だった。賞金を狙ねらう兵法者か、敵かたき討うちかは分からないが。

　が、違った。もとよりそれは、自分に対しての問いかけではなかったらしい。

「間違いないよ。決まってるだろう？　こんな時、意い気き消しよう沈ちんしてるほうが本物だって」

　自分ではない誰かが、答えた。

　その声は──

「アイネスト！」

　黒髪の女が飛び出してきた壁かべの上から、顔の上半分だけを出して場を眺ながめているその男に、ミズーは叫さけび声をあげた。

「やばっ」

　あわてて、金きん髪ぱつの頭が壁に引っ込んでいく。

　追いかけるつもりで、ミズーは身体をそちらに向けた。その眼前を、銀光が横切る。

　刃やいばを渡わたして行く手を遮さえぎったのは、黒髪の女だった。もともと見せていた右手の剣けんは、もうひとりの女に突つきつけて、いつの間にか左手で抜いていたもう一ひと振ふりの剣──正確には丈たけの長い鉈なたか──をこちらに向けていた。

　黒髪の女を睨にらみ付ける。と、彼女はもうこちらを見ずに言ってきた。

「やめなさい。彼は殺せない。わたしたちが何度試ためしたと思う？」

（わたし……たち？）

　聞き返すより早く。

　黒髪の女が、飛び出していった。分ぶ厚あつい二本の剣を振るって、赤髪の女へと襲おそいかかる。極度に狩かりの能力を発達させた昆こん虫ちゆうのような動作で、無む駄だなく、だがシンプルに刻きざみつける。

　だが幾いく条じようもの太た刀ち筋すじを、剣のひとうねりだけでそらし、赤い髪かみの女は後こう退たいどころか前進した──斬きり結んでいるその相手の横を、多少煩わずらわしげな視し線せんを傾かたむけるだけで通り抜ぬけ、こちらへと近づいてくる。

　女はあくまでも、自分を見ている。見もせずに二本の鉈なたをしのいでいる──いや、気楽に避よけている。ぞっとしながらミズーは、己おのれの剣を握にぎりしめた。痛みに顔をしかめ、武器を落としかける。

　と、その赤髪の女と視線が合った。彼女は息も切らさずに言ってきた。

「ほら。なにもできない」

　そして初めて、その女は攻こう撃げきしてくる鉈のほうへと視線を向けた。

　見ていて、避けなかった──剣を鞘さやに納めながら、赤髪の女はその剣撃を受けた。左の肩かた口ぐちから首までも達するところまで、鋭するどい刃やいばが突つき刺ささる。彼女はその時だけ無表情に顔をしかめた。ただそれだけだった。鉈の威い力りよくに身体からだを傾かしがせ、ひざを少し曲げたものの、倒たおれもしなかった。

　そのまま、両者の動きが止まった。傷口から武器が抜けないのか、黒髪の女も剣を敵に埋うめ込んだままじっとしている。特に驚おどろきはないようだった。致ち命めい傷しようを受けた女が、それまでと変わらない声を発しようとも。

「できるのは、どちらかひとつだけ」

「ひとつ？」

　額ひたいに浮うかんだ汗あせを意識しながら、ミズーは聞き返した。顔だけではない。全身に冷や汗がにじんでいる。いきなり見せられたこの殺し合いは、なにひとつとしてまともなところがなかった──と、殺し合いと思いついて、はっとする。あたりを見回した。ここは警けい衛えい兵へい詰つめ所しよに近い。

（騒さわぎはまずい……）

　もっとも、なにがどうだというのだろう。ミズーは苦く笑しようした。馬ば鹿か馬鹿しい。これが殺し合いか？　通りがかりに見て理解できる者などいるのだろうか？

　だが女は動かないまま、それが自然の理ことわりだとばかりにあとを続けてきた。

「選びなさい。わたしか、この女か。この状態なら、今のあなたにも殺せるでしょう？」

　動けない女ふたり。

　見比べて、ミズーはひたすらに笑いたくなっていた。それでも剣は手放さなかった。切っ先を上げる。どちらかを選べというのも愚おろかしいが、その答えを自分が持っていたわけでもない。

（それでも……！）

　剣を構えて、力を入れる。不意に、声が聞こえてきた。

「ミズー！　それの声に惑まどわされるな！　ぼくを信じて！」

　アイネストだった。また壁かべの上から、あわてた顔を見せている。

　ミズーは即そく座ざに目標を変えて、黒くろ髪かみの女に剣先を突つき立てた。

　少なくとも、そのつもりで突つきを放はなった。が、黒髪の女は微び苦く笑しようを漏もらすと、自分の鉈なたを手放し後ろに飛び退のいてそれをかわした。もう一本残った剣を右手に持ち替かえ、構え直している。

「……ひどいよ」

　傷きずついたようなアイネストの声が聞こえたが、ミズーは無視した。重い物が地面に落ちる、鈍にぶい音に向き直る。赤髪の女の肩かたに突き刺ささっていた鉈が、まるで弾はじき返されるように抜ぬけ落ちていた。刃やいばには血の跡あともない。女の肩にも、それらしい傷は見あたらなかった。

（なんでも……できる身体からだ）

　女の言ったことを思い出して、ミズーは腰こしを落とした。剣は通じないかもしれない。だがそれでも全力で突く以外、自分にはなにもない。

（なにも……できない身体）

　それもまた、その女の言ったことだった。

　女はこちらを見て、笑った。今度もまた嘲あざけりではない。だが今度はまた優やさしくもない。

　挑いどむような、そして挑む時には既すでに勝ち誇ほこっている強きよう烈れつな眼まな差ざし。それは、はっきりと鏡に映うつった自分の姿を思い起こさせた。

　彼女は、最後に告げてきた。

「あなたはわたしを手に入れて、わたしはあなたを手に入れる。わたしとあなたに境界なんてない」

　そして、消え失うせた。

　なにひとつ、微み塵じんも残さずに姿を消した。残像すら網もう膜まくにない──瞬まばたきしても、それまでそこにいた姿を思い出せないほどに、それは跡あと形かたもなく消えた。傷つけることなく落ちた鉈だけが、そこに残る。

　その鉈が、動いた。見ると、いつの間にか黒髪の女がそこに近寄って、自分の武器を拾っている。アイネストはまた隠かくれたのか、壁の上に姿がない。女が剣を自分の鞘さやに納めるのを待ってから、ミズーは声をあげた。

「いったい、なにが──」

　瞬しゆん間かん、女に殴なぐり倒たおされた。

　意識を失った身体からだだけが壁まで吹ふき飛び、叩たたきつけられて地面に落ちる。

　何秒後にか。目を覚ますと、痛みがあった。倒れている自分の前に、女が立っている。起きあがって立ち向かわなければならないというのに、身体は動かない。視線に射すくめられ、地面に縫ぬいつけられたように……動けない。

「ミズー・ビアンカ」

　アイネストは壁をなんとか乗り越こえようと、できもしない懸けん垂すいに苦心していた。それでも顔だけ壁の上に出して、言ってくる。

「別に悪気はないんだよ、本当に。でもなんていうか、こうするよりほかないんだ。話を聞いて欲ほしいっていう、ただそれだけなんだけどね──うわっ」

　手が滑すべったのだろう。にやけた学者の顔が、急に消えた。また派は手でな物音を立ててから、壁にかじりつき、顔をのぞかせる。

「だからね、つまりなにが言いたいのかっていうと、なにはともあれ今はぼくが君を助けてあげたわけだし、そのあの、そんなに睨にらまなくったって、君が怒おこってることは十分に承しよう知ちしてるつもりで、ええと」

「その壁乗り越えてみなさいよ。嚙かみちぎってやる」

「またそういう怖こわいこと言って。でも、話……聞いてくれるよね？」

「わたしの聞きたいことだけを話すのならね」

　動けないまま、袋ふくろ入いりの芋いものように身体ごと黒くろ髪かみの女に抱だきかかえられ──ミズーは、せめて感情だけで毒づいた。







　第五章　リップス・ブラッド

　　　　　（言葉が試ためすので、彼女は流血する）







　目立たなかったはずはないのだが、不ふ思し議ぎと誰だれにも見とがめられることなく、運ばれた先はそもそもミズーが手配していた宿やどだった──彼らに捕とらえられた場所から、それほど離はなれてもいない。詰つめ所しよでなにか動きがあればすぐに駆かけつけられる距きよ離りをわざわざ選んだのだから、当たり前ではあるが。

　宿には主人もいない。もとは酒場になっていたのだろう一階は、積み重ねられたテーブルと椅い子すに、さらに埃ほこりが積もっている。出入りを誰何すいかする者もいないうえ、客室の扉とびらの鍵かぎもろくにかからない──何度も破られては直すのを繰くり返しているうちに、そもそも掛かけ金がねが馬ば鹿かになったのだろう──そんな宿だった。特に金を払はらわなくとも勝手に潜もぐり込んで寝ねていたところで分からないのではないかという気もしたが、日に一度は見回りが来るらしい。宿代はそのバウンサーに払はらえと、この宿を斡あつ旋せんしてくれた客引きは言っていた。そんなことで商売が成り立つものなのか大いに疑問ではあったが。

　客室まで案内もしなかったというのに、その黒くろ髪かみの女とアイネストは迷わずにミズーが使おうとしていた部屋まで進んでいった。女に持ち上げられて運ばれながら、途と中ちゆう、何度となく抵てい抗こうする隙すきをうかがっていたのだが、自分の身体からだを武器もいっしょに軽々と抱だきかかえるような相手に、今の状態で太た刀ち打うちできる自信がなかったのも認めざるを得なかった。それでも、当面の脅きよう威いであるその女を観かん察さつすることは忘れなかった。女はそれに気づいていて無む視ししているのだろうが、素そ知しらぬ顔でこちらの視線を受け流している。

　細められた、冷たい瞳ひとみ。化け粧しよう気けのない口元は、やはり冷れい淡たんに引きつっている。抱き上げられて分かったが、年ねん齢れい差さの分、体格は少し自分より小さいくらいだろう。鍛たん錬れんを重ねたたたずまいは、歩き方にも現れている。

　部屋に入り、ベッドの上に手て荒あらに放ほうり投げられて、ミズーは悲鳴をあげた。落ちた拍ひよう子しに身体の下した敷じきにしてしまった手首を押おさえながら抗こう議ぎしようと顔を上げると、彼女より先にアイネストがうめいていた。

「彼女をもっと大事にして欲ほしいんだ、ジュディア」

「この子がわたしたちの仲間であれば、苦痛に耐たえる方法を知っているはず」

　女──ジュディアと呼ばれた──はそれだけ言うと、部屋の入り口まで下がって壁かべに背を預けた。腕うで組ぐみし、こちらを眺ながめながら続けてつぶやく。

「ましてや、最後の子供なら、そうでないとね」
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「ミズーはなにも知らないんだ。可哀かわい想そうな子なんだよ」

「わたしに同情しろって？」

　言うまでもなくさほど広い部屋ではないが、扉とびらの向こうを警けい戒かいするように顔をそむけた女の横顔は遠くに思えた。冷れい笑しようとすらいえない淡たん泊ぱくな笑えみを浮うかべ、それもすぐに消す。

　なにかを言いかけたアイネストを、今度は自分が遮さえぎって、ミズーは声をあげた。

「同情されるいわれなんてない！」

「君はそう言うだろうと分かってたし、どっちかというと君のほうが正しいんだろうって思う。無ぶ礼れいは謝あやまるよ」

　アイネストはそう言うと、肩かたをすくめた──神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいの印が入った彼の長衣が動きに合わせて音を立てる。衣きぬ擦ずれの音を聞いて初めて、そんなものが聞こえるくらいに静かなのだとミズーは意識した。

　その男の言葉は沈ちん黙もくの中で、唐とう突とつにその水面を乱した。

「君はぼくに、イムァシアのことを話してくれたことがあるよね」

「…………」

　ミズーはベッドの上でなんとか体勢を整ととのえながら、相手を見み据すえた。これはそれなりに困難なことだった──寝しん台だいはせまいうえに、天てん井じようも低い。それでもマントで身体からだを包み、その下で剣けんの柄つかに手をやる。

　そして、視し線せんだけは外はずさずにかぶりを振ふった。

「なにかの勘かん違ちがいでしょ。聞いたことがない」

「隠かくさなくていいんだ。君がそれを誇ほこりにしていないのはもっともだし」

「知ったふうなことをいちいち──」

　荒あららげて、叫さけぶ。だが吐はき出した息は荒くとも、あとが続かなかった。詰つまったまま対たい峙じしていると、アイネストが前に出てくる。ほんの半歩。本当はもう少し近づこうとしたのかもしれないが、視線で牽けん制せいするとそこで足を止めた。

「……どうも、話を聞いてくれる雰ふん囲い気きじゃないみたいだ」

　同情を引くつもりか、眉まゆ尻じりを下げて言ってくる。

　ミズーは冷たく囁ささやいた。

「あなたが現れてから、なにからなにまでおかしくなったわ」

「君のルール通りにいかなくなった？　ああ、それはぼくのせいじゃない」

　手のひらをこちらに向けて、彼がうめく。

　が──

　話をしながら、ミズーが気にしていたのは黒くろ髪かみの女だった。確かジュディアと呼ばれていた。会話に加わる様子もなく、だがしばしば、殺気にも似た気け配はいの横やりを入れてきている。赤のマントが気になっていた。武ぶ装そうを隠すために、あるいは道中の暖だんを取るためにそれを身につけるのは別段珍めずらしくもない。

　ミズーは自分のマント、同じく真しん紅くのマントを内側から指で撫なでた。特に意味があってこの色だというわけではない。いや。

　目を閉じて浮うかぶ色。暗雲を染そめる狂くるった緋ひの色。色といって思い浮うかべるのは、常にその色だった。その女が身にまとっているのも、自分と同じあの赤い空の色。ぞっとしながら、独ひとりごちる。

（この女も……あの色を知っている？）

　ただの偶ぐう然ぜん。

　片づけてしまえば簡単に片づけられるその一言を無む視しして、ミズーは自分の直感を反はん芻すうした。

　と。

「……君と戦いたがっているものがなんなのか。君はまるっきり分かってない」

　意識が会話へともどったのは、愛あい想そ笑わらいを浮うかべたアイネストの吐いた言葉が、耳に引っかかったからだった。

「分かっているわよ」

　睨にらみ付けて、答える。意識の闇やみをよぎったのは、蛇へびの表情を浮かべた男の顔だった。黒こく衣いになりすました敵てき──

「いや、分かってない」

　アイネストは断言してきた。

「ミズー、桎しつ梏こくを脱だつするためには鍵かぎがいるんだ」

「なにが言いたいの。遠回しにされるのは気に入らないんだけど」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言ったところで気に入らないのは同じだと思うよ。ぼくのことが嫌きらいなんだろう？」

　自分で言って自分で傷きずついたように、彼は胸のあたりを手でさすった。そして、背後のジュディアに目め配くばせしてから、こちらへと向き直る。

「そろそろ日も暮れる。とりあえず、一晩休んだほうがいいよ。君は疲つかれているだろうし、ぼくも話すべきことを整理したい」

「話すべきことと、話さないことを整理するんでしょう？」

「ミズー」

　いつになく強い口調で名前を呼ばれて、ミズーは眉み間けんに力を入れた──はっきりと、それは不快だった。

　だがアイネストは退ひかず、そのまま続ける。

「ぼくの話を聞けば、君は強い力を手に入れることになる」

「強い、力……？」

　聞き返してから、それが物もの欲ほしげに見えたかと後こう悔かいした。それを埋うめ合わせようと厳しい眼まな差ざしを作ったが、どのみちアイネストは飛びつきもせずに自分の言葉だけを続けた。

「それは本当に強大な力だ。帝てい国こくとも戦える。黒衣を恐おそれなくていい力だ……君ひとりでは絶対に手に入れられない力。君はそれを自由に使う権けん利りを得るんだ」

　まるで定てい型けいの挨あい拶さつのように、諳そらんじている詩しい歌かの一部のように、彼はそれを唱となえた。

「かつてアスカラナンが帝国と戦うために使った力……そして今も使っている力」

　力……ちから……

　それが魅み惑わく的に聞こえないかといえば、否いなだった。

　ミズーは眼前にいる優やさ男おとこの芝しば居いがかった口調に騙だまされかけている自分を認めて苦く笑しようすると、釘くぎを刺さすようにうめき声をあげた。

「なんのことを言っているの？　いいから、分かりやすく話せと言ってるでしょう」

「組織という力のことを、話しているのさ」

　アイネストがそれを言うのと、動どう揺ようするようにジュディアの肩かたがわずかに動くのがほとんど同時だった──彼女も彼がなにをしゃべるのか、予想していたということか。あるいは同じ内容の話を聞いたことがあるのか。

　根こん拠きよはなかったが、後こう者しやに思えた。

　ミズーは視線をアイネストにもどした。彼はそれを待っていたらしい。息をつくと、あとを続けた。

「だからぼくは慎しん重ちようになるんだよ。君がそれを得えた時、なにを考えるのか予想がつかない。とても危険なことになるかもしれない」

「そんなものは必要ない！」

　怒ど鳴なる。この話はあまりにも馬ば鹿か馬鹿しい。意味のないことをいちいちもったいつける学者に苛いら立だって、拳こぶしを固める。骨から指先へと走る麻ま痺ひの痛みと、それに呼応する頭痛とにうめいた。

　それを見下ろして──アイネストがわざとらしい安あん堵どの溜ため息をついてみせる。

「もし本当にそうなら、ぼくは慎しん重ちようになる必要なんてないわけだね」

　そして、すぐに言い直してきた。

「でも、帝国の……そのほんの一部分でしかない黒衣と戦っただけで、君はどうなった？　思い知ったんじゃないかな」

　別にこの男に苛さいなまれているわけではない──

　そのことを自分自身に言い訳して、ミズーは奥おく歯ばを嚙かみしめた。敗北を感じる必要などない。負ふ傷しようにうめいているだけだ。

　思い出した苦痛が通り過ぎるのを待ちながら、彼女はようやく声を出した。

「あなたが言っている組織っていうのは、神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいのことじゃないでしょうね」

「だとしたら？」

　致ち命めい的な弱点を突ついたつもりでいたため、彼のその平静な態度は意外ではあった。だがそれでもミズーはそのまま、嘲あざけりの声を大きくした。

「馬ば鹿かげてるわ！　あんなもの、本ほん棚だなから本も下ろせないような学者の集まりでしかないでしょう」

「それは一面では正しい。ミズー・ビアンカ」

　彼は素す直なおに認めると、一歩下がって両手を広げた。降こう参さんというよりは、ここで取りやめという仕草だろう──彼は時間を気にするように窓の外を見やると、いつもの軽けい薄はくな笑えみを浮うかべた。便利な仮か面めんのように。

「話しすぎたかな。あとは明日に取っておこう。分かっていると思うけど、ミズー、逃にげようとしても、彼女が君を監かん視ししてる」

　言いながら、背後のジュディアを示す。彼女はなんの反応も見せなかったが、聞いていないということもなさそうだった。

　ミズーは脅きよう迫はくの声をあげた。

「あなたが吞のん気きに眠ねむりこけてる間に敵てきをひとり始末するなんてのはわけないことよ」

　女に向けて言ったつもりだったのだが、答えてきたのはアイネストだった。あまり真まに受けた様子もなく片目を閉じて、

「別にここで武器を取り上げたりはしない。ジュディアは手て練だれだよ、ミズー。あと、言葉のあやを真に受けるのは野や暮ぼかもしれないけど」

　と、一いつ拍ぱくおいて付け加える。

「ぼくは眠れないんだ。一いつ睡すいもできない。特に強いマギを持ったマグスには、ままあることなんだけどね……マギの修得をしていくうちに、必要ななにかを失ってしまうというのは」

　それだけ言い置き、彼とジュディアは連れだって部屋から出ていった。




　──あれは誰だったのだろう？

　暗くら闇やみの中、寝しん台だいに寝ねそべって、ミズーはひとり疑問を浮かべていた。

　わたしと替かわればいい。あれはそう言った。

（あの声……どこかで聞いたことがある。つい最近……つい最近よ）

　あれを思い起こすと、なぜか心は空くう虚きよになった。敵てき対たいしたというのに、怒いかりも侮ぶ蔑べつもなにも沸わいてこない。なにかに打ち消されるように、ただ平らかな面がどこまでも続いていく。耳の奥おくに、果はてしない音が聞こえてきているようでもあり、だがそれがどんな音なのか聞き取ることができない。

　見えない天てん井じようを見つめる。部屋は闇に閉とざされている。カーテンなどついていなかったので、適当に板を積み上げて窓を塞ふさいでおいた。板のもとは壊こわされた家具だったようだが、別になんでもいい。ただ光を遠ざけておきたかった。なにも見たくはないし、なにも聞きたくはない。それでも闇の中で目を凝こらしてしまうし、沈ちん黙もくの中で耳をすませてしまう。街中だというのに静かだった。野の良ら犬いぬの遠とお吠ぼえさえ聞こえてこない。

　自分と似たような格好をして、自分とまったく同じ髪かみを持っている女。ジュディアと仲間かなにかなのか──とも思ったが、昼のあの接せつ触しよくを考えて、それは自分で否ひ定ていした。なにかがまったく異なっていた。異なるなにかがあった。

　それよりも、あれの声をどこで聞いたのか。そのほうが気になった。

「なんでもできる身体が欲ほしい？」

「ここにあるわよ。わたしと替かわればいい」

「分かるでしょう？　あなたと同じ顔を持っているのは……」

　あれの言葉を──いや、あれの声を思い起こす。

　意味の分からない言葉など、考えてもそれこそ意味のないことだった。だが、あれの声をどこで聞いたのか、それを思い出すことができれば。ミズーは目を閉じた。目の前とまぶたの裏、同じ闇の色。だが目を閉じればその暗がりに、赤い色が渦うず巻まいてくる。

　赤い……空。赤く躍おどる色。なにもかもを吸い込むような、深い……深い炎ほのおの竜たつ巻まき。火の色……イメージに手がかりを感じて、ミズーは夢む想そうの中に漂ただよった。

　火。燃えさかる火か炎えん。

　焼き尽つくされる破は壊かいの中、居い並ならぶ五人の男たち。こちらを見つめている……

「……ちは……ちを……した！」

「過あやまちを犯おかした！」

「御み遣つかいの言葉が……始まってしまった」

　そうだ。あれは、自分の発した声だった。

　夢ゆめの中で吐はいた、言った覚えのない言葉。自分ではない自分の声。

　それと同じだった。

（……どういうこと？　あれは、わたしの夢の中から這はい出してきたとでもいうの？）

　疑問に思いながら、ミズーは身を起こした。部屋の中を見回す。暗くら闇やみの中、時間を測はかるなにかがあったわけではないが、それでも身体からだは分かっていた。

　真夜中。そろそろ時間だった。




　夜の街に出ると、待っていたのは皓こう々こうと照る月、そして乾かわいた夜や気きだった。

　あたりを確かめながら、踏ふみ出す。宿やどから一歩。二歩離はなれても、近づいてくる足音のひとつも聞こえてはこない。肌はだに触ふれてくる気け配はいも感じない。警けい戒かいは解とかないが口こう蓋がいの上に溜たまっていた息をついて、ミズーは早足に歩き出した。

　あてがあったわけではないが、とりあえず足は昼に会っていた精せい霊れい取とり扱あつかい業ぎよう者しやの店へと向いていた──頼たのんでおいたものを手に入れなければならない。夜のうちに押おし掛かけてそれがそろっているかどうかは分からないが、なければないでまた別口を当たればいい。

　身を隠かくす場所が必要だった。今度こそ、マグスの目からも逃のがれられる完かん璧ぺきな場所を探さがさなければならない。あてがないのは、つまり具体的にどういった場所に行けば良いのか、思いつかなかったからだが。

　街を離れずにそれを探すのは、相当厄やつ介かいだと思えた──が、ベスポルトの娘むすめを残して街を出ては意味がない。

　あの娘が、ベスポルトの考える切きり札ふだなのだとしたら、死なせるわけにはいかない。少なくとも、あの巨きよ人じんを封ふうじている水すい晶しよう眼がんだけでも確保しなければならない。

　夜の街。温ぬくもりを感じることのない冴さえた月光の下を泳ぐように進む。見上げても水面のない水の底、それが夜だった。誰も魚ほど自由にはそこを泳げない。這いつくばる貝や蟹かにが──啄ついばまれることを恐おそれながら砂にもぐっていく。あるいは、啄まれる運命も想像できずに砂に吞のまれていく。

　いつか、誰もが砂の下に消えたら……

　そこは清せい浄じような世界に変わるのか。それは馬ば鹿かげた考えだと、ミズーはあっさりと否定した。夜はもとより静せい寂じやくで、大空をも満みたして圧あつ倒とうし、人のことなど一ひと欠片かけらたりとも考えてはいない。夜は人のことなど知らない。自みずからと地面の間に挟はさまっている小さな生き物のことなど考えたこともないに違ちがいない。人が虫を知らないように、夜もまた人を知らない。

「……それでも人は夜を崇すう拝はいしてしまうんだよ、ミズー」

　静寂を破る声に、ミズーは足を止めた。

　驚おどろきはなかった。宿を出るまで妨ぼう害がいがなかったことに拍ひよう子し抜ぬけしていたほどだった。剣けんの柄つかに手をかける。傷きずの痛みは気にしなかった。

（もういい加か減げん慣れないとね……ぐずっている暇ひまなんてない）

　鞘さやから刀身を引き抜ぬこうと力を入れたところで、声は続いた。

「夜という巨きよ大だいなものを恐おそれて、敬うやまい、恋こいこがれてきたんだ。人は闇やみを遠ざけるために、手に入れた財産のほとんどを食いつぶしてきた。油を買って灯あかりを作り、壁かべと天てん井じようで周りを囲い、犬を飼かった。家族を増ふやして養い、家の近くに誰も近づけないよう柵さくを立てた。彼らの努力の向こう側から人を嘲あざ笑わらう、得え体たいの知れないものと戦い続けてきた。人はそれを夜と呼んだり、闇やみと呼んだりした。それの正しい呼び名は……未み知ちだ」

　長い台詞せりふ──それはまさしく芝しば居いの台詞せりふじみて聞こえた──を聞きながら、ミズーは剣を抜いた。不ふ思し議ぎと、聞き流すつもりにはなれなかった。

　声ははっきりと聞こえてきているのに、その主がどこにいるのかは見当がつかなかった。それでもミズーは全方位に感覚を伸のばして集中した。同時に思いついて、懐ふところから刀身を拭ぬぐうための布を取り出す。その布を、剣を握にぎる右手の上に巻き付けた。きつく縛しばって、固定する。これならば、足りない握あく力りよくを補おぎなえるかもしれない。

「別の話をしてみようか。同じことなんだけどね。かつて、地図には空白があったんだ」

　アイネストの声は続いた。夜の街に不ふ釣つり合いな、気さくな独どく白はく……それとも他愛たわいもない噂うわさ話ばなしであれば、それは夜に相応ふさわしいだろうか？

　ミズーは分からないまま、聞き続けた。

「人が到とう達たつできない土地が……たくさんあった。人は地図の全ぜん域いきを埋うめることができなかった。高すぎる山さん岳がく、低すぎる渓けい谷こく。荒あれる海岸。遥はるかな波は濤とうの果はて。それは地図の空白となり、人はそれを恐おそれたんだ。恐れて、その空白に名前をつけた。赤い小さな警告の言葉として。それは、怪かい物ぶつ領りよう域いきと呼ばれた」

　怪物。

　なんとはなしに、アイネストが以前語った言葉を思い出した。それは人間そっくり。だが人間ではない。それはなに？──それは怪物。人間そっくりの怪物。

　つまらないなぞなぞ。問いかけたのは自分だったのだが、我われながらそう思えた。

　彼もまた同じことを思い出しているに違ちがいない。そうも思えた。ミズーはまぶたを半分下ろすと、ゆっくりと視し線せんを這はわせた。夜の路地、見回しても広くはない。道の前後には人ひと影かげがなかった。

　だが声は聞こえてくる。さらにはっきりと近づいて。

「その領域には、怪物がいると信じられていたんだ。なぜなら、そこから生せい還かんした人が誰だれもいないから。人の力が及およぶことのない悪あく魔まの獣けものが、立ち入る者を確実に破は滅めつさせる。怪物がいると信じられていたんだ」

　彼はそこで一呼吸以上の長さをおいた。

「だけどね。人はそれでもひとつひとつ、空白を埋うめていったんだ。山岳を征せいし、渓けい谷こくを探たん索さくした。そのどこにも、怪物はいなかった」

　足音が聞こえた。

　わざと音を立てたのだろう──振ふり返ると、そこに彼はいた。塀へいの上に、鳥のように立っている。

　月に近い位置でその光を背後にして、なにごともないように彼は続けた。

「さて。人々は、怪物を信じていたのに、怪物はいなかった。彼らが信じていたその恐きよう怖ふ、畏い怖ふは、どこに行ってしまったんだろう？　それは、煙けむりのように消え去ってしまったんだろうか。用よう済ずみになった瞬しゆん間かん、どこかに消えてしまったんだろうか」

　彼はいつもの内容のない笑えみで、締しめくくった。

「……そんなこと、むしろあり得えないんじゃないかな」

「怪物なんていない」

　ミズーは剣けんを構えないまま、囁ささやいた。こちらを見下ろすアイネストへと視線を突つき刺さし、断言する。

「恐おそれるべきものなんてなにもない」

「それは君自身が──」

　彼は言いかけて、そこでやめた。

　こちらも聞いてはいられなかった。現れたものがあった。

　視線を向ける。自分が歩いてきた路地をずっと、走って追いかけてくる人影があった。隠かくれもせずに全速力で、自分と同じ真しん紅くのマントをまとった剣士が近づいてくる。

　片手に鉈なたのような剣を掲かかげていた。無表情に、じっとこちらを見み据すえたまま、それは数秒も経たたないうちに接せつ触しよくしてきた。ジュディアとかいったか──女剣士はすれ違ちがいざまに剣を一いつ閃せんした。その女が走ってくる勢いと鉈の重量を、この腕うでの状態で受けられる自信はなく、ミズーは大きく跳とび退のいてそれをかわした。振り向く。女は既すでにもう一方の刃やいばも抜ぬいて、斬きりかかってきていた。

　反転は脳に頭痛の波は紋もんを広げさせた。そのめまいに抗あらがいながら、切っ先を繰くり出す。狙ねらいは敵の身体からだで、最もこちらに近い位置にある部位──剣を振るう手首だった。斬りつけてくるその女の右手首を剣がかすめ、刃が肉に引っかかる感かん触しよくが返ってくる。

　ほんのわずかな一いち撃げきに過ぎなかったが、効果は大きかった。闇やみの色と変わらない血の塊かたまりが弾はじける。ジュディアの右手から剣が抜け落ちた。

　彼女は対たい峙じしてはっきりと分かるほどに、狼ろう狽ばいしていたようだった。なにも表さなかった顔に、引きつるほどの怒いかりが浮うかんでいる。ジュディアは一歩後こう退たいすると、左手に残っていた剣を口でくわえた──空あいた手で懐ふところからハンカチのようなものを引っ張り出すと、血を垂たれ流す右手首に巻き付ける。敵が一応の止し血けつをする間、ミズーは余よ裕ゆうを見せつけるふりをしてそれを眺ながめた。実際には、反動に麻ま痺ひして震ふるえる右手首をマントの下に隠かくすのに必死だったが。

　痺しびれが取れたことを確かく認にんしてから、ミズーは聞こえよがしにつぶやいた。

「これで少しは、ハンデが埋うまったかしらね？」

　アイネストに対して言ったつもりだったのだが、見ると、塀へいの上からあの学者の姿は消えている。

　訝いぶかる間もなく、殺気に向き直った。ジュディアが左手で剣を構えて、襲おそいかかってくる。

　剣で動脈を傷きずつけることは難むずかしい──それが可能な部位は限られている。手首はその中に含ふくまれてはいなかった。よほど深く切り裂さくことができるのならば話は別だろうが、今のこの状態ではそれは望めない。ジュディアの負ふ傷しようも、そのため即そく致ち命めい傷しようではないだろうが、それでも彼女が戦える時間を相当限ったには違いない。動けば動くほどに血けつ液えきは減へり、血圧の低下はそのまま死に直結する。
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　決して大きく振ふりかぶらず、細かい斬ざん撃げきを繰くり返すのが、このジュディアの戦い方らしい。使えるのが片腕うでだけになってもそれを崩くずさなかったのは、冷静さの賜たま物ものだろう。上下に撃うち分けられた剣をなんとか両方受け流して、ミズーは舌を巻いた。確かに手て練だれだった。が、

（あの黒衣たちほどじゃ……ない！）

　剣での撃ち合いを続けるのは不利だと判断して、ミズーは体勢を低くした。ほとんど屈かがみ込むほどに沈しずんだ身体からだの上を、敵の剣が通り過ぎる。ジュディアのような隙すきのない剣士ならば、ミズーが転てん倒とうしたことは好機と見るだろう──それは分かっていた。とどめを刺さそうと踏ふみ込んでくる彼女が踏み出す位置を、ミズーは勘かんだけで探さぐり当てた。

　負傷している左足を残して、右足を突つき出す。足一本に自分の重さがすべてかかり、ふさがりかかった傷の奥おくに血がにじむのを感じた。だがそれと同時に右足のブーツの先せん端たんを、ジュディアの踏み込もうとした位置に滑すべり込ませるのにも成功している。

　ジュディアが自分の足を踏みつける形になった。右足の上にある敵の足を、そのまま思い切り蹴けり上げる。

　大きくバランスを崩くずして、剣けん士しの身体が跳はね上がった。彼女の身体が地面に叩たたきつけられるのを見ながら、起きあがる。受け身を取るためだろう。ジュディアは残ったもう一方の剣けんも手放していた。尻しり餅もちをつくような格かつ好こうで地面に倒たおれている彼女に、剣を突きつけて勝利宣告をしようと──

　剣が動かなくなった。ジュディアが左手で、剣先を握にぎっている。

　彼女がつぶやいた。

「余よ裕ゆうなんて見せるからこうなる」

　月光を青白く反射させた冷たい瞳ひとみに見つめられながら、ミズーは強ごう引いんに剣を引き抜ぬこうと力を入れた。が、相手の力の強さに、不完全な腕では対たい抗こうできない。剣を固定する布が引っかかるせいで、剣をはなして逃にげることもできなかった。

　失敗を悟さとる時間もなかった。倒れた姿勢から放ってくるジュディアの蹴けりの衝しよう撃げきが、みぞおちに突き込まれる。左腕でその蹴り足を摑つかまえようと反応はしたものの、素す早ばやく足を引いたジュディアに逆に蹴りつけられた。

（この女──！）

　ミズーは言葉にならない罵ののしりをあげつつ、左腕をかばって身体からだを丸めた。そのまま為なす術すべもなく膝ひざを、腹を、胸を打たれているうちに、いつの間にか立場は逆になっていた──動かせない剣に縛しばられた状態で、ミズーは地面に膝をついた。容よう赦しやなく内臓まで突き通る衝撃に喘あえぎつつ、うつむいて見上げるとジュディアは立ち上がっている。

　十分だと見たのだろう。彼女が切っ先を手放した。その一いつ瞬しゆんを見み計はからって、剣を突き出す。

　が、ジュディアは油ゆ断だんして剣先を解放したわけではなかったらしい。瞬時に反応して、剣のとどかないところまで後こう退たいした。落としていた剣をも拾い取っている。

　やや離はなれた場所に対たい峙じして、左手で剣を構えるその剣士の表情は、月明かりの色合いを加味してもなお釣つりがくるほどに青ざめていた──出血がそれほどひどいはずはない。少なくとも、今しばらくは。

　気を張りつめさせ、こちらの隙すきをうかがっている。そう見えた。

　彼女がなにを見ているのか。目の前にいるミズーの姿に違ちがいないのだが、負傷し、瀕ひん死しといってもいい自分になにをそこまで慎しん重ちようになっているのか、それは奇き妙みようではあった。相手の視線を浴あびながら、ミズーはゆっくりと立ち上がった。剣を右手に固定する布を外し──相手の剣の高さに合わせて、こちらも剣を構える。

　自然と、敵てきとの距きよ離りを測はかっていた。単に距離的な意味合いだけではない──辺あたりの明めい度ど、光源の位置、角度、敵の大きさ、あらゆる状じよう況きようを含ふくんで、その距離を今まで体験したことがあるか、今までに相あい対たいした敵と、その距離で対峙したことがあるのかを目もく算さんする。それは身体に染しみついた習性、いや獲かく得とくした本能だった。

　もし、自分の身体がその距離を知っていれば。この敵てきもまた死ぬ。距離を知ることは、殺人を容易たやすくする……

　その計算に時間がかかったわけではない。が、把は握あくする寸前、狙ねらったようにジュディアが半歩退ひいた。そして、

「この距離を知ってる？」

　敵が発してきた言葉に、息を詰つめた。

　同時に、ジュディアが剣を投げつけてきた。美しく回転する鉈なたが自分の眉み間けんめがけて飛んでくるのを見定めて──ミズーもまた、同じタイミングで剣を投げはなっていた。

　自分の剣が当たらないことは分かっていた。この距離は知らない。必ひつ殺さつの呼こ吸きゆうで撃うつことができなかった。なんとか身体をよじって、空を切り裂さいて飛びかかってくる敵の剣をかわす。

　かわした時に悟さとった。かわすことができた。つまり、ジュディアもまた一いち撃げき必殺のタイミングでは投げていない──これがかわされることは分かっていて投げたのだ。

（ならば！）

　相手の次手は分かっていた。体勢を崩くずして地面に倒たおれる間に、ミズーは左手でポーチを探さぐった。中から格かく闘とう用ナイフを引き抜ぬく。目を見開いて、ようやく敵の姿を確かく認にんできた時には、ジュディアはまた勢いよくこちらへと突とつ進しんしてきているところだった。

　敵の狙ねらいは、こちらのタイミングを奪うばったうえで接近し、とどめを刺さすこと。

　ジュディアは体勢を低くして駆かけ寄ってくる。落ちていたもう一方の剣を拾い上げ、それを一挙動で振ふりかぶると、垂直に振り下ろした。

　自分の肉体を分断するために落ちてくる刃やいばが、ひどく大きいものに見える。

　ミズーは地面に転がったまま、後転するように足を跳はね上げた。落ちてくる刃を、ブーツのかかとで受ける。靴くつ底ぞこが保もってくれるよう祈いのりつつ、左手のナイフを滑すべらせた。短い刃が、ジュディアの腿ももを抉えぐる。

　傷が腱けんまで達したということはあるまい──だが、痛覚がそれを勘かん違ちがいさせたのだろう。彼女は力の抜けた足に自らつまずくようにして倒たおれた。それを追いかけて、身体を回転させる。もう一度、さらに足を振り上げて、ミズーは全力でそれを打ち下ろした。

　うつ伏ぶせに、地面に顔をつけたジュディアの後頭部にブーツのかかとが突つき刺さった形で、すべてが動きを止めた。

　長い、長い息をつく。ミズーは腰こしを引きずって足をどけると、しばらく後ずさりしてから起きあがった。動かないジュディアを観察して、完全に昏こん倒とうしていることを確かめる。

　自分の剣を探そうと、投げつけたあたりを見やる。

　そこに、彼女の剣を抱かかえたアイネスト・マッジオが立っていた。

　構えと言えるような持ち方ではない──花束でも抱かかえているような手つきだった。うっすらと笑えみを浮うかべ、こちらを見ている。

「勝ったわよ」

　ミズーは言いながら、視し線せんだけで武器を探した。ジュディアは剣を持ったまま倒れている。彼女が投げつけてきた剣は、多少離はなれた位置にあった。左手の中には格かく闘とうナイフがあるが、決定的な武器とはいえない。マグスと戦った経験はなかった。それがどういった連中なのか、彼らにどういったことができるのか、見当もつかない。

　見て分かるような敵意を、アイネストが発していたというわけではない。むしろ、彼は落ち着いていた。剣を持ったまま、近寄ってくる。

「そうだね」

　アイネストはうなずいてみせた。

「君は負けない。そんなことは分かっていたさ。君はこの世において無敵の存在なんだ。ミズー・ビアンカ」

「……あてこすっているつもり？」

　毒づく。

　傷ついた身体からだを引っ張り上げるように、立ち上がる。自分の身体を引き上げる力がなんなのか、それは分からなかったが、体力やそういったものでないのは確かだった。息があがっている。激はげしい頭痛の中動き回ったことと、傷を攻せめられたせいだろう。ほんの数十秒の立ち会いに過ぎなかったというのに消しよう耗もうし切っていた。

　ごっそりとすり減へった気力と、もとから復調していなかった体力も失い、ミズーは壁かべに背中をもたれさせてなんとか身体を安定させた。アイネストは近づいてくる。彼があと数歩を踏ふみ出す間に、一いち撃げきを放はなつ力を蓄たくわえなければならない。

　アイネストは無む頓とん着ちやくに、気楽な声をあげた。

「疑うのかい？　それはそうかもしれない。確かに君はまだ完かん璧ぺきな存在とはいえない。いや、完璧には存在できていないというべきかな。実際、今も全力を使わないうちに敵を倒たおしてしまった」

「なにが言いたいの！」

　この男に向かって、何度この叫さけびを繰くり返したか──

　もはや数えるつもりもなかったが、誰かが教えてくれるのならば知りたかった。ミズーの発した声を受け流すようにほんのわずか足を止め、アイネストは言ってきた。

「獣けものの瞬しゆん間かん」

　それは自分以外、誰も知らないはずの言葉だった。

　冷たい指で心臓をまさぐられるような、痛いほどの不快感が身体からだ中じゆうを走る。実際のところ、このマグスは自分の心をどこまで探さぐったのだ──？　自問して、自答する。少なくとも今自分が思っているよりも遥はるか深くまで、この男の観察眼が侵しん入にゆうしてきているのは間ま違ちがいない。

　そして、彼がまた歩き出す。近寄ってくる。

　ぞっとしながら彼を見つめていると、彼はすらすらとあとを続けてきた。

「獣の瞬間、と君は呼んでいるんだろう？　人を殺すことの罪ざい悪あく感かんも、傷つき傷つける躊ちゆう躇ちよも、不安定な心そのものもなくしてしまう恍こう惚こつの瞬間。君は殺人の最中にそれを呼び覚まし、呼び覚ましたのならば手のつけられない存在となる」

「あんなものは……ただの妄もう想そうよ。わたしの」

　うめく。が、彼は手の一ひと振ふりでそれを否定した。

「人に話すのが恥はずかしいと思って隠かくしていたのかい？　違ちがうだろう？　君は確信してるんだ……君の身体の中に、それが眠ねむっていることを」

「一度呼び出せば歯止めが利きかないのよ！」

「そうだね。最初に出現した時には、都市ひとつを焼き払はらうまで消えなかった」

　あっさりと、言ってくる。

　目の前が白しらんでいくのを、呆ぼう然ぜんとミズーは認めた。

　この男は知っている──

　本当に観かん察さつ者しやだったのだ。なにもかもを知っているのだ。

「わたしをほうっておいて……わたしに構わないで」

　かぶりを振りながら、ミズーは後ずさりした。背の後ろにある壁かべを頼たよりに後こう退たいする。

　アイネストはそれより速く、近づいてくる。彼の言葉はさらに速く、こちらへととどいた。

「その力はね。あるいは組織の力よりも強いかもしれないんだ、ミズー。君はこの世に存在しないはずの絶対的ななにかになってしまいかねない」

　それを言う間だけ、彼は笑っていない。

「さらに力を手に入れれば、片かた翼よくだけで天高くまで飛んでしまう怪かい物ぶつに、もう一方の翼つばさをも与あたえることになる。ぼくが慎しん重ちようになる言い訳はね、それだよ。ぼくらは君を操あやつることができるわけじゃない」

　あとほんの二歩ほどの距きよ離り。彼はそこで立ち止まった。抱かかえていた剣けんを──柄つかをこちらに向けて、差し出してくる。

　受け取れということだろう。ミズーはその柄をじっと見つめた。が、もう剣けんなどどうでもよかった。剣よりも危険なものが突つきつけられている。喉のど元もとの、さらに脆もろい急所に。

　唾つばを吞のんで、視線を上げた。アイネストはガラス玉のような瞳ひとみを開いて、そこに彼女の姿を映している。それがはっきりと見えたわけではなかったが、怯おびえた自分の顔を見せられたような気がしていた。

　頭痛も忘れていた。別のものが身体からだを苛さいなもうとしている。剝はがされた秘密になにかを擦すり込もうとしている。

　ミズーは後ろに下がろうとした。が、そこに壁がなかった。支えをなくし、尻しり餅もちをつく彼女に、アイネストはあっさりと簡単に、そして無情に距離を詰つめてきた。剣の代わりに、手を差しだして、そしてなにかを言おうと口を開き……

　それが限界だった。ミズーは叫さけんでいた。

「来るなぁっ！」

　光が膨ふくれあがった。

　冷えた鉄てつ格ごう子しを思わせる縦たて縞じまの月光を押おしつぶし、閃せん光こうが夜を貫つらぬいた。それは紅ぐ蓮れんの尾おを引いて斜ななめに滑すべり、か細い学者の身体を袈け裟さ斬ぎりに両断した──ように見えた。炎ほのおを巻き上げ、ミズーの身体をも後ろへと弾はじき飛ばした。熱と衝しよう撃げきに意識を揺ゆさぶられ、目を見開くと、そこに炎に包まれた爪つめがあった。

　アイネストは進んできた距離より遠く、突き放されていた。片かた膝ひざをついて、初めて見る険けわしい表情を浮うかべている。神秘調査会の服がうっすらと焦こげて、煙けむりすらあげていた。その学者と、ミズーの間に現れたのは、巨きよ大だいな獅し子しの前まえ脚あしだった。

　前脚と、頭部の半分だけ。それが虚こ空くうより現れ、炎を爆はぜていた。

　つぶやく。震ふるえながら、ミズーはその獣けものに手を差し伸のべた。

「……ギーア！」

「無む抵てい抗こう飛行路に隠かくれて……再生していたか。破は壊かい精せい霊れいに粉ふん砕さいされたっていうのに、あと数日で完全に復活するだろうね。精霊は……本当に理解しがたい」

　火傷やけどでも負ったのか、アイネストが苦しげな声をあげた。彼の苦く悶もんに力を得たというわけではなかったが──ミズーは起きあがると、現れた獣じゆう精せい霊れいの傍かたわらまで走り寄った。途と中ちゆう、アイネストが落としたのだろう剣を拾い、鞘さやに納める。

　まだ身体の半分もない獣精霊は、彼女が近寄るとうなり声をあげた。

　この精霊の身体に触ふれたことはなかった。だが、ギーアの炎が彼女を焼かないことは知っている。指先で撫なでると、その炎の塊かたまりは確かな感かん触しよくを持っていた。細かい砂のような、心ここ地ちよい手て触ざわり。

　と──

　アイネストの声が聞こえてきた。

「その獣じゆう精せい霊れいはむしろ、君を封ふうじているように見える。君を保ほ護ごして、君の本ほん性しようが顕けん現げんすることを封じているように見える……面おも白しろいね。精霊使いは精霊を封じて使う。なのに君は精霊に封じられているんだ」

「負まけ惜おしみで、けちをつけるつもり？」

　ミズーは彼を見やると、冷たく告つげた。アイネストはようやく身を起こすと、服についた煤すすを払はらう手つきをした──実際に埃ほこりを気にしたわけではないだろうが。

　彼はこちらの言ったことを無視して、言葉を続けた。

「ミズー・ビアンカ。君は、この地上でぼくらが望みうる最大の力を持った戦士だ。君に勝てる者は存在しない。人間には」

　語りながら彼が指し示したのは、倒たおれたままのジュディアだった。ミズーも彼の視線をたどってから、無言で向き直った。

　獣精霊の不意打ちに、仮になんらかの打だ撃げきを受けていたとしてもそれを表に出さず、アイネストは平静を取りもどしているように見えた。声には力すら感じられる。

「それは人間そっくり。だが人間ではない……それはなに？　君が言ったなぞなぞだ。答えを言うよ。少なくともそのうちのひとりは、君だ」

　彼はゆっくりと繰くり返した。説いて聞かせるがごとく。

「君は、怪かい物ぶつなんだ……黒こく衣いたちと同じようにね」

「あなたがわたしをどう思おうと知ったことじゃない」

　ミズーは今度は壁かべではなく獣精霊の身体に依よって立ちながら、きっぱりと言い放った。

「わたしが人間じゃないなんてほざきたいのなら、そうしてればいい。でもわたしにはかかわらせない。それがルールよ。わたしの決めた、わたしとあなたのルール──わたしの前から永久に消えなさい」

　だが、彼もまた頑がん強きようにそれを無視してきた。

「ぼくは、イムァシアという都市のことを話してあげようと思っていたんだよ、ミズー」

「そんなもの──」

「その工こう房ぼう都市には、ひとつの信しん仰こうがあったんだ。それは世界を余あますところなく破は壊かいする剣けんを鍛きたえ上げること」

　アイネストはまた一歩進んだ。が、ミズーが退ひかずにいると、そこで立ち止まった。

「彼らはそれが可能だと思っていた。あらゆる武器に勝まさり、あらゆる策さく謀ぼうに勝り、あらゆる戦争に勝る武器。彼らはそれを、絶ぜつ対たい殺さつ人じん武ぶ器きと呼んでいたんだ」

　重々しく語る彼に、ミズーはうめいた。唾だ棄きする想おもいで。

「狂くるっていたのよ」

「否ひ定ていはしない。彼らは狂きよう気きに忠実だった。イムァシアの刀とう匠しようたちは、その武器を単純な刀剣だとは考えなかったんだ。彼らは多面的にアプローチしていた。どれだけの年月、彼らの信仰が続いていたのかは……確かじゃないけど、十年や二十年のことじゃない。帝てい国こくの歴史より古い信仰だ。あるいは、アスカラナンよりもね」

「その話は不ふ愉ゆ快かいなのよ！」

　もはや痛みも忘れて、拳こぶしを振ふる。

　だがアイネストはやめなかった。息を吸うと──それがなければ叫さけべないというほどに大おお仰ぎような仕草で息を溜とめてから声をあげる。

「彼らはその時代時代で、最も理想に近いと思われる武器を研究していた。ここ数十年で彼らが一番有効だと考えていた武器は……人間そのものだったんだ」

「それと、精霊よ！」

　彼にやめさせることはあきらめて、ミズーは声を荒あららげた。獣じゆう精せい霊れいにすがりつき、その表面に爪つめを立てる。

「精霊を使う人間こそが理想に近い。あいつらはそう考えたのよ。子供を連れてきて塔とうの中で育てた。でもね、奴やつらは愚おろかだった。その子供が育った時、精霊を扱あつかえるようになったなら、手に入れた力を使ってなにをするか──なにより先に、どうするか。分かっていなかった。わたしが思い知らせてやったのよ」

「分かっていなかったわけじゃないだろうさ。単に、彼らは狂気に忠実だった。滅ほろびを恐おそれていなかったんだ」

「なら、自じ業ごう自じ得とくよ！」

　煮にえたぎる怒いかりに呼応するように、獣精霊がうなり声を大きくした。

　いや、それは錯さつ覚かくに過ぎなかった──精霊が警けい戒かいを促うながしたのは、背後にいるジュディアが寝ね返がえりを打ったからだった。肩かた越ごしに、一いち瞥べつする。そろそろ失神状態から回復するのだろう。剣けんを取り上げておかなかった自分の迂う闊かつに舌打ちするが、仕方ない。それに、さほどの意味があるわけでもないだろう。自分の身体からだが満足に動かなくとも、今は精霊が在ある。自分以外は、この獣精霊の炎ほのおの熱気に近づくこともできない。

　彼女がそれだけ考える間、アイネストはじっと待っていたようだった。向き直ると、他ひ人と事ごとのように言ってくる。

「……こんな寂さびれた界かい隈わいでも、さすがにその精霊の炎は目立ち過ぎるね。人が集まってくるかもしれない。急いで話そうか」

　彼は胸の前で腕うで組ぐみして、わずかに顔を伏ふせた。だが声だけは、はっきりと聞こえてくる。

「取り決めがあったんだよ。イムァシアの刀とう匠しようたちと、神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいの間にはね」

「……なんですって？」

　予感があった。その嫌いやな予感に押おし上げられるようにして喉のどから漏もれた声で、ミズーは聞き返した。

　アイネストは変わらず、続ける。

「イムァシアが必要とする念ねん糸し能力を持った子供を、神秘調査会が見つける。帝てい国こくよりも早くね。そして彼らはそれを育て上げ、必要がなくなれば」

　その一言を聞いて、ミズーは腕が震ふるえるのを感じた──目に角つのを立ててアイネストを見つめるも、彼は気づかないらしい。そんなはずはないだろうが。

　言葉だけは冷れい淡たんにあとを継ついで聞こえてきた。

「その子供は、神秘調査会の管理下となる。でも君は、神秘調査会に引き渡わたされる前に──」

「黙だまりなさい」

　聞いているうちに、不ふ思し議ぎと怒いかりは冷めていった。いや、凍こごえて凍こおり付いた。

　冷れい眼がんを彼に注ぎ、ミズーはうめいた。

「じゃあ、今さらになって、取り逃にがした荷物を引き受けにあなたが現れたってわけ？」

「それは誤ご解かいだよ。それに、神秘調査会を甘あまく見ちゃいけない。君が行ゆく方え不明になろうが、見つけようと思えばいつだって見つけだせたさ。ついさっきのようにね。神秘調査会があえて君を無む視ししたのは、もっと違ちがう理由があったからだ」

「素す敵てきな話題ね」

　告つげる。

　と、彼女が精せい霊れいに攻こう撃げき命令を出す前に、アイネストは両手をあげた。

「毛け嫌ぎらいしないでくれ。神秘調査会には不ふ文ぶん律りつがあるんだ。掟おきてといってもいい。今から五十九年と二十三日前、午前四時五十八分。アスカラナンに組織が建てられた際、開かい祖そたる大マグスの決めたことさ。観かん察さつ者しやたるぼくたちは、この世界で起こる出来事に直接関かかわってはならないんだ。冗じよう談だんで従ってるわけではないよ。君に言っても理解できないだろうけど、そうしなければぼくらの目的は達成できない」

「あなたたちの目的……」

　答えを知ってながら、ミズーはつぶやいた。

　神秘調査会は、名前は知られていても実態の分からない、典型的な大組織だった。アスカラナンに本部を置き、商会の支し援えんで活動しているという。それをただの学者の茶会だと言う者もいれば、世界の裏を牛ぎゆう耳じる秘ひ密みつ結けつ社しやだと断じる者もいた。

　それが標ひよう榜ぼうする題だい目もくも、広く世に知られたものではあった。アイネストが言ってきたのも、それと同じ──

「全知識の解放。すべてを精せい察さつすること。ぼくらはそのために存在している。そしてそのためには、ぼくらは世界に対する純じゆん粋すいな観察者でいなければならない」

　彼はあげていた手を下ろし、続けた。

「だけど、世界に属して、内側から世界を観察している限り、本当に完かん璧ぺきな非ひ干かん渉しようを貫つらぬくなんて絵え空そら事ごとだよ。だからさ、ぼくらに代わって事じ象しように干渉してくれる戦士を、ぼくらは必要としてきた」

「それがわたしたち……イムァシアの子供というわけよ」

　背後から声が聞こえてきたが、振ふり向かなかった。

　それを言ってきたのはジュディアだった──意識を回復したのだろう。ミズーはただ、舌打ちした。躊ちゆう躇ちよがいけなかった。これでもう、精霊を身近から離はなすわけにはいかない。少なくとも、彼ら両方を同時に仕し留とめられる方法を考えつくまでは。

　先にジュディアを始し末まつしても良かったが、その隙すきにアイネストが逃にげる。それでは意味がない。

　憤ふん懣まんをぶつける形で、ミズーは叫さけんだ。

「だからなんなの。そんな都合でわたしが納なつ得とくする理由なんてあるの？　要はあなたたちも、同じ穴あなの狢むじなだってだけのことでしょう！」

「否ひ定ていはしない。ぼくらにもまた、忠実に従うべき理想があるということだ」

「殺してやる──」

「ジュディアも同じことを言った」

　言われて、ミズーは背後を見やった。

　そこには剣けん士しがいた。自分と同じ、あの空の色を知っている剣士。そして、あの塔とうの暗さを知っているに違ちがいない……

　ミズーは、激はげしくかぶりを振った。哀あわれむなんて馬ば鹿かげている。相手もまた、自分を哀れんでいるというのに。イムァシアの子供と、彼女は言った。

（イムァシアがわたしたちの親だとでもいうの？　家だとでも？　そんなわけがない……そんなわけが）

　奪うばわれるべきものすら与あたえてくれなかった場所。すべてを業ごう火かで覆おおうまで、通ることすらできなかったあの扉とびら。最初の一歩を踏ふみ出すまで、そこが通り抜ぬけられるということを思いもしなかった、あの扉。

「あの場所にいなかったなら……」

　声が震ふるえるのにも構わずに、ミズーはジュディアに囁ささやいた。これが泣き声に聞こえたとしても、言わずにはいられなかった。

「あの場所にいなかったとしたら、わたしがどんなふうに生きていたはずだったのか。それを想像することもできないのよ！　そこまでわたしは徹てつ底てい的に、今のわたしにさせられた──」

　ジュディアはなにも言わなかった。ただ、小さくうなずいた。

　涙なみだはこぼれなかったが、引き絞しぼられるような苦く悶もんの声だけを、ミズーは吐はき出した。彼女はなにも否定しなかった。

　──お前では駄だ目めだった。別の子供を探さがす。

　イムァシアの男の声を思い出す。彼女も同じことを言われたはずなのだ。そして恐おそらくその直後に、自分が連れてこられたのだ。あの塔とうの部屋に。自分が……自分たちが連れてこられたのだ。アストラ……

　空が見えた。月と星。炎ほのおの中にいてはよく見えない。背中へと垂たれた首の重みで自分が倒たおれかかっていることに、ようやく気づいてまた獣じゆう精せい霊れいにしがみつく。頭痛と疲ひ労ろうで、自覚している以上に身体からだが弱っている。

　アイネストの声が聞こえた。

「彼女が──ジュディア・ホーントが今まで、一度でもぼくらの言う通りに行動してくれたと思うのなら、それは勘かん違ちがいだよ。ぼくらは君たちを奴ど隷れいにしたいわけじゃない」

　それはそうだろう。声に出さず、ミズーはつぶやいた。ジュディアも奴隷にはなるまい。感情があるのなら。

　だが、この女おんな剣けん士しはそれでも、神秘調査会に従い続けるだろう。自分が彼女を哀あわれむ理由はそれだ。馬ば鹿かげているとしても、哀れんでしまうのはそれだ……ジュディアを視界から締しめ出して、ミズーはうめき続けた。

　ジュディアは、あの扉を通っていないのだ。だから彼女の後に、自分がまたあの塔に入れられたのだ。ジュディアはイムァシアを焼けなかった。イムァシアにとって用よう無なしとされて塔の外に出されたかもしれないが、自分で出たわけではない。

（だから彼女はまだイムァシアの子供……あの塔の中にいる）

　そしてジュディアはジュディアで、あの扉を通ってしまったミズーのことを哀れんでいる。それもまた、馬鹿げてはいるが分かることでもあった。

（なにも正しいことなんてない。正しいことなんてどこにもない）

　なにかを口走って、ミズーは精霊から身体を離はなした。戦おう。そのシンプルな意志だけが、身体の中に残っていた。獣けものもいない。いや逆に、自分が意志を持って戦おうとしている限りは、獣は顕けん現げんできない。その確信があった。獣が巣としているのは、大河の空くう隙げき──身体の隙すき間ま、意志の虚きよ無む。意味のあるものを無意味にするために現れる。

（あの高地の村でも、そのはずだった）

　ミズーは静かに思い起こした。意志を持って扉とびらを通ったはずだった。だが結局は獣に負けて、すべてを無意味にしてしまった。

「ギーア」

　精霊に、ミズーは語りかけた。

「もどれ。もどりなさい……わたしは大だい丈じよう夫ぶ」

　獣じゆう精せい霊れいは拒きよ否ひの気配を送ってきた──が、ミズーはあくまでかぶりを振ふった。つぶやいて、水すい晶しよう檻おりの門を開く。

「もどれ」

　改めて命じると、獣精霊の姿は消え失うせた。閉へい門もん式しきを受けて、水晶檻の輝かがやきも消える。ミズーは肩かたのマント留めを、軽く撫なでた。獅し子しのレリーフの瞳ひとみには、精霊の存在を示す靄もやが蠢うごめいている。

　改めて、ミズーはアイネストへと対たい峙じした。頭痛は消えていた。負ふ傷しようまではごまかせるわけではなかったが、それでも負ける要素を思いつけなかった。背後のことも気にする必要はない。ジュディアは斬きり掛かかってくるだろうが、自分に触ふれることはできない。

（それがルール）

　ミズーは独ひとりごちた。ジュディアと自分の間には扉がある。あらゆる人間と自分の間には扉がある。扉を通れない者は、自分には触れられない。

　それは当然のルールと思えた。扉を通れる者だけを、警けい戒かいしていればいい。

　軽けい薄はくな学者の顔を見み据すえる。彼は笑ってはいなかったが、だからといって別のなにかを顔に現しているわけでもなかった。彼はすべてを睥へい睨げいしている──ミズーは認めた。心静かなままに。

　そのまま、思ったことを口にした。

「……あなたに、怪かい物ぶつなんて言われたくないわよ。怪物はあなたでしょう」

　言って、笑いかける。自分でも恐おそろしく陳ちん腐ぷと思える言葉で、彼女は納なつ得とくした。彼は邪じや悪あくな男だ。悪意も善意も持っていない。ただ邪悪なだけだ。最大の警けい戒かいをもってあたらなければならない。

　その意志は伝わっただろう。彼は口の端はしだけを引きつらせるようにして答えてきた。

「ならぼくも、君に言われる筋合いはないってことにならないかな。人間と非人間──怪かい物ぶつとの境界線なんて、ありはしないよ。それは両極に過ぎない。完全な両極は、この世には実在しない」

　彼の声は真しん摯しだった。真摯に聞こえた。

「それでぼくは、思うことがあるんだ。果たして、この世には本当に人間なんているんだろうかってね」

　その声は歌うように高くなり──彼が自分に向かって話していないと、ミズーは気づいた。彼は上を向いている。まるで月に向かって語っているようにも見えた。

「ぼくは誰も理解できない。実はぼく以外の、今まで人間だと思ってきた連中っていうのは、みんな怪物なんじゃないだろうか。ぼくは思うことがあるんだ。ぼく以外はみんな怪物なんじゃないだろうか」

「やめて」

　ミズーは告つげたが、アイネストは止まらなかった。

「とても恐おそろしいことなんだよ……あらゆる者が怪物なんだ。でもそれは、誰も怪物じゃないってことでもある。この世界は曖あい昧まいだ。どこまでも曖昧なんだ。そこに現れたのさ」

　彼は視し線せんを落とした。音もなく上げた指先が、こちらを指し示す。

「完全なる怪物になるかもしれない君と──」

　そこで一いつ拍ぱく止めて、指先を曖昧に、空へと向ける。

「そして、精せい霊れいアマワはね」

　こけおどしに乗るつもりはなかったが、それは見み逃のがせない言葉でもあった。ミズーは剣けんに手をかけながら、聞いた。

「それはなに」

　これもまたこけおどしか──と認めながら、剣の柄つかを彼に向ける。

「あなたは知ってるの？　精霊アマワ。それはなんなの。それもあなたたちの差さし金がねだっていうの？」

　聞き直すと、彼は肩かたをすくめてみせた。

「いや違ちがう。そしてアマワのことはぼくらにも分からない。未知の精霊さ」

　学者としては若すぎるその面おも持もちに、一いつ瞬しゆんだけ鋭するどいものが走るのをミズーは見た。彼は金きん髪ぱつの髪かみを中ちゆう途と半はん端ぱに搔かき上げるように少し触ふれて、

「人々が地図の空白を既き知ちによって埋うめ尽つくしたと思いこんだ時に初めて出現する──初めて直面する未知……地図からはみ出した怪物だよ」

「そんなのは、あなたの言葉遊びでしょう？」

　釘くぎを刺さしたのは、アイネストがその言葉を楽しんでいるように見えたからだったが、彼は皮肉げに鼻で笑ってそれに応じた。その表情は意外だった。

（つまり……彼は本気で知らない？）

　鼻持ちならない学者が、それを認めるのには苦心があったのだろう。今までの韜とう晦かいとは違う、激はげしい調子で彼はまくし立てた。

「マギは実在する。剣も実在する」

　彼自身を示し──そしてこちらを示すことを二度繰り返して、彼は続けた。

「ぼくは実在する。君も実在する。だが、精霊はどうだ？　実在してるのか？　彼らを見て、人間は錯さつ覚かくしているだけかもしれない。ぼくはそれが許せない。ぼくは、精霊を見定めたい」

「精霊が実在していない？」

　その考えは、奇き妙みようなものだった。

　だが彼は、自明の理だと言いたげに余よ裕ゆうを取りもどすと、

「馬ば鹿かげたことだと思うかい？　だろうね。もし精霊が架か空くうのものだとしたら、君がその獣じゆう精せい霊れいで焼き尽くした街はなんだったのか。イムァシアが滅ほろぼされたのは虚きよ構こうだったと言われるのは怖こわいかい？　いまだ彼らの愚ぐ行こうに夢ゆめで苛さいなまれるんだろう。ミズー・ビアンカ。君は怯おびえきっている」

（くだらない）

　取り合わずに、ミズーは聞き流した。ジュディアを見ると、彼女も蒼そう白はくになって視線をそむけている。

（わたしが怯えている？）

　そんなことは当たり前だ……

　決然と、眼まな差ざしをアイネストに叩たたきつける。

「もっと実のある話をしてもらえないかしら？」

　言うと、彼も同意のつもりか、うなずいてみせた。

「君が気にかける必要があるのは、御み遣つかいの言葉さ。御遣いとは果たして、誰の遣いなんだ？　誰が、そして、なんのためにそれを寄よ越こしたんだ？」

「そんなことは分かるわけがないでしょ」

「見み出いださずに勝てるかい？」

　揚あげ足あしをとって、言ってくる。

「敵の正体を見定めずに勝てるのかい？　君は勝つためであれば、どんなことでも可能にするだろう」

「あなたが自分で見定めればいい。あなたの手て品じなを使って」

「そうそう都つ合ごうの良いものじゃない。マグスの技わざ、マギ、マギの使い手、マグス。それは無力なものに過ぎない。でも君は、違ちがう。誰よりも強い精せい霊れい使つかいだ。黒こく衣いでさえ、君を殺せない。どこかの誰かが、それを確かめたかったんじゃないかな？　君の言葉を借りるなら、君がヌアンタット高地へ行ったのは……本当に君の意志だった？」

　その問いには、答えられなかった。

　雨のような闇やみが、月光の水みず煙けむりを貫つらぬいて降り注いでいる。ミズーは煙けむる闇の中、答えようもない問いを何度か反はん芻すうした。意志を持って進む。それは確かつ固こたるものではない。頼たよれるものなど、なにひとつありはしない。

　なにを信じようとしても、そこには疑念がつきまとう。疑念のない信念はない。その逆もない。明解な答えなどどこにもない。分かりやすい解説など誰だれもしてくれない。得とく心しんなどできない。一いつ瞬しゆん一瞬違うことを考えながら、噓うそでもそれを決めなければならない。

（曖あい昧まいな世界に……現れた怪かい物ぶつ。精霊アマワ）

　それを、つぶやいた。

　そして答えたのは、まったく違うことだった。ミズーはマグスに背を向けた。剣けんから手をはなす。なにも反応しない、あえてこちらを無む視ししているようにすら見えるジュディアの横を通り過ぎ、ようやく彼女は声を発した。

「あなたたちの助けはいらない。わたしもあなたたちを助けない」

「分かった」

　アイネストの声が、背後から聞こえてくる──その声から早足で遠ざかっているというのに、それはいつまでも聞こえてきた。

「いや、聞く前から分かっていたかもね。ぼくとしても、君には触ふれられないと分かっていたつもりだよ。組織としても、必要なのは手て駒ごまにできる切きり札ふだであって、それ以外のものじゃない。組織の力は、もっと扱あつかいやすい相手に託たくすことにする。幸いにして、絶対者はもうひとりいる……」

　ミズーは答えずに、夜の扉とびらを進み続けた。

　宿やどを出た時となにが変わったわけでもない。ただ、頭痛だけがなくなっている。







　エピローグ







　路ろ上じようは穏おだやかな平へい穏おんに満みちていたのかもしれないが、彼が通りかかればそれは自然と枯かれていった。その穏やかさが帝てい都とに普ふ遍へん的にある秩ちつ序じよだとすれば、同じく彼もまた、普遍的にある秩序にほかならない──だが帝都の住人が、彼に慣なれることもない。それは分かり切ったことだった。慣れて欲ほしいと思ったこともない。もしそう思うのならば、この仮か面めんを着けることはなかった。

　ウルペンは黒こく衣いの仮面の裏から帝都の街まち並なみを眺ながめつつ、歩いていった。ごく普ふ通つうにある、黒衣の定てい期き探たん索さくに見せかけて、ゆっくりとした足取りで。

　実を言えば、こうして人前に姿を見せて歩いている黒衣が、なにかを探さがしているということはない──黒衣がなにかを求もとめたならば、それは何者にも姿を見せず、時間をかけず解決される。時とき折おり、黒衣が衆しゆう目もくに身をさらすのは示じ威い行こう動どうだった。帝都に秩序があることを示すための。

　だがウルペンが歩いていたのは、そうした役やく割わりからではなかった。黒衣が持つことはあり得えない、ひとつの目的からだった。

（帰ってきた……）

　ヌアンタット高地からの帰き途とには、十日間を要した。これは可か能のうな限りの強きよう行こう軍ぐんではあったのだが、ゆっくりしていられる事じ態たいでもない。

　本来なら、すぐにでも帝てい宮きゆうに参さんじなければならないところだろうが、それも後回しにして、急ぐ。

　黒衣の黒くろ装しよう束ぞくを目にした時、帝都の人間たちは特とく別べつな反はん応のうを示さない──ただ視し線せんをこちらに留とどめることもなく、なにも見なかったかのように振ふる舞まう。それは老ろう若にやく男なん女によ、誰だれもが同じだった。親に習ならうというわけでもないのだろうが、自然とそうする。仮面の下から八年、それらの人々を眺ながめてきて、ウルペンはどうしてもひとつだけ、拭ぬぐいきれない疑ぎ念ねんがあった。

（もしここで仮面を取ったなら……彼らは消えてなくなってしまうのか？）

　それは馬ば鹿かげた妄もう想そうだった。自分でも分かっていたが、消せない仮か想そうだった。

　この帝都は、黒衣の面の下からしか見ることはできないのではないか。帝都の街中で仮面を外はずすことなどあり得ない。それは仮面を通して自分が彼らを見ているのか、それとも彼らが見ているのか。そんなことを決めることはできない。

　音を立てずに、彼は苦く笑しようを漏もらした。この空くう想そうの原げん因いんがなんなのか。思い出すまでもない。分かっていたことだった。

（八年前の……あの問いか）

　独ひとりごちる。

（そして、あの答え）

　御み遣つかいの言葉が始まった、あの時……

　彼は視し界かいに入るものを見るともなしに眺めつつ、足を動かし続けた。

　帝都は都市計画の理想だった。先せん帝ていが印いんの継けい承しようを行ったのち興おこした都みやこで、その歴史は案外と浅い。目立った要よう害がいを持つわけでもないこの地が攻せめられたこともないのは、帝国がそれだけ恐おそれられているということでもある。不ふ滅めつの都みやこ。整せい備びされた区く画かくが必ずしも美び景けいとなるわけではないが、それでも整理されたなりの機き能のう美びはあった。

　白いものが多い。これも誰が決めたわけではないのだろうが、帝都の住人は装そう飾しよくに白を好このんだ。白い屋や根ね。白い壁かべ。白い柵さく。公園の敷しき石いしも、噴ふん水すいの造つくりも、潔けつ癖ぺきな白が目立つ。手入れに手て間まと費ひ用ようのかかる木々が多いのもまた、帝都の財ざい政せいに極きよく端たんな余よ裕ゆうがあってのことだった。道を行き交かう民みん衆しゆうに、猥わい雑ざつさはない──彼らは背景のように無害で、優やさしく、無む欲よくに見えた。若い人間をよく見かけた。戦争は遠い昔むかしとはいえ、ちょうど彼らの祖そ父ふ母ぼを奪うばったままで、帝都住民の平へい均きん年ねん齢れいを若くしている。だがそれも、修しゆう復ふくされつつある頃ころ合あいだった。帝都にはもう二度と戦争の手は及およばない。

（永遠の都……）

　不滅の都。

　そこにいることが、永遠不滅の勝利をもたらす。

　約やく束そくは確かなものだった。問題なく果たされている。

　すべてにおいて、完かん璧ぺきが約やく束そくされている。そうだ──

　そこまでつぶやいた時、目の前に、白い球たまが見えた。

　気づかなかった。そのボールが顔面にぶつかって、彼は足を止めた。痛いというより、戸と惑まどったからだった。それは左側から飛んできたものだった。

　無言のまま、立ち尽つくす。ボールは足あし下もとに落ち、勢いを無くして転ころがっている。悲ひ鳴めいがあがった。見やると、小さい子供とその母親とが、こちらを見て言葉を失っている。子供はおぼつかない手つきでラケットを抱かかえていた。子供の肩かたにかかっている母親の手が、この距きよ離りで分かるほど怯おびえて慄おののいている。

　ウルペンは、嘆たん息そくした。悪いことをしてしまった──きちんと避よけていれば、無用な恐きよう怖ふを抱いだかせずに済すんだのだが。

　ボールを拾って投げ返してやっても良かったのだが、それをすれば親子は逃にげ出したに違いない。ウルペンは無視して、歩あゆみを再開した。ついていなかった。ボールが右側から飛んできたのであれば、当たる前に気づいたのだろうが。

（仕方あるまいな）

　辺へん境きようの医い者しやは、左眼の回かい復ふくは絶望的だと断言した。

　だが、

（運が良かったと考えるべきなのだろうな。この程度で済んで）

　こんなことはこれからも続く。勝利を得るまで……終しゆう局きよくの時まで、続くだろう。

（ただし、この永遠の都の外で……だ）

　帝都は安全なままでなければならない。

　そして実際、安全なままであり続ける。

　約束は果はたされるためにある。

　さらに、速度を上げる。

　彼が急いでいたのは、ひとつの目的からだった。

　家へ帰る。

　そのために、彼は黒衣としては不自然に見られることも構わず、早はや足あしで帝都を進んでいった。




　雑然とした住宅が増える界かい隈わいに入って、彼はようやく進みを遅くした。

　ある路ろ地じの行き止まりで、壁かべと壁の間にあるわずかな隙すき間まへと入り込む。その先にある雑ぞう木き林ばやしを、下草を踏ふみ分けていくと木々の陰かげに、小さいが頑がん丈じような小屋があった。窓まどはすべて木き戸どにふさがれ、表には長らく手入れされていなかった汚よごれが壁を覆おおっているが、扉とびらには目立たないように錠じようが下ろしてある。手の中に取り出してあった鍵かぎを、そこに差し込む。数秒ほどの格かく闘とうの後、古い錠前が反応を示した。扉は完全には開かないようになっている。ウルペンは息を吸すうと、肋ろつ骨こつを沈しずめ、身体からだを横向きにして扉と柱の間に押し入った。

　小屋の中は、見かけに比べれば広い──天井にガラス張りの明かり取りがあり、窓がなくとも内部は明るかった。二に脚きやくの椅い子す、テーブル、食器棚には陶とう製せいの皿やマグも並べられている。奥の厨ちゆう房ぼうをのぞいたのは、侵入者の存在を警けい戒かいしたからだが、それが無意味なことだとも知っていた。帝都が安全である限り、この小屋もまた永遠に保証される。

　台所からは勝かつ手て口ぐちがあり、こちらはまともに扉が開くようにできているのだが、内部からしか鍵を開けられないようにできている。この出口は水や荷物を入れることにしか使われない。全体を見回して、彼は満足した。

　内ない装そうには目立った装そう飾しよくもなかったが、小屋は決けつして無む味み乾かん燥そうなものではなかった。というより、そうであって欲しいと思っていた。ウルペンは仮面を取ることも忘れて、小屋にあるもうひとつの部屋──寝しん室しつへの扉を開けた。寝室には天てん窓まどもないため暗いが、扉を開ければ光がそこに注そそぎ込む。たいしたものがあるわけではない。衣い装しよう棚だなと、ダブル用のベッドがあるだけだ。そして、そこに妻つまが寝ねている。

　帰ってきたことを、声には出さなかった。ただウルペンは寝室に入って、ベッドをのぞき込んだ。出かける時となにも変わらず、彼女はそこに眠ねむっている。なにも変わらず、彼女は美しい。

　いつものように彼女の髪かみに──赤い髪に触ふれようとして、彼は手を止めた。黒衣の服を着たままでは、それは不ふ遜そんであると思える。彼は笑いながら、自分に言い聞かせた。まずは着き替がえるべきだ。それが帰ってきた夫おつとの義務だ。きっと彼女もそう思うに違いない。そういうものだろう。逸はやる気持ちを落ち着かせようと深しん呼こ吸きゆうし、そして……

　彼は目を見開いた。開かない左眼すらも、傷口を押し分けてなにかが沸ふつ騰とうしたかと思うほどに疼うずく。彼女の顔に、なにかがついていた。なにかで跳はねた泥どろのような、ほんの小さな汚よごれ。だが、泥のはずがない……彼女が外を出歩いたというのなら話は別だが。そんなはずはない。

　ウルペンは慌あわてて、彼女の身体を隠している毛布を引き剝はがした。最高級のアスカラナン綿めん──シルクの寝ね間ま着きほど愚おろかなものはないと彼は信じていた──のネグリジェの下にある胸が、ゆったりと上下している。彼女は安らかな無表情で眠り続けていた。怪け我がもない。なんの変わりもない。

　肩かた口ぐちに傷きず跡あともない。だがそこから出血したとしか思えない大量の血けつ液えきが、そこに血だまりを作っていた。

　血はどす黒く、闇やみのように固まり、昨日や今日のものではないとすぐに知れた。少なくとも数日前のものだろう。彼女の顔についていた血の滴しずく──これも固まって、指で触れただけでぼろぼろに砕くだけた。

　八年前。彼が問うた言葉。そして、その答えが、まざまざと蘇よみがえってくる。

（俺おれが手に入れられる確かなものがあるのか……奴やつは、否いなと答えた）

「アマワめ……！」

　仮面をむしって床ゆかに投げつけ、彼は罵ば声せいをあげた。
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　あとがき







①　エンジェル・ハウリングのこと




　えー。一巻で八月発売と言っておきながらなんで十月発売になっているのか。謎なぞは深まるばかりですが、実は四巻も十二月発売じゃなかったりします。教きよう訓くんとしては、できもしないことを宣せん言げんするなというところでしょうか。

　あうー。ごめんなさいー。

　今後は、月刊ドラゴンマガジンの新刊情報だけをあてにしてください……実はそのほかの情報って（ほら、本屋さんとかに貼はってある新刊案内とかありますよね。ああいうの）、ぼくにしろ編集部にしろ、まるっきり関かん知ちできなかったりするので。あと、ぼくのあとがきなんかただの妄もう言げんですからもう無視しちゃってください。くすん。自じ虐ぎやくモード。




②　とても恐おそれていること




　またこういうこと書いてあとで苦しくなるだけだって分かってはいるんですが。

　密ひそかに決めたお約束で、このシリーズでは巻かん末まつに広告を入れないことにしようと思ってます。意味はありません。なんとなくです。一巻二巻で広告が入らなかったから、そうしてみようかなって程てい度どのノリなんですが。

　んでまあ、それって、あとがきの枚数で調整することになるんですな。

　どういうことかっていうと、普ふ通つう、ぼくらが原稿を書く段階では、文庫にした際のページ数がどうなるのか正確には分かりません。原稿が完成した段階でもです。って書くと不ふ思し議ぎに思われるかもしれませんが、組くみ版はんの禁きん則そく処しよ理りや、細かい体てい裁さい、あるいは校正での直しなどが入ると、行数やページ数が変わるというのは意外と頻ひん繁ぱんに起こるものなのです。

　つまり校正が終わらないと、最終的なページ数は把は握あくできないわけです。校正が終わった後で枚数調整に使えるのは、その後に書くこのあとがきしかないんですね。

　このシリーズの一巻で例たとえると、一巻の総ページ数は二百四十ページ。本ほん文もんが終わるのが二百二十九ページです。十一ページ余るわけですが、最後に奥おく付づけが入りますんで二ページ（一枚）それに使います。九ページ残るわけです。奥付の前のページは白紙でも問題ないので八ページでも良し。一巻のあとがきは八ページ書いてます。

　で、ここであとがきを六ページしか書かなかったとしたら、残った二ページに広告を入れて埋めるわけなのですよ。

　前回のあとがきにも書きましたが、ファンタジア文庫は一ひと折おりが十六ページになるので、あとがきも一から十六ページの間になります（え？　十六枚まるまる余るのは変だろうって？　ファンタジア文庫は必ずあとがきをつけるという非ひ情じような掟おきてがあり、〇ページがあり得えないのですよう）。今回は八ページ。まだ良いほうです。でもいつか担当さんに「今回は十六ページですよ」と言われる日が来るのだろうか……非常に怖こわいです。十六ページも書くネタがあるわけないじゃんかあ。点てん呼こか？　点呼するしかないか？　それとも気絶して空白か？

　まあ、そんな時が来たら、なに食わぬ顔で広告が入ることになると思いますが、秋田というのはそんな程度の奴だと思ってやってくださいませ。




③　前回で味をしめたこと




　↑こんなふうに無む駄だに蘊うん蓄ちくを書くと、思いのほかページが埋まるということを発見したのでした。




④　ちょっと調子に乗ってみたりすること




　いっそのこと、リクエストを募つのって蘊蓄コーナーにしてしまうというのはどうでしょう。

　って誰に聞いているのだろうわたし。




⑤　ＦＡＱなこと




　というわけで編集さんに電話してみたところ、読者さんからの質問で多いのは、誤ご植しよくについての問い合わせなのだそうです。

　元写しや植しよくオペレーターだったぼくなのですが、出版業界にはこんな格言があったりします。

『誤植は空気のように存在する』

　いくらチェックしても、なくならないものなんですね。誤植って。我ながら、ホントにトホホなのですが。

　入にゆう稿こうすると、印刷会社からゲラ（印刷したらこうなりますよーという見本のようなもの。この段階ではもちろん本の形にはなってませんが）を返してもらって、校正者、編集者、そして著者と、それぞれが校正を行います。文字量が多ければ多いほど誤植を見み逃のがす頻ひん度どは高くなりそうなものですが、意外と致命的な誤植というのは大きな見出しとか、短い文章に多かったりします。これは人間の脳が文字を意味で理解してしまうからで、ぱっと見で意味が通ると、細かいミスを見逃してしまうんですね。完壁、って書いてあると、完かん璧ぺきという単語に見えてしまったりするわけです。

　校正は一回だけで終わるものではなく、編集部と印刷所を何度か行ったり来たりします。初しよ校こう、再さい校こう、三さん校こうというふうに数えていくんですが、ファンタジア文庫の場合、進行の都合や予算の関係上、再校くらいまでです。

　文字量が違い過ぎるので比較として相応ふさわしいかどうかは疑問ですが、たとえば辞書。これは性質上、どうしても誤植が許されないというのもあって、何年もかけて何百回も校正を繰り返します。それでもなお、製品には誤植が残ります。そんなわけで業界では、誤植はなくならないものだという神話があるわけですね。誤植に関する苦情というのはちょくちょく編集部にとどくようなのですが、実はどうにもならないものなんです。刊行ペースを今の半分にして、本の値段が上がっても良いというのなら、多少は誤植を減らすことができるかもしれないですが。

　ていうか蘊うん蓄ちくってより、どうせこの本にも誤植はあるんだろうからって予防線張ってるだけじゃん……




⑥　ふと気づいてしまったこと




　蘊蓄なんか書いてあっても面白くもなんともないし……

　というわけで、ほかになんかトピックないですかね？（聞いてどうする）

　このところ、仕事に追われてこのへんのネタにできそうなことがなんにもないのです。

　書くことがないのに八ページ埋めなければならぬ。面めん目もくないです。




⑦　ようやく思いついたこと




　あ。そういえば外食に飽あきて、このところ自じ炊すいしてます。

　意外と続けば続くもんです。あまりたいしたものを作るわけじゃないんですけど。

　でもなんだか、そろそろ自炊にも飽きてきて……

　なに食べればいいんでしょ？

　考えるのもめんどくさいし、なにも食べずに生きていけないものかなぁと思う今日この頃だったりします。

　ロボかな。ロボしかないかな。れっつロボ。




⑧　トラブルはいきなりやってくるのこと




　とまあ、ここまで、終わり気分でのんびりあとがきなど書いていたわけですが、この期ごに及んでトラブル発生！

　そうです。nimdaに……じゃなくて、まあ詳しよう細さいは書けないんですが、一種の連絡ミス。でも結けつ構こう大おお事ごとになるとこでした。

　あう。ルーチンワークのように見えるかもしれないですけど、毎度ひやひやしながら仕事してるんですよ。これがまた。




⑨　そして、やっぱりエンジェル・ハウリングのこと




　そろそろ最終ページです。よって駆かけ足にて。

　なんとかかんとか三巻。いろいろありましたが三巻。出てたらいいな三巻。出てなかったらどうしよう三巻。

　次は四巻です四巻。三巻の次だから四巻。連れん載さい八話分を一冊にしてるもんだから妙にページ数が多いんだよね四巻。って、もう駆け足なんだかなんなんだか。

　とにかく、次の巻末でお会いしましょうー。




二〇〇一年八月


秋田　禎信
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